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　　　　　Prologue




　森もり崎さき由ゆ布う子こという女子について語ることは、簡単だ。

　ほんの一言で言い表せる。

　普通、だ。

　ほどほどに可愛かわいいが美少女の領域には及ばず、プロポーションも──あくまでも、服の上から見た印象にすぎないが──スレンダー寄りの普通。

　成績も中の上の下といったあたりで、普通。

　実は異世界のお姫様だとか宇宙人だとか超能力者だとか、そういった特異な設定も持っていない。

　性格にも尖とがったところはない。

　そんな、何もかもが普通な森崎由布子は、恋をしている。

　健全な女子高生だ。そりゃあ恋だってするだろう。普通のことだ。

　ただ、非常に難なん儀ぎなことに、彼女が恋をした相手は『普通』じゃなかったのだ。

　チビで童顔でメガネで……見た目はまったく[image: 冴]さえないのに、渡わた会らい秋あき兎とはモテる。とにかくモテる。そのモテっぷりは、もはや人智を超越しているといっても過言ではない。

　家が隣となり同士の幼おさな馴な染じみ、古流剣術の師し範はん代だいでクールでメガネな委員長、超能力者で巨乳な先せん輩ぱい、数多あまたの武勇伝を持つヤンキー先生、性悪なゴスロリ娘……他にも、異世界のお姫様に幽ゆう霊れい少女に宇宙人……と、秋兎に好意を寄せる女の子は、いずれもギャルゲー的な設定の持ち主ばかりだ。アニメ的、あるいはライトノベル的といってもいいが、『ギャルゲー的』がまあ一番わかりやすいだろう。

　だからつまり、先に挙げた女の子たちは例外なく、頭に超がつく美少女（または美女）である。

　なぜ、見た目冴えない秋兎がかくも特異な女の子たちにモテるのか……その原因は、未いまだ解明されていない。

　いや、別にどこかの研究機関が調べてるってわけでもないんだけどさ。

　ただ、十年、秋兎を間近で見てきた感想として、秋兎が特異な女の子たちにモテるのは、なんというかもう、誰にもどうしようもない『世界の法則』なんだと、俺は思っている。勝手に確信している。

　人間、程度の差はあれ、誰しも世界は自分を中心に回っていると思っているだろう。

　世界があって自分がある──んじゃなく、自分があって世界がある──ってさ。

　そりゃあそうだよな。自分がいなきゃ世界を認識することだってできないんだから。

　でも、俺は違う。

　俺は世界が自分を中心に回っているとは思っちゃいない。

　世界は特定の誰かを中心に回っているわけではない──とも思っていない。

　世界は、渡わた会らい秋あき兎とを中心に回っている。

　──と、俺は本気でそう思っている。

　渡会秋兎こそがこの世界の中心であり、

　主役であり、

　主人公であり、

　俺は『渡会秋兎の友人』という、脇わき役やくでしかない。

　俺自身に話が及んだついでに、自己紹介をしておこう。

　俺の名前は南みな代しろ春はる馬ま。

　自分で言うのもなんだが、イケメンだ。

　どの程度のイケメンかというと、街を歩いているとモデルにスカウトされることが半年に一回あるかないかってレベルのイケメンだ。

　微妙って言うな。

　半年に一回が多いかどうかは個人の価値観によるだろうが、モデルにスカウトされる経験なんて普通はただの一回だってありはしないだろう。だから、やっぱり、俺はイケメンなんだよ。うん。

　そして、俺は外見だけの男じゃない。運動全般は得意だし、成績だって常に学年上位だ。

　モテる条件は十分すぎるほどに揃そろっている。

　にもかかわらず、俺には彼女はいない。彼女ができたことがない。つまりは、モテない。

　ハイスペック男子高生である俺がなぜモテないのか。それは性格に致命的な問題があるから……じゃなくて、秋兎のせいだ。

　ギャルゲーに於おける、『主人公の男友達』の不文律。それすなわち──モテない。

　秋兎のダチをやってると美少女と関わることが多いが、彼女たちは皆、当然のように、それが世界の法則であるかのように秋兎を好きになる。

　彼女たちの好意が、『主人公の男友達』である俺に向くことはない。

『主人公の男友達』に彼女がいるケースも、あるっちゃあるけどな。でも、その場合も彼女が主人公のほうを好きになっちゃったりするから、油断はできない。

　俺のポジションが『主人公の男友達』とすると、森もり崎さき由ゆ布う子このポジションは、ただの『モブ』だ。

　攻略対象外、立ち絵があるかどうかすらあやしい、モブ子こさんだ。

　そんな、モブ子ポジションの森崎由布子が、『主人公』である渡会秋兎に恋をした。

　それは叶かなうはずのない恋で。

　無む謀ぼうな恋で。

　だけど、そんな叶かなうはずのない無む謀ぼうな恋に焦こがれる彼女を嗤わらうことは、俺にはできなかった。

　俺もまた、叶うはずのない無謀な恋をしているからだ。

　秋あき兎との幼おさな馴な染じみであり、秋兎を主人公とした物語の、おそらくはメインヒロインである椎しい名なちえりに、俺は恋をしていた。

『主人公の男友達』が『メインヒロイン』に恋をして、叶う道理がどこにある？　寝取られモノじゃあるまいし。

　叶うはずのない無謀な恋をしている俺は、森もり崎さき由ゆ布う子こが同じく叶うはずのない無謀な恋をしていると知って、彼女を応援することにした。

　諦あきらめろ、と諭さとすべき場面で、「俺がおまえをヒロインにしてやる」と啖たん呵かを切ってしまったのだ。

　森崎由布子が秋兎のカノジョの座に収まれば、俺もちえりと付き合えるかもしれないという打算も含めて。

　詳細は前巻を参照してもらうとして──結果から言えば、森崎由布子の恋は、叶わなかった。

　告白して、きっぱりとフラれた。

　モブ子このヒロイン昇格計画は、失敗に終わった。

　終わったが、しかし、

　森崎由布子は、諦めなかった。

　エンディングのその後に、彼女はコンティニューを選択したのだ。

　コンティニューといっても魔ま法ほう使いでも超能力者でもないただのモブ子に、時間を巻き戻してやり直せるような力なんて、ありはしない。

　だから、これから語る物語は、モブ子こと森崎由布子が、渡わた会らい秋兎に玉砕覚悟の告白をし、玉砕して、それでも諦めないと決意した後の時間軸から普通に始まる。
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「一人ずつ倒していくぞ！」

「ギャアアアアアアアアアアッ！」

　俺が突然あげた声に驚おどろいて、ルリコンゴウインコのルリが絶叫した。

　驚いているのはルリだけじゃなかった。俺の目の前にいたモブ子こも目をまん丸にしていた。

「ど、どうしたの？　急に」

　俺に対して問うたその声が微妙にこもっているのは、彼女がマスクをしているからだ。

　鳥アレルギーのモブ子は、部室ではマスクなしではいられないのだ。

「いや、ぼちぼち何かしら行動しなきゃなーと思ってさ」

　旧校舎の四階──インコ部の部室である。

「恋を諦あきらめない！　と決意表明をしたはいいものの、あれから一ヶ月……俺たちは何もしていない。放課後、ここでインコと戯たわむれてるだけだ」

　俺は振り返って、教卓の上にいるルリと、ベニコンゴウインコのベニを睨にらんだ。

　この二羽の大型インコは、インコ部の顧こ問もんにして、二─Ｃの担任であるグラマラスヤンキーティーチャー、茉ま莉り香か・ナイチンゲール教きよう諭ゆが持ち込んだものだ。

　正式な飼い主は、茉莉香・ナイチンゲール教諭（以下、マリちゃん）の叔母おばさんで、その叔母さんが長期の海外旅行で家を空ける間のインコたちの世話をマリちゃんに託し、インコの世話なんてやってらんねーよなマリちゃんが俺に丸投げし、モブ子と秋あき兎とをくっつけるために小規模コミュニティを作ろうとしていた俺が機転を利きかせた結果として、インコ部の誕生に至ったわけである。

　部員は、俺、モブ子、秋兎、ちえり、鶴つる木ぎ、桜さくら子こ先せん輩ぱいの六人。……だが、今、部室にいるのは俺とモブ子だけだ。

　ちえりはバイト、鶴木は何かと忙しい身だし、秋兎と桜子先輩からは遅れるという旨むねの連絡をもらっている。

　秋兎と桜子先輩が揃そろって遅れるってことは、例のアレだろうな。桜子先輩の『ガス抜き』──。

　桜子先輩は超能力者で、それも相当に強力な力の持ち主で、先輩自身、完全にはコントロールできないらしい。時折、パーッと力を使って発散させないと、ヤバイことになるらしい。『ガス抜き』ってのは、その『パーッと力を使って発散させる』行為のことだ。具体的に何をしてるのかってのは、俺も知らないんだけどな。断じて、エロ系の行為をしているわけではない！　……と信じたい。

「部活、楽しいよ」

　と、モブ子。

「そりゃあ、おまえは秋兎と同じ空間にいられりゃ、それだけで幸せなんだろうけどさ」

「うん、幸せだよー」

　えへへ、とモブ子こは笑った。

「えへへ、じゃあないっ！」

　俺は机を叩たたこうとして、やめた。大きな音をたてるとまたルリが叫ぶからな。

「いいのかよ。おまえ、それで」

「えっと……よ、よくないです」

「だろ？　よくないんだよ、このままじゃ。おまえも俺も」

　モブ子が小首を傾かしげる。

「春はる馬まくんも？」

「ああ……気づいたんだよ、俺も。現状に満足し始めちまってる自分に」

　楽しいんだよ、インコ部。

　モブ子がいて、秋あき兎とがいて、ちえりがいて、鶴つる木ぎもいて、麗うるわしの桜さくら子こ先せん輩ぱいまで……。

　ルリとベニも世話をしているうちに情が移ってきたっつーか、可愛かわいくなってきたしな。

　ぬるま湯的とでもいうべきか……放課後の、この、ゆるくてあったかい感じが、すげー心地ここちいいんだよ。

　小規模コミュニティ物が流行はやるわけだ。

「だから、ここらで一発、ガツンと行動せにゃあならんと思ったわけだ」

「う、うん……」

「というわけで、一人ずつ、倒していくぞ」

「それって、ちえりちゃんとか鶴木さんを……ってことだよね？」

　俺は頷うなずいた。

「そのとおりだ」

「でも……」

　モブ子はマスクに覆おおわれた口元に人差し指を運び、右に傾かたむけていた首を左に傾けた。

「倒すって、どうやって？」

「いい質問だ。……どうやって倒そう」

「え？」

「…………」

「…………」

「……春馬くんって、けっこう勢いだけで喋しやべっちゃうタイプだよね」

「否定はしない」

　俺がモテない理由は、秋兎がどうのじゃなく、この勢い先行の性格のせいなんじゃないかという気も最近ちょっとしている。

「で、まあ考えたんだが」

「今？」

「今」

　つまりは、ただの思いつきである。

「打倒すべきヒロインたち……彼女たちには、皆、なんらかの属性があるわけだ。たとえば、ちえりの場合なら、幼おさな馴な染じみとかドジっ子とかロリとかだな」

「ロリ……」

「軽く引くな。で、だ。その、彼女たちが持つ属性の部分に勝負を挑むってのはどうだろう」

「えっと……意味がよくわからないんだけど」

「幼馴染み具合とか、ドジっ子具合とか、ロリ具合でちえりを上回れと、要はそういうことだ」

　自分で言っておいてなんだが、幼馴染み具合ってなんだ。

「ドジはともかく、幼馴染みとかロリはどうにもならないよ……」

「そりゃあ、まあ、そうだよな……」

　思いつきにしたって、考えてないにも程があるな。我ながら。

「そもそも、属性に勝負を挑んでどうするんだって話だよな……」

　俺は腕を組み、考える。さっきよりはもう少し真面目まじめに頭を働かせてみる。

「ただ、勝負をするってのは悪くないとは思うんだよな。秋あき兎とにおまえの存在をアピールするって意味でさ。それに、ちえりたちと勝負して勝てば、勝つことができれば、おまえの立ち位置を、今のモブの域から一段上の領域に持っていけるって思うんだよな……」

「そう……なのかなぁ」

　モブ子こはイマイチ、ピンときていない様子だ。

　当然だよな。言ってる俺自身、ピンときてないんだから。

　ピンとはきていないけれど、それでもやっぱり勝負するべきだって思いは俺の中から消えないんだよな。

　ああ。

　そうか。

　きっと、俺は、見たいんだな。

　モブ子ががんばる姿を。

「勝負……何か思いつかないか？　ちえりや鶴つる木ぎや桜さくら子こ先せん輩ぱいと勝負して、おまえに分がありそうな何か」

「うーん……」

　モブ子は左に傾かたむいたままだった首を再び、右に、それからまた左に傾けて、答えた。

「何も思いつかないよ……」

　悲しそうな顔をしていた。

「そ、そうか……」

　まあ、ちえりにしろ鶴つる木ぎにしろ桜さくら子こ先せん輩ぱいにしろ、基本的に秋あき兎と関係の女の子って、みんなハイスペックなんだよな。

　ちえりはドジだけど、ああ見えて運動神経は良いほうだしな。成績は普通だから、テストの点で勝負すればモブ子こにも勝ち目はあるだろうが……テストの点で勝ってもなぁ。

　他に何かないものか……。

　俺もモブ子の真似まねをして首を右に左に傾かたむけてみたが、これといって効果はなく……。

　と、

『部活動、ご苦労様です。私は、二年Ａ組、あもうしいかです』

　換気のためにほんの少しだけ開けておいた窓の向こうから、そんな声が流れ込んできた。

「ん？」

『この度たび、私、あもうしいかは、生徒会長選に立候補いたしました』

　マイクを通した声だった。ボリュームを上げすぎているのか、音がちょっと割れている。

「選挙活動、もう始まったんだね」

　モブ子が言った。

「ああ、もうそんな時期か」

　明みよう神じん学園の生徒会選挙は、毎年六月に行われている。中間テストと期末テストのちょうど間の時期だ。

「うるさくなるな」

　明神学園は、どういった経けい緯いでそうなったのかは知らないが、伝統的に生徒会の権力が強い。いや、生徒会長の権力が強いというべきかな？

　これは、かなり特殊な形式だと思われるが、選挙によって選ばれるのは会長一人で、副会長や書記、会計といった会長以外の生徒会役員に関しては、会長に任命権が与えられている。基本的に拒否権はなく、余程の事情がない限り、本人の意思に関係なく、会長から指名・任命された者は一年間その役職から逃げることはできない。

　つまり、会長は自分にとって都合の良い人間だけで周りを固めることができるわけだ。

　生徒会という、生徒に対して多大な、学園側に対しても一定の影えい響きよう力りよくを持つ権力体を、思うがままにできるわけだ。

　立候補者は、だから多く、選挙戦はその名のとおり『戦いくさ』の様相を呈してくる。

　去年は、全統模試一位の秀才に、学園の三大有力部活──野球部、サッカー部、吹奏楽部の部長に、さらには現役高校生アイドルが、三みつ巴どもえならぬ五つ巴の熾し烈れつな『戦』を繰くり広げていたっけか。

「今年は、どんなメンツになるんだろうな……」

「あもうしいかって、あの天あも羽う詩しい歌かさんかな」

「だろうな」

　モブ子こが口にした名前──天あも羽う詩しい歌か。

「いかにも、会長選に出そうな奴やつではあるよな」

　そんな、まるで知り合いであるかのような口振りをしてしまった俺だが、天羽詩歌とは別段知り合いってわけじゃない。

　こっちが一方的に知ってるだけだ。

　なにしろ、天羽はアイドルだからな。といっても、昨年の候補者みたいに現役高校生アイドルってわけじゃない。

　天羽詩歌は、頭に『学園の』がつくアイドルだ。

　なぜに彼女が学園のアイドルであるのかといえば、それは、彼女が圧倒的な美少女であり、昨年の文化祭に於おいて行われた、『ミス明みよう神じん学園コンテスト』の優勝者だからである。

　そのミスコンには、会長選に立候補した件くだんの現役アイドルも出場していて──つまり、天羽詩歌は本物のアイドルに勝ってしまったわけだ。

　そんな天羽詩歌を。

　そんな美少女を知らない男子が、学内にいるはずもない。

　俺は別に、天羽のファンってわけじゃないけどな。

　俺は椎しい名なちえりに片かた想おもいしているけれど、俺にとって学園のアイドルといえば桜さくら子こ先せん輩ぱいただ一人なのである。

　ミスコンだって、桜子先輩が出場していたら優勝していたはずだと俺は確信している。

　マイクのボリュームを絞ったのか、天羽詩歌の声はもうほとんど聞こえなくなっていた。

「委員長も出馬するんだよね。会長選」

「ああ」

　モブ子の恋こい敵がたきの一人にして、我が二─Ｃのクラス委員長──鶴つる木ぎ美み汐しおも、生徒会長選への出馬を表明している一人だった。

　厳きびしくも頼りになるクィーン・オブ・委員長としてクラスを問わず畏い怖ふされている鶴木の知名度は、天羽ほどではないものの、高い。

　天羽の他に一体誰が出馬するのか把握はしていないが、誰が出てこようが鶴木は善戦するはずだ。もちろん、俺も清き一票を鶴木に投じるつもりでいる。

「いいこと、思いついちゃった」

　モブ子が胸の前でぽんっと手を合わせて、言った。

「私も会長選に出馬して、鶴木さんと勝負するっていうのは、どうかな？」

　モブ子は笑っていた。

　彼女のその発言が本気じゃないということは、もちろんわかっていた。

　ただの冗談であり、選挙で鶴木に勝てる気も、そもそも選挙に出る気自体、これっぽっちもないことは、わかっていた。

　わかってはいたが、その上で、俺はこう返していた。

「よし、それでいこう」

　当然、モブ子こは「え？」という顔をした。

「会長選で、鶴つる木ぎと勝負だ」




　思い立ったが吉日ということで、俺は早さつ速そく、モブ子を連れて生徒会室に赴おもむき、出馬届を提出させたのだった。

　モブ子は、もちろん嫌いやがった。

　そりゃあ、そうだよな。

『モブ』にすぎないモブ子が、クィーン・オブ・委員長である鶴木美み汐しおに、選挙で勝てる道理はどこにもない。

　それに、モブ子には、中学時代にクラス委員として学級崩ほう壊かいを食い止めることができなかったというトラウマがある。

　なりたくてクラス委員になったわけじゃない。クジ引きでクラス委員を押しつけられた彼女に学級崩壊の責任を求めるのは、酷というものだろう。

　ただ、責任がまったくないかといえば違うだろう。クラスの人数分の一＋[image: α]の責任はやはりあって……モブ子は、その＋[image: α]の部分の責任を、とても重く受け止めている。

　生徒会長といえば、全校生徒の頂点だ。明みよう神じん学園ではなおのこと。そんな立場になんて、絶対になりたくないだろう。インコ部の部長だって初めは嫌がってたしな……。

　そんなモブ子を、俺は「秋あき兎とに選挙活動を手伝ってもらうんだよ。そうしたら、ほら、秋兎との会話、増えるぜ？」と言って、説得した。

　実際、それが一番の狙ねらいだった。インコ部じゃ、モブ子の鳥アレルギーのおかげで、相変わらずモブ子と秋兎の絡みは少ないままだからな……。

　小規模コミュニティ作戦の第二弾ってわけだ。

「おまえが会長になったら、秋兎を副会長に指名するんだよ。今以上に、放課後、秋兎と一緒に過ごせるようになるぜ？」とも言った。

　これは、まあ、自分でも軽い言葉だなと思った。

　モブ子が選挙戦を制する可能性なんて、ゼロだもんな……。

　俺は、こうも言った。

「がんばり系のキャラを目指すんだよ、おまえは。

　学園生活を充実させるためにインコ部を作ったおまえは、今度は、生徒会長を目指すことにしたんだ。学園生活を、より素晴らしいものにするためにな。

　森もり崎さき由ゆ布う子こは、青春を全力で謳おう歌かするヤツなんだ。

　誰もが無理と思うようなことでも、とりあえず挑戦しちゃうヤツなんだ。

　そういう、がんばり系のキャラクターのイメージを秋あき兎とに与えるんだよ」

　深く考えて出た言葉じゃなかった。例によって思いつきでしかなかったが、がんばり系のキャラってのはモブ子こに相応ふさわしいように思えた。

　俺の説得に、モブ子は渋々……本当に渋々ではあるが、「春はる馬まくんがそこまで言うなら……がんばってみる」と頷うなずいてくれた。

　そこから、実際に出馬届を提出するまでが、また大変だったんだけどな。

　出馬届は、本人が提出しなきゃいけない。代理人による提出は認められない。だからモブ子自身が生徒会室まで行かなきゃいけないわけだが、ここでもモブ子は抵抗した。まずは机にしがみつき、無理矢理引ひっ剝ぺがすと、今度は扉にしがみついて連れ出されまいとした。

　廊下でも踏ふん張ばって歩こうとせず……ああ、この感じ、どこかで覚えがあるなーと思ったら、動物病院に連れていかれる時の、愛犬ぱんちゃん（フレンチブル・雌めす・三歳）まんまだった。

　ほら、犬って、家から連れ出す時は散歩と思って大はしゃぎだけど、行き先が動物病院だって勘かんづくと、全力で踏ん張って歩くのを拒否するだろ？　まさにあんな感じだ。

　ともあれ、俺はモブ子を生徒会室まで力ずくで引っ張っていって、出馬届を提出させた。

　俺たち以外にもいたな。出馬届を出しに来てたのが。二人ほど。

　多いんだよ。勝てっこないってわかっていても、思い出作りのために、あるいはただ目立ちたいがために立候補する奴やつ。

　選挙を何だと思ってるんだろうな、まったく。……俺たちが言えた義理じゃないが。

　そんな奴等らをふるいにかけるために、去年は予備選挙が行われた。そして、それは今年もあるらしい。

「とりあえずの目標は、予備選の突破だな」

　生徒会室を出たところで、俺はモブ子の肩を軽く叩たたいて、言った。

　予備選を通過して本戦に残れるのは、上位四人……十分、狭き門だが、仕方がない。

　モブ子は、「うん……」と頷きはしたものの、その横顔には、『憂ゆう』『鬱うつ』の二文字が、はっきりくっきりと浮かび上がっていた。

　まだ、覚悟が決まっていないらしい。

「とりあえず、がんばれるだけがんばってみようぜ。俺はおまえのがんばる姿が見たいんだよ」

「がんばる……」

　モブ子は伏せ気味になっていた顔を上げて、

「がんばる……」

　と、繰くり返した。そして、

「そうだよね。私は、がんばるために、ここに残ったんだもんね」

　両手で、自分の頰ほおをバシバシと叩いた。
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　ほんのりと赤くなった頰ほおには──横顔からは、もう、『憂ゆう』の字も『鬱うつ』の字も綺き麗れいさっぱり消え去っていた。

「春はる馬まくん。私、がんばるよ」

　モブ子この目は、まっすぐ前を見ていた。

「ああ。がんばれよ。俺も、応援するからさ」

　どうやらスイッチが入ったみたいだな。

　こいつは、普段はおとなしいけど、やる時はやる奴やつなんだよ。

　そんな奴だから、俺は応援したいって思ったんだ。

　モブ子は、自分の頰を叩たたいた手を、胸の前で拳こぶしの形にしていた。

　その隣となりで、俺も同じように拳を固めたのだった。




　翌日の放課後──部室で、俺はモブ子が生徒会長選に立候補したことを、インコ部の面々に伝えた。

　結局、昨日は、秋あき兎とも桜さくら子こ先せん輩ぱいも部室には来なかったんだよな。

　以下、モブ子の立候補を知った各部員の反応──。

「すごいね……森もり崎さきさんは。委員長が立候補するのは知ってたけど、森崎さんまで立候補するなんて、意外……って言ったら、失礼になっちゃうのかな。ああ、うん、もちろん、駄目とか無駄とか、そんなふうには思わないよ。森もり崎さきさんは学園生活を充実させるためにインコ部だって作ったんだもんね。森崎さんが生徒会長になったら、明みよう神じん学園は、より良い学園になるだろうね。お世辞じゃなくて本当にそう思うよ。応援？　もちろん、させてもらうよ！」

　秋あき兎とは驚おどろきつつも、モブ子この無む謀ぼうな立候補をあざ笑うことなく、協力を約束してくれた。

「ゆんちゃん、生徒会長になるの？　すごいっ！　さすがゆんちゃん！　私たちにできないことを平然とやってのける！　そこにシビれる！　あこがれるゥ！　応援？　するする！　全力でしちゃうよ！　するなって言われてもしちゃうからねっ！」

　ちえりの反応も、似たようなものだった。違いを挙げるとするなら、合間にジョジョネタが差し込まれていたことと、小さな声で「私も、がんばらなきゃなぁ……」と付け足していたところか。しみじみとした物言いだった。

　がんばるってのは、別にちえりも立候補しよとかってことじゃないだろう。

　モブ子が秋兎に告白して玉砕した後、モブ子の秋兎への想おもいを知ったちえりは、モブ子に宣戦布告をしていた。

　恋のライバルとして、モブ子はちえりに認められたってわけだ。

　俺に言わせれば、ちえりが圧倒的に有利すぎて、ライバルでもなんでもないんだけどな。

「生徒会長かぁ……私には、想像のつかない世界だなぁ」

　桜さくら子こ先せん輩ぱいは、遠い目をして言った。

「うん、私には、やっぱり無理」

　自分が生徒会長になったら──を想像して、どうやらその想像の結末はバッドエンドだったらしい。

　たおやかで可か憐れんな桜子先輩は、肩を竦すくめて苦笑していても、やっぱりたおやかで可憐だった。

　桜子先輩は、こうも言っていた。

「でも、森崎さんなら、みんなの気持ちがわかる、優しい生徒会長さんになってくれそう。私に何ができるかわからないけど、お手伝いは喜んでさせてもらうね」

　秋兎、ちえりに続いて、桜子先輩も協力を申し出てくれた。

　天あも羽うほど目立ってはいないものの、桜子先輩だって学年を問わず男子の人気を集めている。そんな桜子先輩が味方についてくれたのは、大きい。具体的には俺のモチベーションがはね上がる。

「何言ってるんですか！　桜子先輩なら、モブ子なんかより、よっぽど良い会長になれますよ！」

　と、喜びのあまり俺がうっかりそんな台詞せりふを吐いて、モブ子を「あう……」とうなだれさせる場面があったりもしたが、それはさておき。

　この時、インコ部の部室には、俺とモブ子の他に四人いた。

　秋あき兎ととちえりと桜さくら子こ先せん輩ぱいと、鶴つる木ぎ美み汐しお。顧こ問もんのマリちゃんこと、茉ま莉り香か・ナイチンゲール教きよう諭ゆはいない。まあ、あの人は滅多に顔を出さないからな。

　というわけで、最後に、鶴木美汐の反応。

「そうか。森もり崎さきも立候補するのか。ならば私のライバルだな。正々堂々、戦おうじゃないか。ふふっ、容赦はしないぞ」

　予想どおりの反応に、俺は胸を撫なで下ろした。モブ子こは、「容赦はしないぞ」に震え上がってたけどな。

　怒られないでよかったよ、ホント。「生なま半はん可かな気持ちで立候補されては困る！　迷惑だ！」なんて言われちまったら、ぐうの音ねも出ないもんな。

「美汐ちゃんの応援だって、もちろんしちゃうよっ！」

　当然の流れとして、ちえりが鶴木の応援をすると言い出し、

「僕も」

「私も」

　秋兎と桜子先輩が、それに続いた。

　そりゃあまあ、そうだよな。

　インコ部から二名の立候補者が出て、その片方だけを応援するなんて、ないもんな。

「感かん謝しやするぞ。おまえたちが応援してくれるなら、百人……いや、千人力だ」

　鶴木は、そう言って、男気溢あふれる……って表現を女子に用いるのは適切じゃないか。でも、まさにそんな感じの気持ちのいい笑みを見せてくれたのだった。




「そういえば、天あも羽うさんも立候補したんだね」

　秋兎が右手でベニを、左手でルリを撫でくりながら言った。

　二羽のインコは犬のようにひっくり返って腹を出し、半開きの嘴くちばしからだらりと舌を垂たらして秋兎の愛あい撫ぶを受け入れている。

　今でこそ見慣れた光景だが、見慣れた今でも、そのインコにあるまじき姿は正直キモい。

「ああ」

　と、秋兎に返事をしたのは、鶴木だ。

「天羽さんとは、まだ？」

　秋兎に問われた鶴木は、小さく肩を竦すくめて答えた。

「相変わらずだ」

　ん？

「鶴木は、天羽と知り合いなのか？」

「そっか、春はるは知らないんだっけ」

　俺の問いに答えたのは、鶴木じゃなく秋兎だった。

「委員長と天あも羽うさんは、幼おさな馴な染じみなんだよ」

「そいつは、初耳だ」

　鶴つる木ぎと天羽詩しい歌かが幼馴染み。それ自体はとりたてて驚おどろくようなことじゃない。へえ、そうなんだ、としか思わない。

　ただ、先の秋あき兎とと鶴木のやりとりからするに、鶴木と天羽の関係は、どうやら良好というわけではなさそうで……それは気になった。

「家が近所でな。よく一緒に遊んだよ。……親友だった」

　鶴木が言った。

「過去形か」

「過去形だな」

　鶴木の口元に、自じ嘲ちようめいた笑みが滲にじんだ。

「私は今でも親友だと思っているが……片かた想おもいだな。こう見えて私は片想いの多い女なのだ。……どうだ、渡わた会らい。おまえなら私の片想いを確実に一つ解消できるのだが」

　鶴木はメガネを指で押し上げつつ秋兎に流し目を送り、

「か、買い被かぶりだよ」

　秋兎をたじろがせた。

　俺は振り返って、マスク装着で隅すみに退たい避ひ中のモブ子こに、「あのアピール力を見習えよ！」と目で訴えた。

　モブ子はふるふると首を横に振って応こたえた。「私には、無理だよ～」そんな心の声が、はっきりと聞こえた。

　まあ、無理だよな。俺にだって無理だ。

　鶴木みたいに、自分の好意をなんのてらいもなく相手に伝えるなんて、絶対にできない。

　俺もこの間、ちえりに告白してフラれたわけだが、覚悟を決めるのには相当のエネルギーが要ったし、覚悟を決めていても、それでもやっぱりフラれた時のダメージは致死レベルだった。

　モブ子や俺が死に物狂いになってようやく達成できた行為を、いとも簡単にやってのけてしまえる鶴木が、鶴木美み汐しおという人間が、俺にはまったく理解できない。

　だから、ってことなのかな。

　理解できないからこそ、俺は、モブ子が挑む最初の相手として、鶴木を選んだのかもしれない。

　鶴木を理解することで、鶴木美汐という、俺やモブ子とは決定的に違うタイプの人間を理解することで、何かが変わるかもしれないと、何かを変えることができるかもしれないと期待して、俺はモブ子を鶴木と競きそわせようとしているのかもしれない。

　俺は鶴木を見た。

　鶴木の切れ長の目は、秋兎ではなく窓の向こうの──橙だいだいを帯び始めた空を見ていた。

　親友だったという天あも羽う詩しい歌かのことを考えているのだろうか。

　ふたりの間に一体何があったのか、気にはなるが──。

「ねぇねぇ、選挙の応援に、コスプレってダメなのかな？」

　突然、ちえりがそんなことを言い出した。

　鶴つる木ぎのために話題を変えたのか、それともただの天然なのかは、ちえりの場合、判断が難むずかしいところだ。

「コスプレ？」

　問い返した俺に、ちえりがその小さくて可愛かわいい顔を向けた。目が合った。

　ちえりはにっこりと笑って、頷うなずいた。

「うん、コスプレ」

　ちえりは、モブ子こに対してと同じように、フった俺に対しても、それまでと変わらない態度で接してくれていた。

　登校だって相変わらず一緒にしている。もちろん秋あき兎とを含めて三人でではあるけれど。

　まるで、俺が告白したなんて事実はなかったかのように、すべてが今までどおりだった。

　それは、ありがたくもあり悲しくもあった。

　俺の必死の告白は、結局、何も変えられなかったってことだからな。

　ちえりが気まずさで俺を避さけるようになったほうがよかったとかってことでもないから、難しいところではあるんだけどな。

「『戦いくさ乙女おとめ熱ねつ唱しよう　キュアライブ！』のコスプレで、ゆんちゃんと委員長を応援しようかなーって。……ダメかな？」

「コスプレか」

　鶴木が視線を窓からちえりに移して、答えた。

「事前に申しん請せいしておけば、問題ないはずだ」

　そういえば、去年も制服以外の格好で選挙活動してる奴やつ、多かったな。

　現役アイドル様はアイドル丸出しって感じの衣装で演説してたし、吹奏楽部の部長に至っては、どういう経けい緯いで入手したのか、宇宙服着てたしな。

　ちなみに、『戦乙女熱唱　キュアライブ！』は、冬アニメで一番人気──アニオタ風に言うなら、覇は権けんを獲とった作品だ。

　あらすじとしては、廃校寸前の高校の女子生徒たちが、学校を救うためにアイドル活動をしつつ、魔ま法ほう少女に変身して異世界からの侵略者と戦っちゃったりもするっていう、「いくらなんでも詰め込みすぎだろ！」とつっこまずにはいられない内容になっている。

　でも、これが面白いんだよ。

　この間、ワクワク動画の一挙放送で観みたんだけどさ、けっこう色々と突き抜けててさ。

　突き抜けてる部分を挙げるとキリがないんだけど、容赦なくキャラを殺したのは驚おどろいたな。

　いや、このテのキャラ萌もえモノで主要な女の子キャラを殺すのって、制作側としては相当リスクが高いと思うんだけど、このアニメ、そういう、リスクのある行為に躊躇ためらいがないっていうか、普通ならブレーキ踏ふむ場面でアクセル踏み込んじゃうんだよな。

　それでもちゃんと面白くて人気もあるってんだから、すごい。

　主人公をラスボスの許もとに向かわせるために、仲間たちが敵の幹部クラスと次々に相討ちになっていった終しゆう盤ばんは、マジで泣かされた。

　そして、クライマックス。散っていった仲間たちの想おもいを背負って歌い踊る主人公の姿がまた、カッコイイんだ……っと、脱線しすぎたか。

「コスプレか。アリだな」

　なんたって、ちえりはファンサイトまで存在するカリスマコスプレイヤー様だからな。

　ちえりのコスプレなら……ましてやそれが『キュアライブ！』のコスプレだってんなら、注目されないわけがない。

『キュアライブ！』のコスってことは、学生服かアイドル服か戦せん闘とう服ふくのどれかってことになるんだろうが……短いんだよ。どれも。スカートが。だから、『キュアライブ！』を知らない非オタ系も含めて、男子生徒の視線は確実に釘くぎ付づけにできる。

「美み汐しおちゃんと先せん輩ぱいと、ゆんちゃんの分も、用意してくるねっ」

　ビシッ！　と虚こ空くうに向けてＶサインを決めたちえりの斜はす向むかいで、桜さくら子こ先輩が「えっ」と声をあげた。

「わ、私もするの？　コスプレ……」

「はいっ！」

　元気な返事とともに、ちえりはＶサインを桜子先輩に向けた。

「先輩、コスプレの経験はありますかっ!?」

「う、ううん」

　ちえりの問いに、桜子先輩は首を横に振り、

「初めて……」

　と、白い頰ほおを赤らめて答えた。

　ん？

　んん？

　桜子先輩、嫌いやじゃないのか？　コスプレ。

「私なんかに、できるのかな……」

「できますよ！　先輩なら、サクヤのイメージにぴったりです！」

「サクヤ……ちゃん？　カッコイイ名前だね」

　俺は、桜子先輩に訊たずねた。

「先輩、『キュアライブ！』は観みたことありますか？」

「ううん」

　桜さくら子こ先せん輩ぱいは首を横に振った。

「名前だけは聞いたことがあるけれど……人気のあるアニメなんだよね？」

「ええ……まぁ」

　つまり、先輩は、どんな格好をさせられるか……どんな短いスカートを穿はかされるのか、わかっていないわけだ。

　ちなみに、サクヤってのはおっとり巨乳系のキャラで、たしかに桜子先輩なら似合うだろうな。

「美み汐しおちゃんは、どう？」

「コスプレか。楽しそうだな。やらせてもらおう」

　鶴つる木ぎは、躊躇ためらいさえしなかった。

　筋の曲がったこと以外なら、どんなものでもどんなことでも受け入れちまうんだよな、鶴木は。

　鶴木の懐ふところの深さに感心しつつ、俺はモブ子こを見た。

　モブ子は震えていた。ガタガタと、ここがまるで極ごつ寒かんの地であるかのように。

　そりゃあ、そうだよな。モブ子は、『キュアライブ！』知ってるもんな。

　一緒に観みたんだよ。一挙放送。俺ん家ちで。ふたりっきりってわけじゃないぞ。小こ春はるもいた。

「ゆんちゃんは、マキナねっ！」

　モブ子には拒否権すら与えられないのだった。

（モブ子は、マキナか……）

　マキナは『キュアライブ！』の主人公で、見た目も性格も、戦いくさ乙女おとめたちの中で一番普通っぽいという設定になっている。そういう意味では、モブ子に合っていると言えなくもない。

　想像してみる。

　ちえり、鶴木、桜子先輩、そして、モブ子が『キュアライブ！』のコスプレをした様を。

　ちえりが一番想像しやすい。見慣れてるからな。ちえりなら、ロリキャラのミヤか、マキナの一番の親友で実質の準主人公、ナルセが似合うだろう。目に浮かぶよ。可愛かわいい。可愛くない要素がどこにもない。

　鶴木はどうかな。……鶴木なら、知将タイプのキリカのコスが似合いそうだな。メガネって共通項もあるしな。スレンダーながらも出るところはしっかり出ている見事なモデル体型の鶴木は、基本、どんな格好をしても様になる。コスプレだって然しかりだ。さすがにロリ系のキャラは厳きびしいかもだが、キリカはサクヤと同じくお姉さん系のキャラだから、問題はない。……しいて問題点を挙げるとするなら、鶴木のほうがキリカよりも『強そう』なところか。

　次に、桜子先輩のサクヤコスを思い浮かべる。……エロっ！　ヤバイ！　これは、いくらなんでもエロすぎる！　ただで公開するなんて勿もつ体たいない！　金を取って然るべきだ！　いや、金で買えるようなものじゃない！　プライスレスだよ！　金になんて代えられない、人類の至宝だよ！

　……いかん、興奮しすぎた。

　クールダウンにモブ子このマキナコスにも想像を至らせてみるか。

（うーん……）

　似合いはするだろうな。普通に。ちえりや鶴つる木ぎや桜さくら子こ先せん輩ぱいと比べると見劣りするってだけで、モブ子はそこそこ可愛かわいいからな。だから、普通に似合うとは思うんだが、普通すぎてコメントしづらいんだよな……。

　そして、なんだろう。このモヤッと感は。

　モブ子が短いスカートを穿はいて衆目を浴びる様を想像すると、なんとも言えない気持ちがこみ上げてくるんだが……。

　もしかして、嫌いやなのか？　俺は。モブ子の生足を男共に見られるのが。

　ちえりは平気なのに？

　まぁ、ちえりの場合は今更だから、比べたってしょうがないんだろうが……この、俺の中でのモブ子とちえりの差は、何なんだろうな。

「それじゃあ、私、生徒会室に行って、コスプレの許可取ってくるねっ！」

　ちえりは勢いよく立ち上がると、笑顔で手を振り、部室を出ていった。

　普段はどんくさいのに、趣味が絡むと抜群の行動力を発揮するちえりさんである。

「私も失礼しよう」

「委員長」

　ちえりに続いて部室を出ていこうとした鶴木を、秋あき兎とが呼び止めた。

　秋兎は、そして、

「大丈夫？」

　と問い、鶴木は、

「大丈夫だ」

　と答えた。

　秋兎が何を心配しているのか、俺にはわからないが、鶴木の「大丈夫」が多分に強がりを含んでいることは、わかった。

　明らかに大丈夫じゃない、弱気な顔だった。

「無理は、しないでね」

　鶴木は、今度は言葉を返すことなく、出ていった。

（無理はしないでね、か……）

　コスプレのこと……じゃないよな。

　天あも羽う詩しい歌かが関係してるんだろうってことは想像に難かたくないが……他人のプライベートに土足で踏ふみ込むような真似まねはなぁ。

　モブ子この恋路には踏み込みまくってるけどな。

　そのモブ子はといえば、廊下のほうに身体からだを向け、犬いぬ搔かきの如ごとく、両手でじたばたと虚こ空くうを搔いていた。

　わかる。わかるぞ。

　ちえりを止めたかったのに、腰が抜けて立ち上がれなかったんだよな。

（諦あきらめろ、モブ子）

　趣味絡みで突っ走りだしたちえりは、誰にも止められない。




　ところが。

　結果から言ってしまうと、モブ子はコスプレせずにすんだ。

　ちえりのコスプレ大作戦は、意外な形で頓とん挫ざを余よ儀ぎなくされたのだった。
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　翌日──。

　いつものように一緒に登校した、俺、秋あき兎と、ちえりの三人は、新校舎二階の下げ駄た箱ばこへと至る昇降階段の前で人だかりに行き合った。

　会長選に立候補した某なにがしかが、なんらかの選挙活動を行っているのだということは想像に難かたくなく、実際にそのとおりだったわけだが、問題はその人物──さらに言えば、その人物の格好にあった。

「響ひびけ、私たちの夢！」

　マイクを通して増幅されたその声に、台詞せりふに、真っ先に反応したのはちえりだった。

「ええっ!?」

　と驚おどろきの声をあげて、ちえりは目の前の人だかりへと飛び込んでいった。

「ちぃ？」

　ちえりの行動の意味がわからず首を捻ひねった秋兎に、俺は言った。

「『キュアライブ！』だ！」

「えっ？」

「『キュアライブ！』の主人公の決め台詞なんだよ！　今のは！」

　秋兎に声をぶつけながら、俺も人だかりへの突とつ撃げきを敢かん行こうしていた。

「悪ぃ、通してくれ！」

　隙すき間まといえないような隙間に無理矢理身体からだを滑すべり込ませ、「ちょっと！」「押すんじゃねぇよ！」と非ひ難なんの声を浴びながらも、俺は最前列へと躍おどり出た。

「春はるくん」

　ちえりは先着していた。

　ロリボディ──もとい、小さな身体を生かし、普段のドジっぷりからは想像もつかないような器用さをも火事場の馬ば鹿か力ぢから的に発揮して、抜けてきたのだろう。

　ちえりが呆ぼう然ぜんと指差した先に、マキナがいた。

　正しくは、『キュアライブ！』の主人公、マキナのコスプレをした、天あも羽う詩しい歌かがいた。

　アニメのマキナの髪型はポニーテールだが、天羽の髪型は、ポニーはポニーでも頭の後ろではなく側面で束たばねた所謂いわゆるサイドポニーで、アニメのマキナを完全再現するつもりは、どうやらないようだった。ただ、ピンクと白を基調とした戦せん闘とう服ふくは紛まぎれもなくマキナのもので、髪型が違っていても、天羽のマキナは──あるいは、マキナのコスプレをした天羽は、圧倒的に可愛かわいかった。

　普通っぽさをキャラクター性としているマキナよりも、よっぽど華がある。

「春く～ん」

　ちえりが今にも泣き出しそうな声で、俺の制服の袖そでを引っ張ってきた。

「『キュアライブ！』のコスプレ、やられちゃったよ～」

「あ、ああ。そうだな」

「やだやだやだ～」

　バタバタと地じ団だん駄だを踏ふむちえりは、玩具おもちやを買ってもらえずに駄々をこねる幼児そのものって感じで可愛かわいかったが、俺の視線はすぐにまた天あも羽うに向いていた。

　目を離すことを許さないような、そんなカリスマ的な可愛さが、天羽詩しい歌かにはあった。

（あんなのと戦うのか、鶴つる木ぎは……）

　容姿で選挙の勝ち負けが決まるわけじゃないが、容姿もまた強力な武器になることは間違いない。生徒会長の権力が強いとはいえ所しよ詮せんは高校生の選挙だからな。投票する側の意識は低い。自分に与えられた一票を誰に投じるか──真剣に選考している奴やつが、一体どれだけいるか。

　実際、天羽はただコスプレを披ひ露ろうするだけじゃなく、公約──自分が生徒会長になったら学園と生徒のために何を為なすのか──を語っているが、まともに耳を傾かたむけている奴なんていない。

　コスプレ姿のインパクトが強すぎて、彼女の言葉は届いていない。

　天羽本人も、自分の言葉を誰も聞いていないことはわかっているはずだ。ただ、それを不満や不快に感じている素振りは微み塵じんも見せない。

（計算ずくってことか……）

　天羽は、どうやら恵まれた容姿を最大の武器にする腹積もりらしい。中身よりも外見ってわけだ。

「なるほど。あれが『キュアライブ！』か」

　いつからそこにいたのか、鶴木が隣となりから声をかけてきた。

　間にちえりがいるから、厳げん密みつには隣ではないのだけれど。

「鶴木……」

「なかなか大胆な衣装だな。気に入ったぞ。だが、先を越されてしまったのでは着れないな。残念だ」

「……だな」

　アピールの手段としてコスプレを用いる立候補者が珍しくないとはいえ、同じ格好では二に番ばん煎せんじになってしまう。

　それに、コスプレ作戦には大きな弱点があることを、天羽が教えてくれた。

　ちえりに鶴木に、桜さくら子こ先せん輩ぱい、おまけにモブ子こがコスプレでアピールすれば、注目を集めることは間違いない。ただ、言葉は届かなくなる。自分が生徒会長になったら何を為すのかという、肝心の『中身』が伝わらなくなってしまう。

　元々、中身のないモブ子はともかく、鶴木にとってはマイナスだろう。

　ちえりが、「『キュアライブ！』がダメなら、他のコスプレをするまでだよっ！」と言い出さないのも、俺と同じように思ったからかもしれない。これから言い出す可能性もあるが。

　そのちえりは、俺の服の袖そでからは手を離し、鶴木の腕に自分の両腕を絡めて天羽を涙目で睨にらみつけている。

「椎しい名な、南みな代しろ。彼女の……天あも羽う詩しい歌かの公約を聞いて、どう思った？」

　鶴つる木ぎが、視線は天羽に向けたまま、そう訊たずねてきた。

「どう、って……」

　正直、俺もコスプレにばかり目が行って、天羽が何を言っているのかはまともに聞いていなかった。

「部費の増額、学食をおしゃれなカフェテリアに作り替える、文化祭に大物アーティストを誘致する……だよね、天羽さんの公約は」

　ちえりが言った。

　地じ団だん駄だを踏ふみ、涙目になるほどに『キュアライブ！』のコスプレを先んじられたことを悔しがりながらも、しっかりと聞いていたらしい。そして、言われてみれば、たしかにそんなようなことを言っていたような気がする。

「耳みみ触ざわりのいいことを言ってるなーって思ったよ」

　辛しん辣らつにも聞こえる物言いだった。

「ちえり、頭から角つのが生えてるぞ」

「そりゃあ、生えるよっ！」

　先んじられた悔しさが怒りに変わってきたらしい。

「南代は、どうだ？」

「ん？　ああ、そうだな……なんつーか、軽い感じはするな。学園をどうこうしたいってよりも、ただ選挙に勝ちたいために、みんなが喜びそうなことを言ってるような……」

　ちえりが言った「耳触りのいいことを言っている」と同じ意味の言葉を、俺は鶴木に返した。

「やはり、そうか……」

『──以上、二年Ａ組、天羽詩歌でしたーっ！　それではみなさん、今日も一日、楽しいスクールライフをお過ごしくださーい！』

　演説を終えた天羽がアイドルよろしく手を振ると、ギャラリーから歓かん声せいと拍手が湧わき起こった。一部──主に女生徒からブーイングじみた声も聞こえてきたけれど、コスプレを利用したアピールは概おおむね成功していると言えるだろう。

　そして、天羽は、歓声と拍手に応こたえるように手を振り笑顔を振りまきながら、俺たちのほうへとやってきた……って、え？

　太ももまで露あらわになっている天羽の真っ白でしなやかな、かつ艶なまめかしい脚が、俺たちの──というより鶴木の目の前で、歩みを止めた。

　天羽は、顔に装着していたヘッドセット型のマイクを外すと、まるで寄りかかるように鶴木の耳元へと顔を寄せ、言った。

「絶対に、あなたを勝たせない」

　その可愛かわいすぎる顔には、ギャラリーに披ひ露ろうしていたのと同じ満面の笑みが浮かんではいたが、声は冷え切っていた。

　抑揚を完全に殺したその声は、それ故ゆえに明確な敵意を感じさせた。

　鶴つる木ぎは何も言わない。

　天あも羽うも二の句を継つぐことはなく、去っていった。

「美み汐しおちゃん……」

　ちえりが怯おびえた子犬のような表情になって鶴木の腕を抱きしめた。

「心配ない。大丈夫だ」

　鶴木は自由なほうの手でちえりの頭を撫なでつつ、繰くり返した。

「大丈夫だ」

　それはまるで、自分に言い聞かせているようだった。




「絶対に、あなたを勝たせない」

　天羽は、そう言っていた。

　気になる言い回しだった。

　生徒会長になって成し遂とげたい何かがあって、彼女が立候補しているのであれば、「絶対に、私が勝つ」とか「私は負けない」といった言い回しになるのが普通じゃないだろうか。

「あなたを勝たせない」

　という台詞せりふは、まるで、自分が生徒会長になるためではなく、鶴木が生徒会長になるのを阻止するために立候補しているようにも聞こえてしまう。

　俺が穿うがった受け取り方をしているだけかもしれないが、彼女が掲げていた公約が、ちえりの言葉を借りるなら「耳みみ触ざわりのいいことを言っているだけ」なのも、それを裏付けているように感じてしまうのだ。

　というような話を、昼休みの教室で、俺はモブ子ことしていた。

　昼休みは、モブ子はちえりと弁当、俺は秋あき兎とと学食──というのがいつものパターンだが、ちえりは「やけ食いしてくる！　止めないでっ！」と言って一人で学食に行ってしまったし、秋兎は秋兎で、授業が終わるや否いなや慌ただしく教室を出ていったっきり戻っていなかった。

　ちえりはともかくとして、秋兎が不意に姿を消すのは珍しいことじゃない。色々と、本当に色々とある奴やつだからな。

　ちえりは一体どれだけ食うつもりやら。あいつ、身体からだは小さいくせに胃袋は底なしだからな。小学生の頃に市の大食い大会で優勝したこともあるんだぜ？　それも二年連続で。大会自体がなくなっちまったから二連れん覇ぱで記録がストップしてるが、もし大会が続いていたら、一体何連覇していたことか……。

「もし、春はる馬まくんの言うとおり、天羽さんが委員長を生徒会長にしないために立候補したんだとしたら……その理由は何なんだろうね」

　モブ子こが、俺の説に対する当然の疑問を口にした。

「わからん。……が、鶴つる木ぎが天あも羽うから向けられている敵意は、相当に強いな」

「昔は仲が良かったんだよね？　委員長と天羽さん」

「らしいな」

「何があってこじれちゃったんだろうね。ふたりの仲……」

　首を捻ひねりつつ、モブ子は玉子焼きを口に運んだ。

　絶賛、お弁当中のモブ子さんである。

　モブ子の弁当箱は、体重を気にしちゃうお年頃の女子らしい、こぢんまりとしたサイズで……ちえりとは大違いだ。ちえりの弁当箱はモブ子のそれと比べると、１・３倍ほどの大きさで、なおかつ三段重ねだからな……。

「弁当って、自分で作ってるのか？」

　モブ子は頷うなずいた。

「ほとんどが、昨夜ゆうべの残りだけどね」

「夕飯も、自分で作ってるんだよな？」

「お父さんが作ってくれることもあるけど、だいたいは、うん、私」

　モブ子の両親は、彼女が小学生の頃に離婚している。以来、モブ子は父親と二人暮らしで──だから、家事の大半はモブ子がやっているというわけだ。

「春はる馬まくん、お昼はどうするの？」

「ん？　ああ、どうするかな……」

　昼は秋あき兎とと学食で食うつもりだったから弁当は持ってきていない。が、今頃学食では、ちえりが鬼き気き迫せまる表情で飯を搔かき込み、あるいは麵めんを啜すすり上げているはずで、その姿を見るのはなんというか、忍びなかった。

「よかったら、私のお弁当、少し食べる？」

　そう言って、モブ子は弁当箱を差し出してきた。

「そんな少ない量の弁当を分けたら、おまえが足りなくなっちまうだろ」

「ダイエットに協力すると思って、ね？」

「ダイエットしてたのか？」

「そりゃあ、恋する乙女おとめですから」

「そうか……なら、ありがたく」

　ダイエットする必要があるようには見えないが、遠えん慮りよしなくていいというのであれば、甘えさせていただくとしよう。

　俺は、改めてモブ子の弁当を見た。

　鶏とり肉にくと根菜の煮物に、きんぴらごぼう。インゲンの白和しらあえに茹ゆでたブロッコリーと人参、それに玉子焼きという、野菜メインの構成だ。

　唯一の肉っ気である鶏とり肉にくをつまみ、口に放り込んだ。

「美味おいしい？」

「ああ、美味うまいよ。普通に」

　不味まずいってことはまったくなくて、さりとて格別美味いってわけでもないあたりが、モブ子こらしい。

　しかし、なんだな。女の子の手作りの弁当を食べさせてもらってるってのに、感動がないのはなんでなんだろうな……。

「なあ、モブ子」

「ん？」

「あれやってくれよ」

「あれ？」

「はい、あーんってやつ」

「えっ？」

「嫌いやか？」

「嫌じゃないけど……えっと、どれ食べたい？」

「玉子焼きを」

「じゃあ、屈かがんで？」

　言われるがまま俺が身を屈めると、モブ子は一切れの玉子焼きを、食べやすいように箸はしで半分に切って、俺の顔の前に差し出してきた。

「はい、あーん」

「あーん……って、ホントにやるなよ！」

　俺のツッコミに、モブ子は玉子焼きを差し出した格好のまま、首を傾かしげた。

「完全にカップルの行為だぞ、これ！　おまえが好きなのは俺じゃなくて秋あき兎とだろうが！」

「えっ？　あっ、そ、そうだよね……」

「ガードが緩ゆるすぎる！」

「ご、ごめんなさい……」

　モブ子はしょぼんと頭こうべを垂たれつつ、玉子焼きを自分の口へと運んだ。

「まったく……」

　こいつは、なんつーか、俺に気を許しすぎなんだよな。

　一ヶ月ちょっと前までは、挨あい拶さつを交かわす程度のただのクラスメイトでしかなかったってのに。

　不思議な関係だよな。

　俺はモブ子の恋を応援していて、モブ子は俺の恋を応援している。

　恋心っていう、本来なら秘めておくはずの感情を、お互いに見せ合っている。

　だからなんだろうな。

　お互いに、ある意味で裸よりも恥ずかしいものを見せ合ってるから、モブ子こは俺に対して、俺はモブ子に対して、もう何も怖くない的な感じになっちまってるんだよな。

（いや……）

　怖くないってことは、ないか。

　モブ子が、離れ離れになっていた母親と暮らすために転校すると言い出した時、俺は、自分の心の一部、あるいは大部分を抉えぐり取られたかのような、痛みを伴う喪失感を覚えた。

　それはつまり、俺がモブ子を大切な存在として捉とらえているということだった。

　いつの間にか、モブ子が俺にとって、失いたくない大切な相手になっていたということだった。

　俺の、モブ子に対するこの感情は、恋じゃない。

　ちえりへの想おもいとは、決定的に違う。

　この感情の正体を、俺は、まだ見み極きわめられていない。

　それでも、モブ子が俺にとって大切な女の子であることは間違いなく。

　そして、今はそれで十分なんだと、俺は思っている。

　俺の目の前に、あるいは傍かたわらに、モブ子がいて。

　モブ子の目の前に、あるいは傍らに、俺がいて。

　互いの恋を、応援している。

　きっと、この時間は、

　遠い将来、自分の青春時代を振り返った時に、特別に輝いて見える時間になっているんじゃないかと、俺は思う。

　大おお袈げ裟さかもしれないけれど、そんなふうに俺は思っている。

「そういえば」

　さっきモブ子が箸はしで切った玉子焼きの、もう半分に指を伸ばしつつ、俺は話を変えた。

「昨日出した宿題、やってきたか？」

「えっ、あっ、うん」

　モブ子は顔を上げて頷うなずき、目を泳がせた。

「い、一応……」

　自信はないらしい。

「今、言う？」

「いや、放課後、部室で発表してもらう」

「ううっ、緊きん張ちようするなぁ」

　身震いするように肩を竦すくめたモブ子を見下ろしながら、俺は玉子焼きを口にした。

　煮物は普通に美味うまいって感じだったが、玉子焼きは、ちょうど俺好みの甘さで非常に美味かった。




　昨日、俺はモブ子こに一つ宿題を出していた。

　考えてこいと言ったのだ。

　自分が生徒会長になったら、学園のため生徒のために、一体何をするのか。つまりは公約だ。

　選挙活動を行うには、どうしたって必要なものだからな。

　俺も一緒に考えるのが筋なんだろうが、まずは立候補者本人であるモブ子に考えてもらおうと、そう思ったわけだ。

　この日の放課後、インコ部には、部員全員だけでなく、滅多に顔を出さない顧こ問もんのマリちゃんの姿もあった。

　顧問も含めてインコ部のメンバーが全員揃そろうのは、珍しい。

「わ、私が生徒会長になったら……きっちゅん！」

　いつもは、部室の後ろの隅すみで、マスクを装着して鎮ちん座ざしているモブ子だが、今は、前っ側の中央──教卓の前に立っていた。顔を隠して公約発表もなかろうということで、マスクは装着していない。

　ルリとベニは後ろのほうに退どいてもらっているが、それでもマスクなしだと、どうしてもくしゃんでしまうらしい。

「私が生徒会長になったら、ま、毎朝、正門のところで、登校してきた生徒みんなに、お、大きな声で、挨あい拶さつを、し、したいと、思いま……きっちゅん！　す。挨拶運動です。そ、それと、花か壇だんにお花を増やしたいです。……きっちゅん！　い、以上です」

「小学生か！」

　俺のツッコミに、モブ子は深く下げていた顔を上げて、「だ、だめ……？」、弱々しい表情になった。

「いくらなんでもガキっぽすぎるだろ……」

「やっぱり、そう思う……？」

　自覚はあったらしい。

「それに、毎朝校門に立って挨拶って、相当しんどいだろ……」

「そうだよね……大変だよね……」

　毎朝モブ子に挨拶してもらえることに、思わず一票を投じてしまうほどの魅み力りよくを覚える生徒がどれだけいるのかって問題もある。

　それこそ天あも羽うだったら喜ぶ生徒も多いのかもしれないが……。

「花が増えて喜ぶ生徒も、いないとは言わんが、少ないだろ……」

「そうなのかなぁ……やっぱり」

　モブ子はしゅんとうなだれ、その拍子に鼻水が垂たれてきたのか、ずずーっと洟はなを啜すすり上げた。

「おい、ウサ子こ……」

　ハスキーボイスが秋あき兎とを呼んだ。

　インコ部の顧こ問もんにして、二─Ｃの担任。偉大なナースと同じ姓を持ちながら癒いやしとは無む縁えんの元ヤンキー。現在でも電話一本で総勢三百人の厳いかつい男たちを召喚可能な金髪グラマラス美女──マリちゃん先生こと、茉ま莉り香か・ナイチンゲール教きよう諭ゆである。

　最前列の机の上にどっかりと腰を下ろし、タバコをくゆらせていたマリちゃんは、形のいい唇からタバコを離して秋兎に問いを投げた。

「さっきから気になってるんだが、森もり崎さきの、あの、『きっちゅん！』ってのは、なんだ？」

「えーっと……」

　秋兎はポリポリと頰ほおを搔かきつつ答えた。

「あれは、くしゃみです……」

「くしゃみ？」

　マリちゃんは眇すがめた目をモブ子こに向けた。

「面白いくしゃみすんだな、おまえ」

　そうか、マリちゃんはモブ子のくしゃみを聞くのは初めてなのか。

　変なくしゃみだよな。

　初めて聞いた時は、全員「えっ？」ってなったもんな。

　今じゃすっかり聞き慣れちまって、違和感もなくなったけど。

「ご、ごめんなさい……」

「謝あやまんなよ。つまんねぇ奴やつだと思っていたが、最近面白いな、おまえ」

　喫煙者とは思えない白い歯を覗のぞかせて、マリちゃんは言った。

　それは紛まぎれもなく褒ほめ言葉だったが、過去形とはいえ生徒をつまんねぇ奴呼ばわりしちゃうのはどうかと思います先生。

「マリちゃんに同意だ。最近の森崎は、面白い」

　鶴つる木ぎが言った。

「面白いと言うと語ご弊へいがあるかな。輝いて見えると言い直させてもらおう」

「か、かが……？」

　鶴木の褒め言葉に、モブ子はまともに反応できずにいた。

　マリちゃん、鶴木と、『格上』の相手から立て続けに褒められて、脳がフリーズしちまったんだろうな。

　しかし、意外というかなんというか……。

　モブ子が、マリちゃんからは「面白い奴」、鶴木からは「輝いて見える」なんて言われるとは……。

　たしかに端はたから見れば、最近のモブ子は、あいつ一体どうしちまったんだって感じではあるよな。

　部を作ってみたり、人目の多い場所で告白をしてフラれてみたり、生徒会長選に立候補してみたり。

　もし、俺が今みたいにモブ子こと関わっていなかったら──俺にとってのモブ子が、ただの森もり崎さき由ゆ布う子このままだったら、モブ子の最近の行動は奇行にしか見えなかっただろう。眉まゆを顰ひそめてさえいたかもしれない。

　でも、俺はモブ子の奇行の理由を知っている。

　モブ子が、自分を変えるためにがんばっていることを知っている。

　だから、マリちゃんや鶴つる木ぎ──身近な人たちのモブ子に対する評価が上がっていることは、嬉うれしかった。

「なぁ、委員長」

　評価ついでに、鶴木に訊たずねてみることにした。

「森崎の公約、どう思った？」

「ふむ」

　鶴木はメガネを指で押し上げて、答えた。

「悪くないと思ったぞ。……森崎」

「は、はひっ」

　呼ばれて、モブ子は声を裏返させた。

　褒ほめられて脳がフリーズしてたってのもあるんだろうが、鶴木に呼ばれるのって、なんとはなしに緊きん張ちようするんだよな。

　たとえるなら、街中で制服を着た警けい察さつ官かんと目が合った時に、何もやましいことはないのに思わずドキッとしてしまうような。

　ちなみに、鶴木はモブ子に対する呼称を使い分けていて、部では「部長」と、それ以外では「森崎」と名字で呼ぶ。

　ここは部室だけど、今はライバル候補者として、あるいはクラスメイトとして話をしているから名字呼びなんだろうな。

「挨あい拶さつ運動をしようと思った理由を、教えてくれ」

「そ、それは……えっと……毎朝、ちえりちゃんに「おはよう！」って元気な声で挨拶されると、私も元気になれるっていうか、明るい気持ちになれるっていうか、今日も一日がんばろうって思えるから……だから、挨拶って大事だなって……」

「なるほど。では、花か壇だんに花を増やしたいと思ったのは、なぜだ？」

「えっと……この学園って、花壇がたくさんあるのに、使われてないのが多くて、それがずっと気になってて……勿もつ体たいないなって」

「なるほど。……だそうだ、南みな代しろ」

　鶴つる木ぎは俺を見て、言った。

「挨あい拶さつ運動によって全校生徒に活力を与えたいと望んでいる森もり崎さきは、立派に学園のことを考えているとは思わないか？」

「それは、まあ……」

「花か壇だんの件にしても、森崎は使われていない花壇がたくさんあることに気づいていた。それはつまり、彼女がしっかり学園を見ていたということだ。それもまた、生徒会長に必要な資質だと、私は思う」

「なるほど……」

「幼稚に聞こえたのだとすると、それは言葉が足りなかったからだろう。飾りすぎた言葉は真実味を失うが、意思を伝えるためにはしっかりと言葉を重ねることも必要だ。……というのが、私の感想であり、アドバイスだ」

　まさかの高評価である。

「僕も、いい公約だったと思うよ」

　秋あき兎とが言った。

「森崎さんがちえりに挨拶されると元気になれるように、僕は森崎さんに挨拶されると、ホッとするっていうか……穏おだやかな気持ちになるんだ。だから、うん、挨拶運動、僕は支持するよ」

　俺はモブ子こを見た。

　秋兎にまで褒ほめられてしまったモブ子が、どんな顔をしていたかといえば──。

　鼻水を垂たらしていた。

（おいっ！）

　鼻水が垂れていることにも気づかず立ち尽くしている──つまりは放心しているのである。

　心が、ふわーっと何処どこかへと飛んでしまっているのである。

（モブ子！　目を覚ませ、モブ子っ！）

　俺の心の叫びが届いたのか、モブ子は雷かみなりに打たれたように全身をビクッと震わせた後、後ろを向いて鼻水を処理した。具体的には、大慌てでスカートのポケットから取り出したハンカチで洟はなをかんだのである。

　片かた想おもいをしている相手の見ている前で鼻水を垂らしてしまった時点でもう十分アウトなのに、その上さらにティッシュとハンカチを間違えて洟をかんでしまったのだから、大失態以外の何物でもない。

「あうぅ……」

　モブ子は背中を向けたままがっくりとうなだれ、俺はこめかみを押さえた。

「わ、私は、お花が増えたら嬉うれしいよ」

　と言ったのは、桜さくら子こ先せん輩ぱいだ。

「言われてみれば、たしかに、使われてない花壇多いよね。森崎さん、よく見てるねー」

　さすがは桜さくら子こ先せん輩ぱい。見事なフォローです。

「ちえりはどう思った？　森もり崎さきの公約」

　先輩が出してくれた助け船に、乗らない手はなかった。

「…………」

　俺が声をかけた時、ちえりは考え込むようにうつむいていた。

「……ちえり？」

　二度目の呼びかけに、ちえりはおもむろに顔を上げ、こう言ったのだった。

「『キュアライブ！』がダメなら、『セーラーペガサス』はどうかな？」

「コスプレの話かよ！」

　ちえりの心も、どうやら別の次元をさまよっていたのだった。

　ってか、コスプレ大作戦、諦あきらめてなかったのか……。

「だってほら、『セーラーペガサス』もジャンル的には同じ魔ま法ほう少女モノだし、今年でちょうど二十周年だし、秋にはリメイク版の放送が決定してるし。あっ、リメイク版といえば、主人公のセーラーペガサスこと星ほし野のすずめちゃんの声、旧版と同じ、三みつ岩いわ美み琴ことさんがやるんだって！　知ってた？」

「知らねえよ！」

　いや、知ってたけど。

「ジャンルが同じって時点で、どうしたって二に番ばん煎せんじ感が出ちまうだろ」

「そっかあ……そうだよね」

「そもそも今は、コスプレの話をしてるんじゃない。森崎の公約の話をしてるんだ」

「えっ？　あっ、ごめんなさい……」

　モブ子こに続いて、ちえりまでしゅんとしてしまった。

「ったく……」

「そういえば、鶴つる木ぎさんの公約は？」

　桜子先輩が、またしても助け船を出してくれた。

　鶴木の公約……俺も知らないな。

「教えてくれ、鶴木」

「ああ」

　鶴木は席を立ち、教卓の前まで歩いた。そして、そこで今もまだ背中を向けたままうなだれているモブ子の肩を励はげますように軽く叩たたいて、俺たちのほうに向き直った。

「私が生徒会長になった暁あかつきには、部活動予算の配分の見直しを考えている。コンクールや大会等で結果を出している部の予算を増やし、逆に、結果を出せていない部は減額する」

「ふむ……」

　結果に応じて予算が増額されたり減額されたりってのは今だってそうだが、改めて公約にするってことは、増減額をより大きくするってことだろう。

「厳きびしくないか、それ。やる気はあるけどなかなか結果に繫つながらないってこともあるだろ？　そういう奴やつって、けっこういるんじゃないか？」

　うむ、と鶴つる木ぎは頷うなずいた。

「明確な目的意識を持ち、正しい努力を積み重ねている人間は、目的を１００％達することはできなくても、一定の結果は必ず出せるものだと、私は考えている」

「それは……」

「暴論に聞こえるかもしれないが、私は、努力を積み重ねて、それで何の結果も出せなかった人間を見たことがない。逆に、努力が実を結ぶ光景は、何度も目まの当あたりにしてきた。

　私は、努力は決して自分を裏切らないということを皆にわかってほしいし、努力が実を結び結果を出せた時に、それが他人から評価される喜びを知ってほしいのだ」

　鶴木の主張に、俺は同意できるのか。

　一理はある、と思う。

　俺はモブ子こを見た。

　そう、たとえばモブ子だ。

　秋あき兎とと両りよう想おもいになる、という目的は達せられていないにせよ、マリちゃんや鶴木のモブ子を見る目は、良いほうに変わってきている。

　これは、鶴木の主張が正しいことを裏付ける一例といえるだろう。

　当のモブ子は、さっきよりもさらに深くうなだれていた。『どよーん』という擬ぎ音おん語ごが、頭の上に浮かんで見えるようだった。

　鶴木の主張を、結果が出ないのは努力が足りないせいと受け取ったんだろう。

「でも、結果を出した部を優遇する分、結果が出てない部の予算を削るってのは、やっぱり反感を買うんじゃないか？」

「財源の問題がある。南みな代しろも知っていると思うが、明みよう神じん学園の部活動費は、部活動に所属しているいないにかかわらず、全校生徒から一律で生徒会が徴収し、予算会議を経て、分配している。予算の総額を増やすためには徴収額を増やさざるをえない。それはつまり、全校生徒……ひいてはその保ほ護ご者しやに、今以上の経済的負担を強しいるということだ」

「あー……」

　私立校に通ってるからって、家が裕福とは限らないもんな……。

　明みよう学がくはそこそこの進学校だから、経済的に余裕のある家の比率は高いほうだとは思うが、進学校だからこそ無理して通わせてる家だって少なくはないだろうしな。

「すべての部の予算を増額するという選択肢は、私にはない。それに、私は、結果を出し、それが他人から評価される喜びを知ってもらいたいのと同時に、結果を出せないことが自分の立場を苦しくするということを学んでほしいとも思っているんだ。

　社会に出れば、結果の伴わない努力は評価されにくくなる。

　子供の間は、たとえ徒競走で最下位になったとしても、懸けん命めいに走っていれば拍手がもらえる。だが、大人の世界では、最下位になった者に与えられるのは、努力を称たたえる拍手ではなくため息だ。そして、こう思われてしまうのだ。「もう、あいつに走らせるのはやめよう」とな。

　それは社会の一面にすぎないが、そういった一面があることは事実だ。学生のうちに社会の厳きびしさの一いつ端たんを学んでおくことは重要なことだと、私は考えている」

　いや、おまえだって学生だろうというツッコミはさておき……。

　結果を出せていない部から反感を買いかねない公約だとしても、そこには鶴つる木ぎの理念や理想が込められているってことは、わかった。

　しかし、あれだな……。

　鶴木が生徒会長になったら、インコ部の予算はどうなるんだろうな……。

「もう一つ、あったよね」

　割って入るように、秋あき兎とが言った。

「委員長の公約」

「ん？　ああ……」

　鶴木は、どこか気まずそうに言った。

「神しん樹じゆ祭さいの再開……それが、私の二つ目の公約だ」

「神樹祭……？」

　聞き覚えのある名称だった。

「神樹祭ってあれだよな？　何年か前までやってた、市民祭り……」

「そうだ」

　記憶に降り積もっていた埃ほこりを払う。

　神樹祭は、毎年秋に、神樹の森公園で開催されていた市民祭りの名称だ。

「あれ、たしかデカい事故があって、中止になったんだよな？」

　鶴木は頷うなずいた。

「ガソリンの爆ばく発はつ事故だ。重軽傷者多数、年配の女性が一人、亡くなっている」

「そうだそうだ。死人も出たんだよな」

　当時は、ニュースやらワイドショーやらで取り上げられてて……自分の住んでる街がテレビに映ってる……それも、不幸な事故のあった場所として映し出されてることに、なんとも言えない気持ちになったものだった。

「……でも、神樹祭と明みよう学がくに、何の関係があるんだ？」

「覚えていないか？　それとも知らなかったか？　事故があった五年前まで、明みよう神じん学園の学園祭は神樹祭と合同で行われていたんだ」

「そうなのか？」

　初耳だった。

「知ってたか？」

　と、俺は秋あき兎とに訊たずねた。

「うん。春はるも忘れてるだけだと思うよ」

　俺は腕を組み、首を捻ひねって、改めて自分の記憶と向き合った。

　神しん樹じゆ祭さいには俺も行ったことがある。もちろん、秋兎とちえりと一緒にだ。

　というか、ほとんど毎年行ってたよな。事故があった年だけ、たまたま行ってなくて……巻き込まれずにすんだんだ。

　何であの年だけ、俺たちが祭りに行かなかったのか……は、覚えていない。特別な事情があったわけじゃないと思う。たまたま……本当にたまたま、あの年だけ行かなくて、俺たちは難なんを逃れた。もし、あの日、例年どおり祭りに行っていたら、あるいは、俺は今、ここにいなかったかもしれないわけだ。秋兎やちえりが、今ここにいなかった可能性もあるわけだ。

　そう考えると、他人ひと事ごととは思えない。

　そして、あの祭りには、明みよう神じん学園が関係していたという。

「あー……そういえば、高校生が屋台やってたよな。あれ、明みよう学がく生せいだったのか」

「事故を起こしたのもな」

　へ？　と間抜けな声を出して、俺は発言の主ぬし──マリちゃんを振り返った。

　マリちゃんは俺と目が合うと、かったるそうに首の後ろをさすりつつ、言った。

「屋台でクレープを売ってた明学生が、ガソリンの取り扱いを誤って、爆ばく発はつさせちまったんだよ」

「…………」

　言葉が出なかった。

　デカい事故だったってことは覚えていたけど……ってか、それさえ忘れていたわけだけど……実際は、俺が覚えていた以上に救いのない事故だったわけだ。

「明学の文化祭は二年前から再開されたが、神樹祭は未いまだ再開されていない……。私は生徒会長になって、市に神樹祭の再開を提案したいんだ」

「なるほどな……」

　神樹祭に明学が関わっていたのなら、明学側から市側に神樹祭の再開を呼びかけるのは、おかしいことじゃないのかもしれない。

　でも。

「でも、神樹祭を再開して、それで明学に何かメリットはあるのか？」

　鶴つる木ぎは自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべて、首を横に振った。

「神樹祭の再開は、私のエゴだ」

「エゴ？」

「学園のためでも市のためでもなく、私は私のために神しん樹じゆ祭さいの再開を願っている。だから、これは、公約としては不適切だ。

　公私混同だ。

　そもそも、私が生徒会長に立候補したのは、神樹祭のためなんだ。

　学園のためじゃないんだ。

　私は、私のために生徒会長になろうとしているんだ。

　不適切で不適格なんだよ、私は。

　私より、純粋に学園のことを考えている森もり崎さきのほうが、生徒会長に相応ふさわしいだろう」

「鶴つる木ぎ……」

　モブ子こが純粋に学園のことを考えてるってのはとんだ誤解だが、それはさておき。

　クラス委員としてクラスをまとめ、それどころか学年をもまとめ、クィーン・オブ・委員長として畏い敬けいの念を集めてきた鶴木美み汐しおが、自みずからに不適格の烙らく印いんを押した。

　あの、常に歪ゆがみなくまっすぐに背筋を伸ばし、自信と確信に満ち溢あふれていたあの鶴木美汐が、だ。

　意外だった。

　意外すぎて、俺は何も言えずに立ち尽くすだけで──。

「あの……」

　だから、当然の疑問を口にしてくれたモブ子に、俺はささやかな感かん謝しやの念を抱いたのだった。

「なんで、委員長は神樹祭を再開させたいの？　……ですか？」

　語尾をわざわざ言い直したあたり、勇気を振り絞っての質問だったんだろう。

　鶴木の内面に踏ふみ込むことになるってのは、明白だったからな。

　躊ちゆう躇ちよも恐きよう縮しゆくもしながら、それでもモブ子がその質問をしたのは、ただの興味本位だったのか、それとも──。

「思い出があるんだ」

　鶴木は答えた。

　モブ子の質問に──というより、質問者がモブ子だったことに一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしつつも、答えてくれた。

「親友との楽しい思い出が、たくさん」




　その日の帰り、俺はある場所に立ち寄った。

　神樹の森公園である。

　五年前まで、毎年、神樹祭が行われていた、まさにその場所だ。

　神樹の森公園とか神樹祭とか、そもそも神樹ってなんやねん、という疑問に、まずは答えておこう。

　神しん樹じゆ──そう呼ばれる樹きが、あるのだ。

　神の樹とはずいぶんたいそうな名前だが、実際はただの欅けやきである。

　樹齢にして四百年だか五百年だかいっているらしいから、ただの、ではないかもしれない。

　長い年月、この土地を見守り続けてきた存在として、親しまれ、崇あがめられてきたが故ゆえの呼び名であり、その神樹を称たたえる祭りだから、神樹祭なのである。

　神樹の森公園は駅から近く、立ち寄るのに特別な労力は要らなかった。

　久しぶりに訪れたが、感慨はなかった。

　久しぶりっても三ヶ月ぶりぐらいだからな。

　春頃までジョギングコースに入れてたんだよ、ここ。

　だから、その頃は、毎日ってわけじゃないけど週に三回か四回は足を運んでいたお馴な染じみの場所ってわけだ。

「枯かれてるね」

　モブ子こが言った。

　俺は、一人じゃなかった。

　モブ子も一緒に神樹の森公園を訪れていたのだった。

　俺から誘ったわけじゃない。あの後、モブ子のほうから、「神樹の森公園に行ってみない？」と言ってきたのだ。

　俺も公園に寄るつもりでいたから、断る理由はなかった。

　そして、今、俺とモブ子は並んで神樹を見上げている。

　俺たちがなんでここに来たのかといえば、少なくとも、俺に関しては「なんとなく」としか答えようがない。

　鶴つる木ぎが「思い出がある」と言った場所を、なんとなく、久しぶりに、訪れてみたいと思ったのだ。

　思い出があるのは俺も同じだったから。

　特別な思い出があるわけじゃない。でも、俺も、秋あき兎とも、ちえりも、神樹祭を楽しみにしていたんだ。

「枯れてるな」

　神樹は、枯れていた。

　ただの一枚も葉をつけてはいなかった。

「昔は、こうじゃなかったよな」

　神樹祭が行われていた頃、この樹は立派に葉を茂らせていた。

　春は鮮あざやかな緑を、夏には深い緑を、秋には濃こい赤を、見せてくれていた。

　夏が近い今の時期なら、葉が茂っているはずなのに。

　神樹は、枯れていた。

　驚おどろきはなかった。

　今年に限った話ではなかったからだ。

　神しん樹じゆが茂るべき時期に茂らないのは。

　ここ数年、神樹は枯かれ続けていた。

　今の、神樹と呼ぶには見み窄すぼらしい姿に見慣れてしまって、枯れた状態が当たり前になっていて、かつてこの樹きが美しい緑と赤をたたえていた姿を、忘れ去っていたほどだ。

「いつから、こいつは枯れっぱなしになってるんだ？」

　俺がその問いを向けた相手は、当然、隣となりにいるモブ子こだった。

　ところが、

「五年前からよ」

　答えは、隣ではなく後ろから返ってきた。

　俺は、まず、モブ子と顔を見合わせて、

（今の、おまえじゃないよな？）

（わ、私じゃないよ）

　という会話を、声には出さず視線だけで交かわしてから、振り返った。

　明みよう神じん学園の制服に身を包んだサイドポニーの美少女が、そこにいた。

「天あも羽う……」
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　お世辞にも友好的とはいえない……というより、明確に敵意を孕はらんだ目を、俺たち──ではなく、俺たちの後ろに聳そびえる神しん樹じゆに向けて、天あも羽う詩しい歌かは言った。

「五年前の秋以来、その樹は一度も葉をつけていない」

「それって、例の事故以来ってことか？」

　天羽は俺の問いには答えず、逆に問いを返してきた。

「あなたたち、鶴つる木ぎ美み汐しおの仲間ね？」

「仲間……」

　咄とつ嗟さには、俺は肯定できなかった。

　それは、仲間という、アニメや少年マンガではお馴な染じみな、キャラクター同士の関係性を表す言葉に、現実味を感じなかったからだ。

　俺と……俺やモブ子こと、鶴木の関係は、仲間と呼べるようなものなのだろうか。

　俺やモブ子にとって、鶴木美汐は一体どういった存在なのか。

　クラスメイトで同じ部の部員で、モブ子の場合、ここにさらに恋こい敵がたきの一人という要素が加わって……それだけだろうか。

　それだけの関係だとしたら、俺はここで、天羽の問いに対して頷うなずいてしまってもいいのだろうか。

　逆に、鶴木にとって、俺やモブ子はどういった位置づけの存在なんだろう。

　そんなことを考えていると、

「そこで返答を迷ったら駄目だよ、春はる」

　また、背後から声がした。

　振り向くと、神樹の陰から現れた秋あき兎とと目が合った。

「秋兎……」

　俺の隣となりにやってきた秋兎は、俺の腕を拳こぶしで小こ突づいてから天羽に向き直り、

「仲間だよ。僕たちは。委員長の」

　俺には言えなかった台詞せりふを、躊躇ためらいなく言ってのけたのだった。

「ふん……」

　天羽はつまらなそうに鼻を鳴らして、踵きびすを返した。

　そして、顔だけを振り向かせて、左腕を肩の高さまで持ち上げた。

　まっすぐに伸びた腕と人差し指。

　天羽は、芝生に突き立てられた一枚の看板を指差していた。

　俺たちの立ち位置からは距離的に看板の文字を読み取ることはできなかったが、俺はその看板の内容を知っていた。

　ここをジョギングコースにしていた頃に、何度も目にしていたから。

『再開発予定地』──。

　詳細までは覚えていない。というより、細かいところまで読んだことはない。

　それでも、その看板が、近い将来この一帯で行われる再開発の予定地に、神しん樹じゆの森もり園が含まれていることを告げるものであることは、覚えていた。

「伝えておいて」

　看板に向けていた指を下ろして、天あも羽うは言った。

「あなたの努力が報むくわれることは、決してないって。……神樹祭は、絶対に復活しないって」

　そして、天羽は去っていった。

　俺は思った。

　彼女の、去り際ぎわの表情を見て、確信した。

　始まったな、と。

　秋あき兎とを主人公にした物語が、また、始まったんだ。

　天羽の去り際の表情──。

　あの、悲しんでいるようにも痛みに耐たえているようにも見える表情は。

　悲しくて痛い、あの悲痛な表情は。

　秋兎絡みの女の子たち──秋兎が関わり、秋兎に救われ、秋兎に想おもいを寄せるようになったヒロインたちが、必ず見せる表情だった。

　彼女たちは皆、心や背景に重いものを抱え、あるいは背負い、苦しんでいた。

　苦しみながら、救われたいと願いながら、誰にも救いを求めることができずに、より深い苦しみの海に沈みかけていた。

　そんな彼女たちに救いの手を差し伸べるのは、いつだって秋兎だった。

　天羽詩しい歌かが秋兎を主人公にした物語の新たなヒロインなのだとしたら、俺やモブ子この出る幕じゃない。

　脇わき役やくの出番は、終わりだ。
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　天あも羽う詩しい歌かに関しては、秋あき兎とがどうにかするだろう。

　俺やモブ子この出る幕じゃない。

　とはいえ。

　秋兎を主人公にした物語に、新たに天羽ルートが追加されてしまったのだとしたら、由ゆ々ゆしき問題だ。

　モブ子にとっては恋こい敵がたきが増えることを意味する。

　それは、なんとかして阻止したい。

　一体、何をどうすれば天羽詩歌ルートの誕生を阻止できるのか──を、家に帰ってから、俺はずっと考えていた。が、

「駄目だ。なんも思いつかん」

　ということで、俺が取った行動は、『アドバイザーに意見を求める』だった。

「開けるぞ」

　妹の部屋のドアを、俺は、まるでそこが自分の部屋であるかのような、息を吸って吐くような自然さで開け、足を踏ふみ入れた。

　部屋の主ぬし──妹の小こ春はるは、ベッドに仰あお向むけに寝転んで、ライトノベルを読んでいた。

　ゴシックでロリータなミニスカートはものの見事にめくれており、ぱんつ丸出しもいいところだったが、妹のぱんつじゃ感動も何もあったもんじゃない。

　妹じゃなかったとしても──たとえば、これがちえりだったとしても、あんな、色気もありがたみもない丸出しぱんつじゃ、嬉うれしいとは思えなかっただろう。

　…………。

　噓うそをつきました。ちえりのぱんつだったら、やっぱり嬉しいです。

「……おい」

　寝転んだまま、小春がドスの利きいた声を出した。

　俺に向けられた目は、梟ふくろうの如ごとく見開かれ、殺意の色に染まりつつある。

「相談がある」

　俺は、小春が次の言葉を発する前に、用件に入った。

　先手を与えちまうと、やれ「ノックをしろ」だの「そもそも部屋に来んな」だの、うるさいからな。

「色々と複雑な事情を抱えてそうな女子が、また一人出てきた。このままじゃ例によって例の如く、秋兎がその子の問題を解決して、恋愛フラグが立つ……って展開になるだろう。それはつまり、モブ子の恋のライバルが増えるってことで、俺としては、なんとかしてそれは阻止したいんだが、どうすればいい？　アドバイスをくれ」

「知るかっ！」

　小春が身を起こしながら投げつけてきた本が、廊下の壁かべに当たって、落ちた。

「あきぴょんがその子を助ける前に、春はる馬まが助けりゃいいでしょーが！」

　知るかと言いつつ、しっかりアドバイスをくれちゃう可愛かわいい妹様である。

「なるほどな。考こう慮りよに値する意見だ」

「用件がすんだらさっさと出てけっ！　さもなきゃ、次は当てるわよ！」

　小こ春はるは枕まくら元もとに積んであった本を新たに手に取り、歯を剝むいた。

「さっきだっておもいっきり狙ねらってただろーが。避よけてなかったら顔面直ちよく撃げきコースだったぞ。ってか、本を投げるのはやめろ」

「ラノベなんて本のうちに入らないわよっ！」

「酷ひどいことを言うな」

　しかし、俺が天あも羽うを助ける……か。

　その発想は、なかったな。

　特別な事情を抱えた女の子たちを助けるのは、これはもう不文律的に秋あき兎との役目なのだと、俺が介入する余地なんてありはしないのだと、いつからか俺は思い込み、割り切ってしまっていた。

　秋兎に協力するにしても、自主的にじゃなく、あくまでも秋兎に頼まれて……だった。

　そうだ。

　俺は今まで、秋兎の前に現れた、特別な事情を抱えたギャルゲ的な女の子たちを、本気で助けようとしたことは一度もない。

　秋兎の前に現れた女の子とは、つまり、俺の前に現れた女の子でもあったはずなのに、だ。

　秋兎を主人公にした物語に於おいて、俺はいつだって脇わき役やくで、物語が佳境に入る頃にはフェードアウトしていることも珍しくなかった。

　でもそれは、物語から完全に俺が置き去りにされたこともたしかにあったけれど、半分ぐらいは、俺が自分の意志でフェードアウトしたんじゃないだろうか。

　自分の意志で、じゃないな。フェードアウトすることを選択したわけじゃない。

　意志が何もなかったから、俺は、物語から弾はじき出されてしまったんだ。

　なら、もし、秋兎じゃなくて俺が天羽を助けたら、どうなるのだろう。

　秋兎に立つはずのフラグが、俺に立ったりするのだろうか。

　天羽詩しい歌かが、あの学園のアイドルが、俺に好意を抱くようなことがありえるのだろうか。

　答えは、否いなだ。

　ありえない。

　仮に俺が秋兎の代わりにヒロインたちを助けようとしても、結局、俺は脇役のまま終わっただろう。

　根拠はないが断言はできる。

　ギャルゲ時空は確実に存在していて、その主人公は秋兎で、それは決して覆くつがえらない法則なんだ。

　俺がヒロインたちを救いたいと思うか思わないか、行動するかしないかは、物語の結末には影えい響きようしない。

　俺の意志や行動が影響を与えるのは、せいぜい、俺自身が物語からフェードアウトしてしまうかどうか……といった範はん囲いだろう。

　なら、どうする？

　このままモブ子この恋こい敵がたきが増えるのを、俺は黙って見ているだけなのか？

（いや……）

　何もしないという選択肢は、ない。

　無理かもしれないし無駄かもしれない。

　でも、何もしなければ、また俺は物語からフェードアウトしてしまう。それも、モブ子を道連れにして、だ。

（やるしかない……）

　俺が、天あも羽うを助ける。

　天羽のためじゃなく、モブ子のために。

（やってやる！）

　最後には秋あき兎とに全部持っていかれることになったとしても、足搔あがけるだけ足搔いてやる。

　ギャルゲ時空に、徹てつ底てい的てきに牙きばを剝むいてやる。

「ありがとな、小こ春はる。おまえのおかげで、進むべき道が見えたぜ」

「なに晴れやかな顔してんのよ！　出てけって言ってるだろーが、このバカ兄貴！」

　ぐっと親指を立てた俺の顔面に、小春が再び投げつけた本が、今度こそ直ちよく撃げきしたのだった。




　天羽を助けると決意したはいいものの、そもそも俺は彼女が抱えている事情を知らないんだよな……。

　鶴つる木ぎが関係してるってことは、たしかだろう。

　とりあえず、整理してみるか。

　鶴木と天羽は友達だったが、今は疎遠になっている。疎遠というか、天羽が一方的に鶴木を嫌きらっている。

　鶴木は神しん樹じゆ祭さいの再開を市に訴えるために生徒会長になろうとしている。

　そして、天羽の、「あなたを絶対に勝たせない」という言葉……。

　もし、天羽が鶴木を生徒会長にさせないために立候補したのだとすると、彼女は、神樹祭の再開を、望んでいない？

　神樹祭が再開されると困る理由があるのか、それともただ単に鶴木への嫌いやがらせなのか。

（神樹祭……か）

　神しん樹じゆ祭さいを再開させたい理由を、鶴つる木ぎは「親友との思い出があるから」と言っていた。

　親友ってのは、当然、天あも羽うのことだろう。

　キーワードは、『神樹祭』だ。

（でも、神樹祭は……）

　神樹の森公園は、再開発の予定地に含まれている。

　公園そのものがなくなってしまうのだとしたら、神樹はどうなるのだろう？

　どこか別の場所に移植されるのか、それとも切り倒されてしまうのか。後者だとしたら、神樹祭を再開したいという鶴木の願いは、決して叶かなわないものになってしまう。

（情報が足りないな……）

　鶴木と天羽の友情が破は綻たんした原因が神樹祭にあるとして……結局、詳細がわからなければ動きようがない。

　情報不足で動けないのなら、今俺がすべきことは、一つだ。

　俺は、鼻に詰めていたティッシュを取り替えつつ秋あき兎とに電話し、鶴木と天羽の間に何があったのかを訊たずねた。

『委員長と天羽さんの間に何があったのか……を知りたいの？』

「ああ」

『どうして、それを僕に？』

「おまえなら、知ってると思って」

『うーん……』

「知らないのか？」

『知ってるか知らないかってことでなら、知ってるけど……でも、訊きくなら、委員長本人に訊いたほうがいいんじゃないかな』

「いや……それは、マズイだろ」

『どうして？』

「他人のプライベートに土足で踏ふみ込むような真似まねは、できないっつーか……」

　いや、踏み込む気は満々なんだけどさ。

『他人じゃないでしょ？』

「ん？」

『そりゃあ、血が繫つながってるわけじゃないから他人ではあるんだけど、でも、赤の他人ってわけじゃないでしょ？』

「そりゃあ、クラスメイトだし同じ部のメンバーではあるが……」

『それだけじゃ、ないよね？』

「……何が言いたいんだ？」

『友達でしょ、ってこと』

「あ……」

『春はるは委員長のこと、友達って思ってないの？』

　夕方の、神しん樹じゆの森もり公園での出来事が思い出された。

　天あも羽うの、「あなたたち、鶴つる木ぎ美み汐しおの仲間ね？」という問いに、俺は結局答えられなかった。

　でも、今なら。

　今の、秋あき兎との問いになら、答えられる。

「思ってるよ」

　答えた。

「俺は、鶴木を友達だと思ってる」

　鶴木は。

　鶴木美汐は、美人で、頭が良くて、スポーツ万能で、いつだって颯さつ爽そうとしていて……もうほとんど超人の領域だ。正義超人で、完かん璧ぺき超人だ。

　そして、自分の想おもいを口にすることにも躊躇ためらいがない。

　威い風ふう堂どう々どうとは彼女のために作られた言葉なのではないかとすら思う。

　そんな鶴木を、俺は、遥はるか対岸の人だと思っていた。

　雲の上の人でもある。

　横軸に於おいても縦軸に於いても、俺からは遠い存在だと思っていた。

　今だって思っている。

　それでも、俺は。

　俺とは根本的な部分で嚙かみ合うことがないだろう鶴木美汐という人間が、嫌きらいじゃなかった。

　対岸の人すぎて、雲の上の人すぎて、憧あこがれさえしないけれど。

　鶴木のことを、俺は、嫌いじゃないどころか、けっこう好きだった。

　それは、鶴木が、遥か対岸にいる俺にもしっかり目を向け声を届けてくれるからだ。

　遥か雲の上からも、決して俺を見下さないからだ。

　鶴木は、誰のことも見下さない。

　誰に対しても平等だ。

　秋兎みたいな特別な相手にも、俺みたいな特別じゃない相手にも、等しく優しく、等しく厳きびしい。

　そして、真剣には真剣で応こたえてくれる奴やつだ。

　だから、俺が真剣に鶴木のことを友達だと思えば、鶴木も俺を友達だと思ってくれる。

　仲間かと問われて俺が肯定できなかったのは、俺が鶴木を対等な相手として見れていないからだ。

　格が違いすぎて、肩を並べることなんてとてもできなくて。

　でも、そうだ。

　格が違っても、肩を並べることができなくても、鶴つる木ぎは俺を対等に見てくれる。

　俺が鶴木をどう思うかが重要で、そして、俺は、鶴木の友達でいたいし仲間でいたい。

　仲間って表現は、少年マンガみたいで、やっぱりちょっと空々しいけどな。

『なら、委員長に直接訊きいてみるといいよ』

「……そうだな。そうするよ。……秋あき兎と」

『ん？』

「ありがとな」

　電話の向こうで秋兎が笑った気配が伝わってきた。




　それから、俺は電話で鶴木と話した。

　明日、学校ででもよかったんだが、まあ、善は急げってやつだ。

『珍しいな。南みな代しろが電話をしてくるとは』

「珍しいってか、初めてだな」

『そうだったか』

「訊きたいことがあってさ」

『下着の色なら、白だぞ』

「訊いてねぇよ！　こんな夜よ更ふけにクラスの女子に電話して下着の色を訊くって、どんな変態だよ俺は！」

『そうか、南代は黒のほうが好みか』

「言ってねぇ！」

『ふふっ、冗談だ。……穿はいていないのが一番に決まっているな』

「いい加減にしろ！　何なんだよ！　おまえ、そんなキャラだったか!?」

『怒るな怒るな。友人が電話をくれたのが嬉うれしくて、はしゃいでいるだけだ』

「…………」

　友人……。

　鶴木も、ちゃんと俺のことを友達だって思ってくれていたのか。

『で、南代は、白と黒とノーパン、どれが一番好きなんだ？』

「蒸し返すな！　あとノーパンとか言うな！」

『バブルの頃には、ノーパンしゃぶしゃぶなんて店もあったらしいぞ』

「知らねぇよ！」

『良い時代だったな。あの頃は』

「生まれてねぇだろ！　どこのおっさんだよ、おまえ！　……はぁはぁ」

『息が切れているぞ、南代』

「誰のせいだよ……ってか、そろそろ本題に入らせてくれ」

『本題？』

「訊ききたいことがあるって言ったろ」

『おお、そういえばそんなことを言っていたな』

「訊いてもいいか？　……天あも羽う詩しい歌かのこと」

『…………』

「親友、だったんだよな？」

『……ああ』

「でも、今は違う」

『……そうだな』

「何があって、おまえたちが親友じゃなくなったのか……を、知りたいんだ」

『知ってどうする？　いや、その前に、知りたい理由を教えてくれ』

「それは……気になったからだよ。おまえが珍しく思い詰めてたような顔をしてたから……」

『心配してくれたということか？　友人として』

「あ、ああ」

　罪悪感にチクリと胸を刺されつつも、俺は頷うなずいた。

『そうか。それはすまなかったな。だが、友人に心配してもらえるというのは、嬉うれしいものだな』

　胸が痛いが……これもモブ子このためだ。許してくれ、鶴つる木ぎ。

『私と彼女の関係を語るのは、吝やぶさかじゃない。だが、さて、どこから語ったものか』

「とりあえず、最初から、頼む」

『ふむ……では、最初から語らせてもらうとしよう』




『私と彼女は、父親同士が学生時代からの親友でな。家が近いこともあって、物心つく前からの付き合いだ。所謂いわゆる、幼おさな馴な染じみ……渡わた会らいと椎しい名なの関係と同じだよ。

　どこへ行くのも、何をするのも一緒だったよ。

　しぃたんは……。

　ん？

　ああ、しぃたんと呼んでいたんだよ、私は。彼女のことを。

　彼女は、私をみぃたんと呼んでいた。

　しぃたんは引っ込み思案の泣き虫さんでな。いつも、私の後ろに隠れるようにして、ついてきていたな。

　そんなしぃたんを守りたくて。

　しぃたんのために強くなりたくて。

　しぃたんのために強くありたくて。

　私は剣術を始めたんだ。

　父は、元々、娘の私に剣を学ばせるつもりはなかったんだ。

　初めは反対されたよ。女に剣は必要ない、と言われてな。

　でも、私は諦あきらめなかった。

　一晩中頭を下げ続けて、ようやく認めてもらったんだ。

　嬉うれしかったよ。これで一生しぃたんを守っていけると、その時の私は思ったんだ。

　当時の私は、しぃたんをお嫁さんにするつもりでいたからな。

　しぃたんは今も可愛かわいいが、幼女時代の彼女は、もう本当に、天使か妖よう精せいかという愛らしさだったんだ。

　なに？

　この国では同性婚は認められていない？

　侮あなどるなよ、南みな代しろ。

　そんなことは、当時四歳の幼女だった私でも知っていた。

　だから、私は、大人になったら総理大臣になって法律を変えるつもりでいたんだ。

　今も、それは私の目標だ。

　渡わた会らいはどうするのかって？

　もちろん、婿むこにするぞ。

　私は欲張りなんだ。

　重婚？

　法律を変えるさ。

　とまあ、ここまでで、私がいかにしぃたんを愛しているか、その一いつ端たんは理解してもらえたと思う。

　いよいよ、本題だ。

　大の仲良しだったみぃたんとしぃたんに、何があったのか。

　何があって、みぃたんはしぃたんに嫌きらわれてしまったのか。

　何があったと思う？

　五年前の神しん樹じゆ祭さいが関係しているんだろうって？

　正解だよ。

　五年前の、あの日……祭りの最中に起きた爆ばく発はつ事故が、みぃたんとしぃたんの間にあった友情を、吹き飛ばしてしまったんだ。

　私なんだよ。

　あの日、しぃたんを祭りに誘ったのは。

　あの日だけじゃない。前の年も、その前の年も、さらにその前の年も、私はしぃたんを誘って祭りに行っていた。

　しぃたんは人見知りが激はげしい子でな。私とふたりの時はよく笑ってくれたが、他に誰かいると、うつむいてばかりだったんだ。人混みなんて以もつての外ほかだったが、唯一例外があってな。神しん樹じゆ祭さいだけは嫌いやがらないんだ。

　初めて行った年に食べたチョコバナナが気に入ったらしくてな、「来年もまた来たい」って言ってくれたんだ。

　それから、私は毎年しぃたんを神樹祭に誘った。

　人混み嫌ぎらいのしぃたんが、人混みの中でも笑ってくれるのが、私は本当に嬉うれしかったんだ。

　だから、あの年も……。

　五年前のあの日も、私はしぃたんを誘って神樹の森公園に行ったんだ。

　そして、あの事故が起きたんだ。

　運が悪かった。

　近くにいたんだよ。

　私としぃたんは。

　爆ばく発はつ事故を起こした屋台の、すぐ近くに。

　私もしぃたんも、怪け我がをした。

　私の怪我はたいしたことはなかったが、しぃたんは顔に火傷やけどを負ってしまったんだ。

　そうだ。よりにもよって、顔に、だ。

　今も、痕あとが残っているよ。

　何度か皮膚移植をしてずいぶん薄うすくなったし、メイクで隠してもいるから、パッと見ではわからないがな。

　……と、まあ、こんなところか。

　そうだよ。

　私が、しぃたんの可愛かわいい顔に傷をつけてしまったんだ。

　私のせいじゃないだろうって？

　優しいな、南みな代しろは。

　たしかに、ガソリンを爆発させたのは、私じゃない。

　だが、あの日、あの場所にしぃたんを連れていったのは、私なんだ。

　私がしぃたんを誘わなければ、しぃたんはあんな目に遭あわなくてすんだんだ。

　恨まれても仕方がないさ。

　ああ、うん。

　恨まれているよ。

　事故以来、しぃたんは私に会ってくれなくなった。

　何度会いに行っても門前払いをくらったし、学校ですれ違っても無視をされ続けている。

　あの日から、五年……私は、しぃたんの笑った顔を見ていないんだ』




　ため息にも似た息を吐いて、鶴つる木ぎは黙だまり込んだ。

　泣いてる……のか？

　相手の顔が見えない状況での沈ちん黙もくは、怖い。

「……大丈夫か？」

　俺の問いかけに、鶴木はまたさっきと同じ息を吐いて、答えた。

『あまり、大丈夫ではないな。泣きそうだ』

「こらえてくれよ。どうしていいか、わからなくなる」

『おまえも、女に泣かれるのは苦手か？』

「苦手じゃない男なんているのかよ」

　も、ってのは、秋あき兎とのことだろうな。あいつは、女の子に目の前で泣かれることがトラウマになってるからな。

『ふふっ、それもそうか』

「……なぁ、委員長」

『なんだ？』

「おまえが生徒会長に立候補したのは、神しん樹じゆ祭さいの再開を市に訴えるためって言ってたよな」

『言ったな』

「神樹祭での事故がきっかけで、おまえと天あも羽うの友情が壊こわれちまったんなら、おまえにとっても神樹祭は忌いまわしい祭りなんじゃないのか？」

『……たしかにな。私の中にも、祭りを恨む気持ちがないわけではないよ。だが、恨んでいる以上に、私は感かん謝しやしているんだ。本当に嬉うれしかったんだよ。人混みが苦手だったしぃたんが、人混みの中で笑ってくれたことが』

「でも、天羽は……」

『ああ。しぃたんは、私と神樹祭を、ただひたすらに恨んでいる』

「なら、天羽が生徒会長に立候補したのは……」

『神樹祭の再開を阻止するため、だな』

　天羽が、鶴木を勝たせないために立候補したんじゃないかって予想は、間違ってなかったわけだ。

「委員長が勝って、生徒会長になって……それで市に訴えたとして、神樹祭は再開されるのか？」

　明みよう学がくの生徒会長が強い権力を持っているったって、それはあくまでも学園内での話だ。外部から見れば、結局は、ただの高校生にすぎない。

『無理だろうな。可能性は限りなくゼロに近い。なにしろ、現市長、天羽天てん馬まは、しぃたんの父君だからな』

「あ……」

　そうか。

　そうだ。

　天あも羽うは、市長の娘なんだ。

　聞いたことがある。

　なら、つまり、鶴つる木ぎは天羽市長に、あなたの娘に一生モノの傷を負わせた祭りを再開してくださいと、頼もうとしているわけだ。

「それは……絶望的だな」

『ああ。だが、諦あきらめるわけにはいかないんだ。時間がない』

「時間？」

『再開発だよ。明みよう神じん駅の西口から神しん樹じゆの森もり公園にかけてのあの一帯が、再開発の予定地になっているんだ』

　脳裏に、天羽が看板を指差す光景が甦よみがえった。

「公園は……なくなっちまうのか？　やっぱり……」

『ああ』

「神樹は……」

『移植の予定は、ないらしい』

　切り倒されちまうってことか……。

「あの樹きって……」

『うん？』

「あの樹って、この街のシンボルみたいなモンだろ？　それを切り倒しちまうってのは、どうなんだ？」

『そういった声もあったらしいが……市長は、神樹は既すでに死んだものとして処理するつもりのようだ』

「死んだって……もう何年も葉をつけてないからか？」

『そうだ。事故のあった五年前以来、神樹は一度も葉をつけていない。死んだ樹を街のシンボルとして残しておく必要はないというのが市長の考えだ』

「強引だな……」

『私が魔ま法ほう使いなら魔法で神樹を甦らせるところだが、生憎あいにくと、私はただの才さい色しよく兼けん備びな女子高生だからな……』

「自じ虐ぎやくなのか自慢なのかわからんが……神樹祭の再開が難むずかしい状況にあるってことは、わかった」

　再開発の予定地に神樹の森公園が含まれているのは、偶然じゃないだろう。

　市長に神樹祭を再開するつもりは、ない。それどころか、神樹の森公園そのものを葬ほうむり去ろうとしている。

　天あも羽う市長は神しん樹じゆ祭さいを憎んでいる。そして、それは娘の詩しい歌かも同様だ。

　鶴つる木ぎの望みが叶かなう可能性は、本人の言うとおり限りなくゼロに近い。

「それでも、おまえは……」

『ああ。最後まで足搔あがいてみるつもりだ。私のエゴに会長選を利用することに、罪悪感はあるがな』

「エゴじゃねえだろ」

『ん？』

「神樹祭に楽しい思い出があるのは、おまえだけじゃないだろってことだ。俺だって秋あき兎とだってちえりだって、この街の子供はみんな……いや、子供だけじゃない。大人だって、神樹祭には楽しい思い出があるはずだ。再開を望んでるのが委員長一人ってことは、ないと思うぜ」

『南みな代しろ……』

「だから、その、なんだ。がんばれよ。……って、俺が言うまでもなく、おまえはがんばるんだろうけどさ」

　ふふっ、と鶴木は笑った。

『無論、そのつもりだが……しかし、嬉うれしいものだな。友達に励はげましてもらえるというのは』

「う……」

　友達……か。

　俺は鶴木を友達だと思っていて、鶴木も俺を友達だと思ってくれていて……つまり、俺たちは普通に友達なわけだ。

　でも、この場合、どうすりゃいいんだ？

　天羽は神樹祭の再開を望んじゃいない。

　天羽を助けるために彼女の望みを叶えようとするなら、俺は鶴木の会長当選を阻止しなきゃいけないってことになる。

　鶴木の……友達の敵になるのか？　俺は。

　それは、正しいことなのか？

　正しいわけがない。

　でも。

　それでも、俺が最優先に考えるべき相手は、モブ子こだ。

　モブ子のためなら、俺は友達の敵にだってなる。

『なぁ、南代』

「ふえっ!?」

　見透かされたのかと焦あせって、変な声が出てしまった。

『笛？　笛が吹きたいのか？』

「い、いや」

『夜に笛を吹くと蛇が出るというからな。やめておいたほうがいい』

「あ、ああ……で、なんだ？」

『うむ……神しん樹じゆ祭さいの再開を願う私を、おまえはエゴではないと言ってくれたが……私は、やはりエゴだと思うのだ』

「え？」

『私は、幻想を抱いているからな』

　鶴つる木ぎは声こわ音ねに自じ嘲ちようを滲にじませて、言った。

『神樹祭が再開されたら、しぃたんが昔のように私に笑いかけてくれるようになるのでは……という、甘い、幻想だ』




　モブ子このためなら、鶴木の敵にだってなる──と決意した俺だったが、よくよく考えてみると、俺は既すでに、鶴木に対して敵対的な行動を取っていたのだった。

　モブ子の出馬だ。

　一応、形の上ではモブ子と鶴木は生徒会長の座を争うライバルなのだ。

　ライバルと呼ぶには戦力差がありすぎて、敵対しているという意識も薄うすかったけれど、天あも羽うがどうこうの以前から、鶴木はモブ子の敵だったのだ。

　恋が付く敵──恋こい敵がたきだ。

　モブ子に勝ち目がないという現実は何も変わっちゃいないが、とはいえ、手を抜くわけにはいかない。

　負けるにしたって、全力で挑いどんで負けなきゃ、後には何も残らない。

　それに──。

　それに、もし、モブ子が選挙で鶴木に勝てば、神樹祭を再開させたくないという天羽の望みは、叶かなうことになる。

　別に、天羽が選挙に勝つ必要はないんだ。

　鶴木が生徒会長になりさえしなければ、天羽の望みは叶うんだ。

「というわけで、本格的に選挙活動を開始するぞ！」

　鶴木との電話の後──俺は、今度はモブ子に電話をかけ、戦いの始まりを告げたのだった。

『どういうわけなのか、全然、わからないよ……』

　鶴木と天羽の間に何があったのか……という話は、していない。

　モブ子のことだ。ふたりの事情を知ったら、「やっぱり、私、立候補を取り下げて、委員長の応援をするよ」なんて言い出しかねないからな……。

「ただの枕まくら詞ことばだ。気にすんな。要は、明日から本格的に選挙活動するから、気合い入れろってこった」

『う、うん……。でも、具体的には、何をするの？』

　それは、考えておいた。

「とりあえずは、挨あい拶さつ運動をするぞ」

『えっ？』

「えっ、じゃない。おまえが生徒会長になったらやりたいって言ってた挨拶運動を、実践するんだよ」




　校門に立って、登校してきた生徒に、片かたっ端ぱしから「おはようございます！」と声をかける。

　思っていた以上に、それは過酷な作業だった。

　まず、朝が早い。朝練のために早く登校してくる連中にも挨拶するために、いつもより二時間早く起きる必要があった。朝練組を切り捨てればそこまでの早起きは必要ないわけだが、選挙活動だからな。全校生徒にしっかりアピールしなきゃならない。

　明みよう学がくの生徒数は八百人を超える。それだけの人数に立ちっぱなしで声を飛ばし続けるわけだから、体力的にも楽じゃなかった。

　初日は、緊きん張ちようも相あい俟まって男の俺でもヘトヘトになった。女子で、運動部でもないモブ子こは、倒れたっておかしくはなかった。だけど、モブ子は、額ひたいに前髪を張り付かせて息を切らせながら、倒れることなくやり遂とげたのだった。

　改めて、俺はモブ子がやる時はやる奴やつだってことを思い知らされた。

　まあ俺も、モブ子が倒れないように、魔ま法ほうの言葉を使ったんだけどな。

（おまえが生徒会長になったら、副会長に秋あき兎とを指名するんだ！　そしたら、今よりもっと秋兎と一緒にいられるようになるぞ！）

　ってな。

　俺がその魔法の言葉を使う度たびに、疲労の色に染まり切っていたモブ子の目が輝きを取り戻す様は、ちょっと面白かった。

　三日目からは、秋兎、ちえり、桜さくら子こ先せん輩ぱいが、日替わりで付き合ってくれるようになった。

　ちえりや桜子先輩が付き合ってくれた日は、男子どもが足を止めて人だかりができたり（桜子先輩に握手を求めてくる不届き者もいたが、それは俺がアイドルのマネージャーよろしく割って入って制した）、秋兎が付き合ってくれた時は、舞まい上がったモブ子が、「おはようございます！」と言うべきところを「オ、オハヨゴザイマス」と片言風味になったりもしたが、それはさておき。

　初めの何日かは奇異の目で見られることが多かったけど、次第に笑顔で挨拶し返してくれる奴が増えてきて……モブ子の言うとおりだって思ったよ。挨拶には、気持ちを晴れやかにして今日一日がんばろうって思わせてくれる効果があるってことが、実感できた。

　他にも色々やったよ。

　ポスターを作ったり、放課後に部室巡りをしてビラを配ったりな。

　ポスターやらビラやらの印刷物の類たぐいは、俺が作った。この手のデザイン系の作業は、嫌きらいじゃないし、そこそこ得意だったりする。

　実際、好評だったんだぜ？　俺が描かいた、アニメ絵調にデフォルメしたモブ子この似顔絵が可愛かわいいって話を聞いて、わざわざビラをもらいに来た奴やつまでいたぐらいだからな。

　そんな感じで、俺とモブ子は選挙活動に精を出していた。

　モブ子が生徒会長なんて、万が一にもありえないと思っていた。

　今も思っている。思ってはいるが、それでも、鶴つる木ぎや天あも羽うと、それなりにいい勝負はできるんじゃないかと手て応ごたえを感じることもあった。

　予備選突破も夢じゃない……と思いたいが、それもきっと希望的観測──ただの甘い見通しでしかないんだろう。

　俺たちは俺たちなりにがんばっているつもりだが、がんばっているのは俺たちだけってわけじゃない。

　去年も感じたことだが、明みよう学がくの会長選は、つくづくパフォーマンス合戦の色が強い。

　ピエロの格好でジャグリングをしながら公約を語る奴がいたかと思えば、校舎の屋上からバンジージャンプでビラを撒まく奴もいたし、自分が目指す学園の姿を、アニメーションという形でｗｅｂ上に公開する奴もいて……最後のアニメには、心底驚おどろかされたし、感心もした。時間は三十秒ほどと決して長いものじゃなかったが、キャラクターデザインも、作画も、音楽も、プロ顔負けのレベルで……しかも、それを全部一人で作ってるってんだから、とんでもない才能だった。ちえりが、「私、このアニメの人に投票する！」と言い出す場面もあったりしたが、余談だ。

　とまあ、今挙げたのはほんの一部で、もっと色んな奴が色んなパフォーマンスで自分をアピールしていたわけだが……一番目立っていたのは、天羽だろう。

　天羽のアピール方法の基本は、コスプレだった。『キュアライブ！』だけじゃなく、流行のアニメをしっかり押さえつつ、メイド服や巫女みこ服といった非アニオタにもわかりやすいコスも使って、歌ったり踊ったり。果ては撮さつ影えい会かいに握手会と……まったく、たいしたエンターテイナーだった。去年の現役アイドル以上にアイドルだった。

　派手なパフォーマンスをしない候補者も、いないわけじゃない。

　たとえば、鶴木だ。

　全校演説（これは候補者全員やる）と昼休みの校内巡り、あとはせいぜいポスターの掲示程度で、派手なパフォーマンスは一いつ切さいしていない。

　ちえりが、手伝うことがないって嘆なげいていたぐらいだ。

　でも、それで鶴木が注目されていないかといえば、そんなことはまったくなかった。

　パフォーマンス合戦になっているということは、それだけ、派手に振る舞まわなければ自分をアピールできない候補者が多いということであり、彼らが口にする公約は、総じて薄うすっぺらかった。耳みみ触ざわりのいいことだけを言う候補者が大半だった。

　そんな中、学園をより良くするために、ある種の痛みを強しいることを公言する鶴つる木ぎは、逆に目立っていた。

　鶴木の言葉には、彼女ならきっと明みよう学がくをより魅み力りよく的てきな学園に変えてくれると信じたくなるような力があった。

　何より、鶴木には、去年の文化祭で起きたトラブルを見事平定してみせたという、実績がある。

　鶴木が同学年から畏い敬けいの念を込めてクィーン・オブ・委員長と呼ばれるようになっただけでなく、上級生からも一目置かれるようになった、あの事件……実際には、秋あき兎とが裏で大きな力になっていたのだが、その話は、またにしよう。

　とにかく、鶴木は鶴木で順調にやっていて、最有力候補の一人と目されていた。

　最有力候補の一人ということは、鶴木と同等に支持を集めている候補者がいるということで……それは、天あも羽う詩しい歌かだった。

　どちらがより生徒会長に近い位置にいるかは、予備選で明らかになるだろう。

　鶴木や天羽にとってはただの通過点にすぎない予備選も、モブ子こにとっては、本当の意味での会長候補になれるか有う象ぞう無む象ぞうで終わってしまうかの分ぶん水すい嶺れいだ。

　そんな予備選を翌日に控えた放課後──事件は起きた。




　選挙活動中とはいえ、インコ部の活動を疎おろそかにするわけにはいかない。

　最後──になるかもしれない演説の前に、ルリとベニの餌えさと水を取り替えるべく、俺はモブ子と秋兎と三人で部室を訪れ、鶴木美み汐しおの裸を目もく撃げきしたのだった。

　正確には、裸じゃない。

　下着は、上も下も身につけていたわけだから、それは下着姿と呼ぶべき状態だった。

　もう少し、詳しく描写しよう。

　部屋には、鶴木の他に、もう一人──ちえりの姿があった。

　残念ながら、下着姿なのは鶴木だけで、ちえりは普通に制服姿だった。

　そして、下着姿の鶴木と制服姿のちえりが何をしていたのかといえば、鶴木はただ立っていただけで、ちえりは鶴木の見事に締しまったウェストにメジャーを巻き付けていた。

　採寸をしているのだということは、すぐにわかった。

　おそらくは、ちえりが鶴木用のコスプレ衣装を作るための採寸だろう。

　状況は、概おおむね把握できた。

　この間、およそ十秒。

　十秒もの間、俺が鶴木の下着姿を凝ぎよう視ししていたのかといえば、凝視していたのである。

　部室の扉を開けるのに、いちいちノックなんてしない。

　俺は、中に誰がいるかどうかなんて特に気にもせずに扉を開け、下着姿の鶴つる木ぎを目まの当あたりにした。

　驚おどろいた。

　当然、驚きはあったが、頭が真っ白になるほどじゃなかった。

　なぜなら、この手の所謂いわゆるラッキースケベな状況に遭そう遇ぐうするのは、初めてじゃないからだ。

　秋あき兎とと行動を共にしていると、たまにあるのだ。

　だから、俺がたっぷり十秒間、鶴木を凝ぎよう視ししたのは、驚きすぎて立ち尽くしたからではなく、せっかくのラッキースケベだ堪たん能のうしちまえ！　と開き直ったというのが理由の半分で。

　もう半分は、鶴木の、その造形美に溢あふれた肢し体たいの、ある部位に目が釘くぎ付づけになったからである。

　胸でも尻しりでもない。──背中だ。

「失礼」

　過失割合としては、鍵かぎを掛けていなかった中のふたりが大きいとは思うが、一応こちらから詫わびの言葉を口にして、俺は扉を閉めた。

　それから、振り返って、メガネを曇くもらせていた秋兎の頭を一発、殴った。

「痛っ！　なんで僕が殴られるの!?」

「おまえのせいだからだよ。おまえがいなきゃ、こんなラッキースケベは起こらないんだ」

　家じゃ、しょっちゅう小こ春はるがぱんつ丸出しでウロウロしてるが、それはノーカンってことで。

「言いがかりだよ……」

「は、春はる馬まくんっ！」

　眉まゆを八の字にして頭をさする秋兎の後ろにいたモブ子こが、非ひ難なんの声をあげた。

「なんで渡わた会らいくんを叩たたくのっ!?」

「なんでって……」

　ああ、そうか。

　立ち位置的に、こいつには中が見えてなかったんだな。

「鶴木が、裸になってたんだよ」

「えっ？」

「裸ってか、下着姿だけどな。ちえりもいた。ちえりが鶴木の採寸をしてたみたいだな」

「採寸……」

　大好きな渡会くんを俺に殴られた怒りで赤らんでいたモブ子の顔が、みるみるうちに青くなっていく。

「ちえりちゃんが、採寸……」

「入っていいぞ」

　扉の向こうから鶴つる木ぎの声がした。

「おう」

　俺は改めて扉を開け、

「な……っ!?」

　絶句した。

「どうした？　さっきより驚おどろいているようだが」

「驚くわ！　なんで裸のままなんだよ!?」

「裸ではないぞ。ちゃんと着ているではないか」

「ブラウス一枚羽は織おっただけじゃねーか！」

「いけないか？」

「いけないよ！　ちゃんと前を留めろ！　スカートを穿はけ！」

「そう言うな。渡わた会らいが性的興こう奮ふんを恋愛感情と取り違えて私に惚ほれるのでは……という、作戦なのだ」

　鶴木は両手を首の後ろに運んで軽く仰のけ反ぞり、立派な胸の双丘を強調してみせた。

「恥の概念がないのか、おまえは！」

「私は私のカラダに絶対の自信を持っているからな。なんら恥じることはない」

「おまわりさん、ここに露ろ出しゆつ狂きようがいます！」
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「生き真面目まじめな奴やつだな。仕方がない。服を着るから、そこで扉を開けたまま待っていろ」

「なんで開けたままなんだよ！　閉めさせろよ！」

　と言っている間に、鶴つる木ぎはスカートを穿はき、ブラウスのボタンを留めていた。早はえぇ！

「どうだ、渡わた会らい？　私のカラダを見た感想は」

　俺は問われた秋あき兎とを見た。

「えっと……その、大変、綺き麗れい、だった、と、思い、ます……」

　途切れ途切れに答えた秋兎は、またしてもメガネを曇くもらせて、絶妙に表情をわかりにくくしていた。

　便利だな、メガネ。

　その秋兎の後ろにいるモブ子こは、両手で顔を覆おおいつつ、指の間からしっかり鶴木を見ていた。

　むっつりスケベか、おまえは。

　俺は首の後ろをさすりつつ正面に向き直り、

「で、何やってたんだ？　おまえら」

　一応、訊たずねた。

「あのね、あのねっ。美み汐しおちゃんの衣装を作るのに、採寸させてもらってたのっ」

　ちえりが答えた。

「コスプレは、やめるって話だったろ」

　そう、コスプレでアピールする『コスプレ大作戦』は、結局、中止にしたのだった。

　天あも羽うが、コスプレをアピール方法のメインにしている以上、どうしたって二に番ばん煎せんじ感が出ちまうからな。

　それに、コスプレしたちえりや桜さくら子こ先せん輩ぱいは可愛かわいすぎて、ただでさえ目立たないモブ子が、いよいよ誰の目にも映らなくなっちまう。

　実際、挨あい拶さつ運動を手伝ってもらった時も、ちえりや桜子先輩のほうが、圧倒的に視線を集めてたからな。

　だから、少なくともモブ子に関しては、コスプレはなしって話だったのだが……。

「私が頼んだんだ。ある衣装を作ってもらいたくてな」

　鶴木が、ちえりの肩に手を置いて、言った。

「委員長が？」

「ああ。私がする分には、かまわないだろう？」

「そりゃあ……」

　たしかに、コスプレはなしって結論は、モブ子の選挙活動に於おいての話で、鶴木のほうでどうするかって話は、特にしていなかったが……。

「で、どんな衣装を頼んだんだ？」

「それは、秘密だ」

　鶴つる木ぎは、人差し指を唇に当ててウィンク。

　その隣となりで、ちえりが、シャッ！　と鋭するどい音を立てた。

　メジャーを勢いよく引っ張り出した音だった。

「さ。ゆんちゃんも採寸、しようか」

　ちえりは、小さな顔に満面の笑みを浮かべて一歩踏ふみ出し、モブ子こは逆に、「ひっ！」と息を吞のんで一歩下がった。

「ちゃんと採寸しないと、ぴったりの衣装が作れないよ～」

「ちえり」

「安心して、春はるくん。選挙の間はしないから。選挙の間は、ね……」

　ちえりの満面の笑みが、悪い笑みに変わった。

「プライベートでコスプレさせようって腹か」

「ふっふっふっ、そのとおり。だから、ゆんちゃん……」

　にじり寄るちえり。後ずさるモブ子。

「おとなしく、採寸させるのだーっ！」

「いやーっ！」

　ちえりとモブ子。ふたりの声が部室に響ひびき渡り、つられてルリとベニまでぎゃあぎゃあと喚わめき出した。うるさい。

　俺は、追いかけっこをしているちえりとモブ子から視線を外して、秋あき兎とと──いつの間にかその隣に移動していた鶴木を見た。

　秋兎は苦笑いを浮かべて頰ほおを搔かいていた。

　鶴木も、笑ってちえりとモブ子の追いかけっこを眺めていた。──が、その笑みは、どこか悲しげにも見えた。

　じゃれるちえりとモブ子の姿に、昔の自分と天あも羽うの姿を重ねているんだろうってことは、想像に難かたくなかった。

　そして、俺は思い浮かべる。

　さっき見た、鶴木の下着姿を。

　いや、スケベ目的じゃなくて。

　均整の取れた綺き麗れいな背中に刻まれた、痛々しい痕あとを。




　あくる日、予備選が行われた。

　この二週間、モブ子は本当にがんばったと思う。

　挨あい拶さつ運動に演説……あのモブ子が、人前で大きな声を出して、主張をしたんだ。

　私はここにいますって。

　どうか、私の存在をあなたの心に焼き付けてくださいって。

　訴えたんだ。

　それは、モブ子こにとって……いや、誰にとっても、すさまじく勇気の要る行動で。

　モブ子は、それをやって、やり遂とげたんだ。

　俺は、でも、感心はしても驚おどろきはしなかった。

　モブ子ならやれると信じていたからだ。

　モブ子は、知っている。

　がんばれないまま終わってしまう悔しさと苦しさを、誰よりも知っている。

　それは、がんばることの大切さを誰よりも知っているということでもある。

　だから、モブ子はがんばる。がんばれる。

　実はこの二週間の間に、一度だけ、モブ子が涙を見せたことがある。

　選挙活動を始めて三日目──放課後に、初めて演説をした時だ。

　朝の挨あい拶さつ運動で人前で声を出すことにある程度慣れていたとはいえ、挨拶と演説とじゃ、やっぱり勝手も難なん易い度ども違う。

　最初は、嚙かみ嚙みで声も小さくて、グダグダだった。

「聞こえねーぞ！」と文句も言われたし、「花なんか増やして誰が喜ぶんだよ！」と野次られもした。話の途中で帰っちまう奴やつもいたし、そもそも一いち瞥べつをくれるだけで足を止めもしないってのが大半だった。

　それでも、最後まで話を聞いてくれた奴はちゃんといたし、拍手をしてくれた奴もいた。

　モブ子が泣き出したのは、最後まで聞いてくれた奴らが去って、俺以外、まわりに誰もいなくなってからだった。

　橙だいだい色の空を見上げて、モブ子は泣いていた。

　声をあげることもしゃくりあげることもなく、ただ静かに、モブ子は見開いた二つの瞳ひとみから、ポロポロと涙を零こぼしていた。

　モブ子がなんで泣いているのか、俺にはわからなかった。

　野次られて傷ついたのか。最後まで聞いてくれた奴がいたのが嬉うれしかったのか。あるいはその両方だったのかもしれないし、もっと別の理由があったのか。

　それでも、その涙は、決して、ただ悲しくて流れ出たものではないと俺は思っている。

　なぜなら、

「モブ子？」

　という俺の呼びかけに、モブ子は俺を見て、笑みを浮かべ、こう言ったからだ。

「ありがとう」

　と。

　綺き麗れいだった。

　モブ子の、その涙に濡ぬれた笑顔は、息を吞のむほどに綺麗で、俺は見とれてしまった。

　見とれてしまって、涙の理由を訊きくことも笑顔の意味を問うことも、できなかった。

　モブ子こが笑うと可愛かわいいことは、知っていた。

　でも、綺き麗れいだと思ったのは、初めてで。

　俺は、まだまだモブ子の全部を知っているわけじゃないんだと、思い知らされたのだった。

　そんなこともありつつ、迎えた予備選。

　立候補者の総数は三十二名。うち、本戦に残れるのは上位四名のみ。狭き門だ。

　モブ子はがんばった。

　がんばった人間には報むくわれてほしいと思うのは、当然の人情だ。

　けれど、結果から言ってしまうと、モブ子は上位四人には入れなかった。

　落選した。

　それなりに手て応ごたえを感じていた俺は、四位以内はさすがに無理でも、十位以内ならいけるんじゃないかと期待していた。

　でも、それはただの希望的観測でしかなく、現実は厳きびしかった。

　モブ子の順位は、十六位で……三十二人中、ちょうど真ん中という、ある意味で非常にモブ子らしい順位と言えた。

　悪くはないが良くもない。

『普通』のラインを超えることは、できなかった。

　モブ子の選挙は、終わった。

　一方、鶴つる木ぎは二位で予備選を通過し、本選へと駒こまを進めた。

　今回の話を、鶴木とモブ子の対決の物語として見るなら、話は終わりだ。

　モブ子は、恋こい敵がたきの一人である鶴木美み汐しおに挑いどみ、敗れた。

　だから、ここから先を語るとするなら、それはもうモブ子の物語じゃない。

　蛇足だ。

　だとしても、俺は語る。

　モブ子の物語としてではなく、鶴木美汐の物語として──友達の物語として、語る。
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「んーっ！」

　モブ子こが大きく伸びをした。

　予備選の結果が発表されたその日の放課後である。

「ご機き嫌げんだな」

　部室にいるからモブ子はマスクをしている。顔が半分隠れていても、モブ子が明るい表情をしていることはわかった。

「だって、やっと終わったんだもん」

　語尾に「もん」とかついちゃってるあたりにも、モブ子のご機嫌ぶりが表れていた。

「落選のショックは、ないんだな」

「んー……」

　モブ子は小首を傾かしげつつ、マスク越しに唇に人差し指を添え、答えた。

「上位四人なんて絶対にムリなのはわかってたし、最後までやり遂とげられたって達成感のほうが強いかなぁ」

「ふむ……」

「渡わた会らいくんにも、いっぱい褒ほめてもらったし！」

「まぁ、そうだな」

　たしかに、選挙活動中、秋あき兎とは何度もモブ子を褒めていた。

（森もり崎さきさんは、すごいね）

（森崎さんは、えらいね）

（森崎さんは、本当にがんばり屋さんだね）

　鶴つる木ぎに勝てなかったとはいえ、がんばりを秋兎には評価してもらえたのだから、モブ子の選挙活動は無駄じゃなかったってことだ。

「それに、これで友達と競きそい合わなくていいんだもん。嬉うれしいよ」

「友達……」

「あ」

　モブ子は気まずそうに肩を竦すくめた。

「私が委員長の友達なんて、おこがましいかな」

「いや……」

　つくづく、モブ子と俺は似ているな、と思わされる。

「おまえと委員長は友達だよ。おまえがあいつを友達だって思ってるなら、あいつもおまえを友達だって思ってくれてる」

「そう……なのかな。そうだといいなぁ」

「俺が保証する」

　秋兎の受け売りだけれど、かまわないよな。

「なら……うん、信じる」

　モブ子こは両手の指を合わせて、微笑ほほえんだ。

「でも……」

「でも？」

　指を合わせたまま、モブ子はうつむいた。

「友達と競きそい合うのが嫌いやなんて、私には言う資格、ないよね……」

　ちえりのことを言ってるのか。

「もう、それは言うな。譲ゆずれないものがあって、それのために誰かと競う必要があるのなら、もう、どうしようもないだろ」

「うん……」

　モブ子は顔を上げた。

「ごめんね、もう言わない」

　俺は頷うなずいて、鞄かばんを手に取った。

「よっし、もう帰ろうぜ」

　秋あき兎と、ちえり、桜さくら子こ先せん輩ぱいの三人からは、当分、部活には顔を出せないと言われていた。

　ちえりは、まあわかる。バイトがあるし鶴つる木ぎに頼まれた衣装を作ってるんだろう。

　秋兎と桜子先輩は、何だろうな？　ふたり揃そろって当分来られないってことは、何かあるんだろう。

　鶴木は……。

　鶴木からは何も聞いていないが、二日後の本選挙までは、部活に顔を出す時間なんてないだろうしな……。

　帰っちまっても問題はないだろ。

「鶴木さんの選挙活動、手伝わなくてもいいのかな？」

「あー……」

　それは悩ましいところだな。

　友達として鶴木を応援したい気持ちはあるが、神しん樹じゆ祭さいを復活させたくないっていう天あも羽うの望みを叶かなえるためには、鶴木を勝たせるわけにはいかないんだよな……。

「手伝いたいか？」

「それは、もちろん。うん」

「友達……だもんな」

　自分で口にした友達という単語が胸に刺さった。

「とはいえ、何を手伝うのかって話だよな……」

「うん……」

　モブ子は秋兎たちに挨あい拶さつ運動に付き合ってもらったり、ビラ配りに協力してもらったりしたが、鶴つる木ぎには結局ほとんど何もしてないんだよな。

　ポスターをちえりが作ったぐらいか？

　鶴木が具体的な協力を何も求めてこなかったってのもあるが、それは、モブ子こへの配はい慮りよだったんだろうしな……。

「まあ、何か考えてみるか」

　そう言って誤ご魔ま化かした俺に、モブ子は「うんっ」と嬉うれしそうに頷うなずいた。

　俺ならいいアイデアを思いついてくれると信じてるって感じだ。

　悪いが、期待には応こたえられないぞ、モブ子……。




「ウドウくんは、私に投票してくれたのかしら？」

　その声が聞こえてきたのは、部室を後にした俺とモブ子が、二階と三階の間の踊り場にさしかかったところでだった。

　反射的に、俺が「しっ！」とモブ子に向けて人差し指を立てたのは、その声が知っている声だったからだ。

（今の声って……）

　モブ子は頷きつつも、俺の耳元に顔を寄せて、囁ささやいてきた。

（もしかして、天あも羽うさん？）

　俺も囁きで返す。

（ああ）

　この二週間、何度も聞いた声だから間違いない。

　天羽だ。

　でも、なんでここに天羽が？

　秋には取り壊こわされることが決まっている旧校舎を使っているのは、俺たちインコ部だけだ。

　部を立ち上げて以来、部員以外の生徒に遭そう遇ぐうしたことは一度もない。

「俺が誰に投票しようと、あんたに関係ないだろ」

　天羽は、どうやら一人じゃないようだった。

　男の声だった。

「つまり、私には入れてくれなかったのね。なら、誰に入れたのかしら？　鶴木美み汐しお？」

「だったら、どうだっていうんだ」

「理由を教えてくれないかしら？　鶴木美汐を選んだ理由を」

　ちっ、と男が舌打ちをした。

「予算だよ。あいつが会長になったら、結果を出してる部は予算が増えるんだよ」

「野球部は結果を出しているものね」

　野球部？

　天あも羽うは、相手の男のことをウドウって呼んでたよな。

　野球部でウドウってことは……有う働どう研けん吾ごか？　キャプテンの。

　野球部のキャプテンと天羽が、こんなところで何の話をしてるんだ？

（もう少し、近づいてみるぞ）

（う、うん）

　俺たちは、姿勢を低く、音を殺して、階段を下りた。

　手て摺すりの陰から、そっと顔を覗のぞかせる。

　……見えた。

　天羽と有働は一階と二階の間の踊り場にいた。

　有働は壁かべを背にしていて、天羽はその目の前に立ち、有働に流し目を送っている。

　距離が、やけに近い。

「部活動予算の増額なら、私だって公約にしているわよ？」

「あんたは、全部の部の予算を上げるって言ってたろ。現実味がねぇんだよ」

「あら、意外とバカじゃないのね。でも……」

　ふふっ、と蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべて、天羽は有働に身を寄せた。

「利口でもないわね。私を生徒会長にしてくれたら、今よりもっとずっと楽しい学園生活が送れるようになるのに……」

　天羽は、有働の首に両腕を絡めて、片脚を持ち上げた。

　捲まくれたスカートから露あらわになった真っ白な脚が、有働の脚に当たっている。

　ゴクリ、と有働が唾つばを吞のむ音が聞こえた。

「お、俺が一票入れたところで、たいした意味は……」

「そうね。あなたの一票だけじゃ、意味はないわね。でも、あなたは一人じゃないでしょう？　あなたの下には、大勢の部員がいるじゃない」

「おまえに投票するよう、部員に命じろって言うのか」

「それで、甘い思い出がたくさん作れるのよ？　悪い話じゃないでしょう？」

　それは、明らかな色仕掛けであり、裏取引だった。

　なるほど、こんなことは人目のある場所じゃできない。

（どうすりゃいいんだ、これは……）

　呟つぶやいた俺の肩を、モブ子こが叩たたいた。

（なんだ？）

（肩に、ゴミが──）

　返答の最中に、モブ子の顔が大きく崩くずれた。

　それが、くしゃみの前触れであると気づいた時には、遅かった。

「きっ、ちゅん！」

　モブ子この珍妙なくしゃみが、旧校舎に響ひびき渡った。

「お、おいっ！」

「ご、ごべんなざい……」

　モブ子はずずっと洟はなを啜すすり上げつつ、俺の左肩を指さした。

「はるばくんのかたに、ごびがついてて」

「肩？　ゴミ？　……あ」

　フケか！

　俺は自分の左肩に触れ、その手を見た。

　指先に、微量ながら白い粉末が付着していた。

　間違いない、フケだ。っても、俺のじゃないぞ。ベニのだ。

　さっき、部室でしばらくベニを肩に乗せてたんだよ。

　つまり、こういうことだ。

　俺のすぐ後ろにいたモブ子は、俺の肩がベニのフケで汚れていることに気づいて、払ってくれた。

　迂う闊かつにも、自分が鳥アレルギーであることを忘れて、だ。

　俺はブレザーの内ポケットからハンカチを取り出して、モブ子の顔に押しつけた。

　そして、立ち上がり、振り返る。

　天あも羽うと目が合った。

「盗み聞きとは、いい趣味してるわね」

　腕を組み、蔑さげすむような目で俺を見ている天羽は、身長でいえば俺のほうが二十センチ以上高いはずなのに、見下ろされているような圧迫感があった。

「有う働どうはどうしたんだ？」

　天羽は組んでいた腕を解ほどいて、サイドポニーを搔かき上げた。

「逃げたわよ。つまらない男ね」

　そりゃあ、野球部は地区予選を順調に勝ち進んでる最中だもんな。校内の選挙とはいえ、キャプテンが不正に関わったとなれば、野球部全体がとばっちりを受けかねない。

「私を押し倒そうとしたって言いふらしてやったら、あいつ、どうなるかしら？」

「やめとけよ。事実じゃないだろ」

「つまり、一部始終を見ていたわけね。おめでとう」

「……？　何がおめでとうなんだ？」

　天羽は、くすっと笑って、

「武器を手に入れたじゃない。あなたたちが見たことを生徒会に報告すれば、私は終わりよ。動画ぐらいは撮とっていたんでしょう？」

「あ……」

「撮とってなかったの？　マヌケね。でも、証拠がなくても言いふらせば私への票は確実に減るでしょうね」

「……言いふらされたいのか？」

　ふふっ、と天あも羽うは軽やかに笑った。

「そんなことはないわよ。黙だまっていてくれるなら、もちろん、そのほうがありがたいわ。……黙っていてくれるなら──」

　俺に歩み寄りながら自分の唇に人差し指で触れた天羽は、

「──気持ちのいい思い出を、作ってあげるわよ？」

　その人差し指を、俺の唇に軽く押し当てた。

「な……っ!?」

　こ、これは、所謂いわゆる一つの、か、間接キ──

「だめーっ！」

　モブ子この悲ひ鳴めいじみた声にハッとなって、俺は飛び退のいた。

「春はる馬まくんには好きな人がいるんです！　へ、変なことをしないでくださいっ」

　モブ子が、俺と天羽の間に、まるで俺を庇かばうように立った。

「変なこととは失礼ね。……って、あなたたち、付き合ってるんじゃないの？」

「ち、違──」

「違いますっ！」

　俺も否定しようとしたが、それより早く力強く、モブ子が否定した。

　俺たちが恋人関係じゃないのは事実だけど、女子にこうもきっぱりと否定されると、やっぱりちょっと切ないな……。

「あら、そうなの？　ま、どうでもいいけど」

　ふん、とつまらなそうに鼻を鳴らして、天羽は背中を向けた。

「ま、待てっ！」

「なによ」

　顔だけを振り向かせた天羽に、俺は問う。

「なんで、こんな……買収みたいな真似まねをするんだ？　予備選じゃ、おまえのほうが鶴つる木ぎより上だったってのに」

　そう。

　予備選の順位は、天羽が一位で鶴木が二位……しかも、一位と二位の間には、実に百票近い差があった。

　有利不利でいえば、現状、天羽のほうが圧倒的に有利ということになる。

　こんな、バレたら一発アウトになるような不正をする理由は、ないはずなのに。

「そんなの、決まってるじゃない」

　天あも羽うは、甘える子猫のように細めた目を一転、大きく見開いた。

「勝つためよ」

　その目から放たれた強烈な感情に打ち据えられて、俺は一歩後ずさった。

　俺の前に立っていたモブ子こが、縋すがるように俺のブレザーをつかんできたのも、同じ理由だろう。

　天羽は正面に向き直り、階段を下り始め──すぐに足を止めた。

　階段の下に、まるで天羽の行く手を阻はばむように立つ人ひと影かげがあった。

　鶴つる木ぎだ。

　天羽は、時間にして十秒ほどだろうか、無言で鶴木と睨にらみ合い、無言のまま去っていった。

　鶴木も何も言わなかった。

　天羽の姿が下げ駄た箱ばこの向こうに消えると、鶴木は長い息を吐き、それにつられて俺もモブ子も同じように息を吐いた。

「いつからいたんだよ」

「最初からだな。彼女が男と連れだって旧校舎のほうに歩いていくのを見かけて、つけてきたんだ。元々、部室に顔を出すつもりでもあったが」

「なら、全部聞いてたんだな」

「ああ」

「どう……するんだ？」

　鶴木は顎あごに手を添え数秒考えてから、俺とモブ子を見上げて、答えた。

「南みな代しろ……森もり崎さきも……ここで見聞きしたことは、内密にしてくれないか？」

「……いいのか？　せっかく手に入れた武器を、わざわざ捨てちまって」

　鶴木は頷うなずいた。そして、苦笑いを浮かべて言った。

「割り切るというのは、意外と難むずかしいものだな。私は私のエゴを通すためなら何も厭いとわないつもりでいたというのに」

　非情にはなりきれない……か。

　そりゃあ、そうだよな。

　天羽と昔のような親友関係に戻りたいと願っている鶴木が、天羽の足を引っ張るような真似まねをしたいと思うはずがないんだ。

「だから、どうか……頼む」

　頭を下げる鶴木に、俺とモブ子は顔を見合わせ頷き合ってから、「わかった」「う、うん」と答えた。

「ありがとう」

「あ、あのっ」

　顔を上げた鶴木の前に、モブ子がパタパタと階段を下りていった。

「わ、私の選挙は終わったから……だからっ」

　モブ子こは鶴つる木ぎの手を取って、言った。

「これからは、委員長の選挙を、て、手伝いますっ。手伝わせて！　……ください」

　鶴木は小さく笑って頷うなずいた。

「なら、部長にも一緒に着てもらおう。元より、そのつもりではあったのだがな」

　へっ？　と間抜けな声を出したモブ子の顔は、俺の位置からでは見えないが、ひきつっていたに違いない。




　次の日の放課後、体育館前で行われる鶴木の演説を、俺とモブ子、それにちえりの三人が手伝うことになった。

　手伝うっても、俺はただ立ってるだけだけどな。

　モブ子とちえりにしたって、立ってるだけってのは、俺と変わらない。

　ただ、ふたりの場合、俺とは違って立ってるだけでも演出として機能しているわけだが。

　ふたりと俺の違いは、衣装だ。

　ちえりの作った衣装に、モブ子、ちえり、それに鶴木の三人は、身を包んでいた。

　浴衣ゆかたである。

　生地の色も柄も、それぞれ違っている。

　ちえりが、四人それぞれに似合うように作った浴衣が、似合わないわけがない。

　四人──。

　そう、ちえりは、桜さくら子こ先せん輩ぱいの分も含めて四人分の浴衣を作ったのだった。

　二日足らずで四着もの浴衣を作成したちえりは、睡眠時間をずいぶん削ったらしく、目の下に熊くまを飼っていた……もとい、隈くまができていた。

　桜子先輩は、この場にはいない。声をかけはしたのだが、「ごめんなさい。外せない用事があって……」とのことだった。

　秋あき兎ともいない。桜子先輩と同様、鶴木の応援以上に大事な用事があるらしい。

　皮肉るつもりはない。桜子先輩も特殊な事情を背負った人だし、秋兎はもう本当に色々ある奴やつだから仕方がない。

　桜子先輩の浴衣姿が見られないのは、甚はなはだ残念ではあるが。

　浴衣を作ったちえりも、桜子先輩の不在を嘆なげいてはいたが、モブ子と鶴木に、自分の作った浴衣がイメージどおりに似合っていたことで、ご機き嫌げんになっていた。

　ガチガチに緊きん張ちようして、本人は精一杯笑ってるつもりでも顔がひきつりまくっているモブ子と手を繫つないで、明るい笑顔を振りまいている。

　そんなふたりを傍かたわらに従えて演説する鶴木は、綺き麗れいだった。

　浴衣という和の装よそおいが、似合いすぎるほどに似合っている。

　本来は略装であるはずの浴衣ゆかたが、鶴つる木ぎの、剣つるぎのようにまっすぐな姿勢と視線と相あい俟まって、決戦装しよう束ぞくのように見えた。

　浴衣がコスプレに分類されるのかどうかはさておき、鶴木が制服以外の格好で演説するのは初めてであり、浴衣姿で鶴木が何を訴えるかといえば、自分が生徒会長になったら市に神しん樹じゆ祭さいの再開を提案したいという、彼女が生徒会長を目指す、一番の理由だった。

　選挙活動開始前──部室で語ってくれた、鶴木の二大公約の一つ。

　鶴木にとっては、先述のとおり、彼女が生徒会長を目指す一番の理由であるはずなのに、昨日までの選挙活動で、鶴木がそれを公約として一般生徒の前で語ることはなかった。

　神樹祭のために生徒会長になろうとしている自分を、自分の行為を、鶴木はエゴと呼んでいた。

　自分のエゴに全校生徒を巻き込むことへの躊躇ためらいが、やはりあったんだろう。

　その躊躇いを、ここに至って鶴木は捨てたわけだ。

　鶴木の演説は、神樹祭の再開を訴えるその声は、かつてなく強い響ひびきを持っていた。

　単純な声量だけの話じゃない。

　いや、声量もすさまじかったが。

　鶴木はマイクを使わない。マイクなしで、それでも学園中に響き渡っていると確信できるほどに、鶴木の声はよく通っていた。

　その、圧倒的な声量に加えて、鶴木の声には聞く者の意識を引きつけて離さない力があった。

　実際、新校舎の昇降階段前という、一番目立つ場所でコンサートまがいの演説をしていた天あも羽うから、一人、また一人と聴衆がこちらに流れてきているのは、鶴木の声の力だろう。

「生徒諸君！　諸君は、かつてこの明みよう神じん市しに、神樹祭と呼ばれる祭りがあったことを、覚えているだろうか!?」

　鶴木は語る。

「明神学園の文化祭が、神樹祭と合同で行われていたことを、覚えているだろうか？

　明みよう学がく生せいのお兄さんお姉さんたちが、楽しげに屋台を営業し、ステージの上で生き生きと歌い踊っていた光景を、私は鮮明に覚えている。その光景に憧あこがれたからこそ、私は進路に明神学園を選んだのだ！」

　鶴木は問う。

「私は、神樹祭に楽しい思い出がある。幸せな思い出がある。諸君は、どうだ？」

　鶴木は伝える。

「五年前の、あの痛ましい事故以来、神樹祭は開催を見送られてきた。そして、今、神樹祭が行われていた神樹の森公園は、再開発計画により、消え去ろうとしている。この街と、この街に住まう人々を数百年の長きにわたり見守り続けてきた神樹もまた、然しかりだ！」

　鶴木は訴える。

「私は、神しん樹じゆ祭さいを悲しい思い出のまま、終わらせたくはない。

　私は、神樹祭を再開させたい！

　明みよう神じん学園の生徒会長という立場を得て、明みよう学がく生せいの総意として、再開を、市に……天あも羽う市長に直じき訴そしたい！

　死者も出た大きな事故だった。生涯消えない傷を、身体からだに、あるいは心に負った人もいる。そういった人たちにとって、神樹祭の再開は望まれないものかもしれない。

　でも！

　それでも私は、神樹祭の再開を願う！

　願わずにはいられない！

　私に楽しい思い出をたくさんくれた神樹祭を！

　私に幸せな思い出をたくさんくれた神樹祭を！

　私が愛した神樹祭を！

　この街の子供たちに、知ってほしい！

　そして、愛してほしい！

　街の人たちと明学生が力を合わせて祭りを盛り上げる姿を、未来の後こう輩はいたちに見てほしい！

　今しかないのだ！

　今を逃せば、神樹と神樹の森公園は失われ、神樹祭は永久に開催されることはない。

　だから、どうか！

　どうか、私に力を貸してほしい！

　最後の悪わる足搔あがきをさせてほしい！

　諸君の中に、神樹祭の再開を願ってくれる者がいるのなら。

　私の、エゴにも等しい願いに賛同してくれる者がいるのなら。

　どうか、私を生徒会長に選んでほしい！

　お願いします……！」

　鶴つる木ぎが深々と頭を下げると、聴衆から大きな拍手が湧わき起こった。

「神樹祭、俺も好きだったぜ！」

「がんばれよ！」

「神樹祭、守ってね！」

　そんな声も聞こえてきた。

　ほら、な？

　神樹祭を再開させたいって願いは、エゴなんかじゃなかっただろ？

　顔を上げた鶴木は、聴衆の反応が意外だったのか、まず目を丸くして、それから笑った。

　少し照れくさそうなその笑みには、涙のおまけがついていた。




　翌日、鶴つる木ぎは今度は昼休みに、場所を中庭に移して昨日と同様の演説をした。

　聴衆の数は昨日よりもずいぶん多かった。昼休みの中庭だから人が多いのは当然で、だから聴衆も多くて当然──ということにはならないんだな、これが。

　昼休みの中庭での選挙活動って、ウザがられるんだよ。

　誰かが演説を始めたとたん中庭から人が減るなんて光景は、珍しくもない。

　鶴木は、違った。

　鶴木が演説を始めると、人が減るどころか、逆に増えたのだった。

　それはつまり、鶴木の演説を、わざわざ聴きにきてくれた奴やつ等らがいたということだ。

　昨日の鶴木の演説が、早さつ速そく話題になっているらしいと教えてくれたのは、ちえりだった。

　あの、クィーン・オブ・委員長が、涙さえ浮かべて自みずからの願いを叫んだことが話題になっているのか、神しん樹じゆ祭さいの再開に賛同してくれる奴が思いの外に多かったということなのかは、わからない。あるいはその両方なのかもしれない。

　浴衣ゆかたも、効きいたのかな。

　神樹祭が行われるのは秋で、実のところ浴衣は微妙に時期を外していたりするのだが、演出としてはアリだよな。祭りの復活を訴える格好としてはわかりやすい。

　写真を撮とってる奴も少なからずいる。ちえりを撮ってる奴はほぼ例外なく男だが、鶴木は女子にもカメラを向けられていた。まあわかるよ。鶴木の綺き麗れいさは、同性の目から見ても憧あこがれるよな。

　残念ながらというべきか、モブ子こを積極的に撮っている奴はいなさげだった。鶴木とちえりを撮って、なんとなくその流れで撮っている……的な撮られ方しかしていない。

　モブ子の名誉のために言っておくが、モブ子の浴衣姿だって、ちゃんとそれなりには可愛かわいいんだぜ？　鶴木やちえりと比べると見み劣おとりするってだけで……。

　桜さくら子こ先せん輩ぱいの姿は、今日もない。秋あき兎ともだ。

　秋兎は、授業中も昼休みの今も、机に突っ伏して寝っぱなしだった。教師に注意される度たびに一いつ瞬しゆん目を覚ましては、またすぐに寝るって感じで、三時限目の体育に至っては、走りながら寝ている始末だった。

　また何か、現実離れした事情で疲れ切っているんだろうってことは、想像に難かたくない。

　桜子先輩とは、会っていない。メールを送ってみたが返事はなかった。心配になって、さっき秋兎を無理やり叩たたき起こして桜子先輩の安否を訊たずねてみたところ、返ってきた答えは、「だい、じょう、ぶ……僕と、同じ、だけ、だか……ら……ｚｚｚ」だった。秋兎と同じということは、桜子先輩も疲れ切って机に突っ伏している……ということなのだろうか。それは大丈夫とは言わねえだろ、と額ひたいにチョップをくらわせてみたが、その程度じゃ秋兎は起きなかった。

　というわけで桜子先輩も秋兎もいないわけだが、昨日も今も、桜子先輩の不在は、ある意味でラッキーなのかもしれない。

　浴衣ゆかた姿の桜さくら子こ先せん輩ぱいなんて、華がありすぎて、どうしたって鶴つる木ぎより目立っちゃうからな……。

　ともあれ、昼休み、中庭での鶴木の演説は、昨日の放課後よりもさらに多くの生徒に聴いてもらうことができた。

　そして、この時間、天あも羽うを含めた他の三人の候補者も、校内のどこかで何らかの選挙活動を行っていたはずだ。

　本選挙の投票が行われるのは、今日の六時限目の終了後。各教室のＨＲにて投票用紙が配られ、各自記名の後、担任が回収する。予備選の時と同じだ。

　投票用紙を前に、俺は悩んだ。

　モブ子このために、天羽をモブ子の新たな恋こい敵がたきにしないために、天羽に投票すると決めていたはずなのに。

　いざ、投票用紙を前にしたら、決意が揺らぐだろうなとは思っていた。

　案の定すぎて、笑えない。

　モブ子を見る。

　とっくに記名を終えたらしいモブ子は、二つ折りにした投票用紙を握りしめ、祈るように目を閉じていた。

　モブ子が何を祈っているのかといえば、それは当然、鶴木の当選だ。

　友達だもんな。当然だよな。

（なあ、モブ子）

　俺は心の声でモブ子に問う。

（俺が鶴木じゃなく天羽に投票したって言ったら、おまえはどう思う？）

　怒るか？　呆あきれるか？

（俺が、おまえのために鶴木じゃなく天羽に投票したって言ったら、おまえはどう思う？）

　怒るか？　呆れるか？

　それとも、悲しむか？

　問うまでもなかった。答えは明白だった。

　悲しむに決まっている。

　モブ子は、そういう奴やつだ。

　俺は──。

　俺は、どうすればいいんだ？

　モブ子のために、モブ子を悲しませるのか？

　嫌いやだ。

　モブ子を悲しませるのは、嫌だ。

　なら。

　俺は。

　俺が投票すべき相手は──。




　翌日の昼休みを、俺は暗あん澹たんたる気持ちで迎えた。

　投票結果は、翌日の昼休みに、校内放送で発表される。

　つまりは、今だ。

　俺、モブ子こ、秋あき兎と、ちえり、そして当事者である鶴つる木ぎと、三年の教室からわざわざ出向いてくれた桜さくら子こ先せん輩ぱいの六人は、発表の放送を、言葉なく待っていた。

　モブ子は、昨日の投票時と同じように、祈っていた。目を閉じ、投票用紙を握りしめる代わりに胸の前で両手を組んで。その隣となりにいるちえりも同じ格好だ。

　スピーカーをじっと見つめている秋兎の顔には、濃こい疲労の色が滲にじんでいた。この二、三日でずいぶん窶やつれたようにも見える。ついさっきまで、昨日と同様、寝っぱなしだったしな……。一体、何をしてそんなに疲れているのか。

　その秋兎の傍かたわらにいる桜子先輩も、秋兎と同じように疲れた顔をしていた。元々、色の白い人だけれど、今は青白く見える。

　桜子先輩は、青白い顔に穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべながら、でもやっぱり起きているのが辛つらいのか、時折、瞼まぶたが閉じかかっていた。

　そして、鶴木は。

　運命の発表を待つ当人は、腕を組み、目を閉じて、ただ静かにその時を待っている。

　俺は──。

　先述のとおり、暗澹とした気持ちで、この場にいた。

　昨日、俺が悩みに悩んだ末に投票用紙に書いた名前は、天あも羽う詩しい歌かじゃなく鶴木美み汐しおだった。

　結局、俺は、土ど壇たん場ばで決意を翻ひるがえしてしまったのだった。

　モブ子のためなら、鶴木を──友達を裏切ることだって辞さないと心に決めたはずだったのに。

　俺には、結局、鶴木を裏切ることはできなかった。

　モブ子を悲しませないためだと、自分で自分に言い訳をしながら、俺は鶴木に投票したのだ。

　モブ子のために鶴木を裏切ろうとして、モブ子のためにそれをやめた。

　モブ子のためという一点に於おいてブレていないようにも見えるが、そうじゃない。

　俺が天羽じゃなく鶴木に投票したのは、結局のところ、俺が鶴木に投票したかったからだ。

　モブ子のためじゃなく、俺自身の意志だ。

　なのに、それをモブ子のためと自分に言い訳しているあたり、我ながら小物すぎる。

　そんなわけで、俺は昨日からずっと、自分の小物っぷりに落ち込みっぱなしなのだった。

（すまん、モブ子……）

　俺が、祈るモブ子の横顔に向けて心の中で謝あやまったのと同じタイミングで、『ピンポンパンポーン』という、校内放送の開始を告げる音が、スピーカーから流れ出した。

『校内放送です。第二十三代明みよう神じん学園生徒会長選挙の結果をお知らせします』

　その時が、きた。

『候補者は、二─Ａ組天あも羽う詩しい歌かさん、二─Ｂ組成なる宮みや典てん明めいくん、二─Ｃ組鶴つる木ぎ美み汐しおさん、一─Ａ組来くる栖す透とう子こさん──』

　放送が始まる直前まで、二─Ｃの教室は、いつもの昼休みと変わらずざわついていた。

　今は、授業中のように──いや、それ以上に静まり返っている。

　うちのクラスだけじゃない。学園中から音が消えていた。

　生徒会長の栄冠──栄冠と言っていいだろう、明みよう学がくの場合──に輝くのは、一体誰なのか。

　程度の差はあれ、誰もが結果を気にしていた。

　クラスの連中の視線が、俺たち六人に──その中心にいる鶴木に、向けられている。

『──以上四名のうち、有効投票数二百九十三票を獲かく得とくして当選したのは──』

　俺は鶴木を見た。

『──二─Ａ組、天羽詩歌さんです』

　その結果を、鶴木は目を閉じたまま聴いていた。




　当選者の発表の後、落選した三人の投票数も発表された。

　鶴木は二百八十九票で、第二位だった。

　当選した天羽との差は、わずか四票。

　この結果に言葉を失ったのは、俺たちだけじゃなかった。

　放送が終了して数分が経過し、学園中がいつもどおりの音を取り戻しつつある中、二─Ｃの教室だけが静まり返ったままだった。

　誰もが何も言えないまま、鶴木を見ていた。あるいは鶴木を見ないようにしていた。

　誰もの中には、当然、俺も含まれていた。

　何を言えばいい？　何て言えばいい？

　惜しかったな、か？

　たしかに惜しかった。予備選の時には百票近くあった差が、四票差にまで縮ちぢまったんだ。

　鶴木が精一杯自分の願いを叫んだことは、無駄じゃなかった。

　いや、負けたんだから結局は無駄なのか。

　惜しかったことに意味はない。

　なら、何て言う？　残念だったな、か？

　神しん樹じゆを守るための最後の手段を失ってしまったことは、鶴木にとって残念で片づけられることなのか？

　そんなわけがない。

「どうしたどうした、みんな。何をそんなに暗い顔をしているんだ」

　パンパンと手を叩たたいて教室を支配していた静寂を打ち破ったのは、鶴つる木ぎだった。

「皆が落ち込む必要はないぞ。私の力不足が招いた結果だ。このクラスには私に投票してくれた者も多いと思うが、その期待に応こたえられなかったことが何よりも残念だ。本当にすまない」

　立ち上がり、努つとめて元気な声を出している鶴木を、俺は見ていられなかった。

「天あも羽う新会長ならば、皆の学園生活をより良くしてくれると、私は信じている。だから、どうか皆も──」

「は、春はる馬まくん……」

　目を逸そらしていた俺の腕を、モブ子こが引っ張った。

「なんだよ」

「あれ……」

　と、モブ子が指差したのは、鶴木だった。

「皆、も、どうか……」

　鶴木は泣いていた。

　笑いながら、その笑みを、涙で濡ぬらしていた。

「あ、天羽新会長を、さ、支え……」

「もういいよ、委員長」

　秋あき兎とだった。

　鶴木の手をつかんで、止めたのは。

「渡わた会らい……」

「無理は、しないで」

　鶴木の笑みが、崩くずれた。

　秋兎の手に縋すがって、鶴木は声をあげて泣いた。

　あの、いつも自信と確信に満ちあふれていた鶴木美み汐しおが。

　みんなが畏おそれ敬うやまうクィーン・オブ・委員長が、顔をぐしゃぐしゃにして、人目も憚はばからずに泣きじゃくっていた。

（鶴木……）

　俺は、鶴木を、俺やモブ子とはまったく違う種類の人間だと思っていた。

　俺やモブ子みたいに、叶かなわない想おもいを抱えて生きている人間の気持ちは、鶴木には理解できないと思っていた。決めつけていた。

　でも、今、秋兎の手に縋って泣いている鶴木は、叶わない想いを抱えて生きる人間そのものだった。

　俺やモブ子と、何も変わらない。

　バカだな、俺は。
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　人はみんな同じだって。

　誰もが特別で、誰もが普通なんだって、モブ子こが教えてくれたのにな。

　鶴つる木ぎは違うんだって、あいつだけは特別なんだって、差別してた。

　鶴木が俺たちを理解できないんじゃない。俺が鶴木を、理解できないって決めつけて理解しようとしなかっただけだ。

　ホント……バカだよな、俺は。

　最低の、大バカ野郎だよ。

「埋め合わせは、しなくちゃな」

　でも、どうやって？

　俺に何ができる？

「なあ、秋あき兎と」

　俺は秋兎に歩み寄り、声をかけた。

　秋兎は震えていた。

　女の子の涙にトラウマがある秋兎にとって、今のこの状況は、逃げ出したいほどに苦しいはずだ。

　秋兎は、しかし、逃げ出しも鶴木を振り払いもせず、涙を受け止めている。

　秋兎は顔だけを振り向かせて、俺を見た。

「俺は、どうすればいい？　おまえはどうする？」

　秋あき兎とは窶やつれた顔に小さな笑みを浮かべて、答えた。

「春はるがどうするべきかは僕にはわからないけど……僕は、僕にできることをするよ」

　秋兎は、つまりこう言っているのだ。

　自分で考えろ、と。

　俺がどうするべきかの答えを、秋兎が持っているわけがない。

　俺がどうするべきかの答えを持っているのは、俺だけだ。

　突き放されたわけじゃない。

　秋兎はちゃんと教えてくれている。

　俺が求めている答えが、俺の中にあることを。

　それで、十分だった。

「サンキュな、秋」

　俺は回れ右をして数歩歩き、今もまだ泣きじゃくっている鶴つる木ぎを心配そうに見つめているモブ子この手を取った。

「は、春はる馬まくん？」

「行くぞ」

「えっ？」

　モブ子は驚おどろき戸と惑まどいながらも、俺の手を振り払おうとはしなかった。

「俺は、俺にできることをやる。おまえも付き合え」

　俺のその言葉に、モブ子は数秒俺の目を見つめてから、微笑ほほえんで頷うなずいた。

　モブ子の手を引いて、俺は教室を飛び出した。




　幻想を抱いている、と鶴木は言っていた。

　神しん樹じゆ祭さいが復活したら、天あも羽うと、また笑い合えるようになるかもしれない。

　俺に言わせれば、それは幻想なんかじゃない。

　それは、祈りであり願いだ。

　鶴木のその祈りと願いは、しかし、選挙の敗北により永久に叶かなわなくなってしまった。──と、鶴木は思っている。

　鶴木が泣いたのは、生徒会長になれなかったからじゃない。神樹を守る最後の可能性が失われたからでもない。

　天羽との友情をもう二度と取り戻すことができなくなったと思ったから、思ってしまったから、鶴木は泣いたんだ。

　そんな鶴木を救うには、どうすればいい？

　どうなれば、鶴木は救われる？

　答えは明白だった。

（鶴つる木ぎと天あも羽うを、仲直りさせるんだ）

　仲直りといっても、鶴木と天羽がお互いに忌き避ひし合っているわけじゃない。

　天羽が鶴木を一方的に忌避しているのだから、解決すべきは天羽の感情ということになる。

　五年前の神樹祭での爆ばく発はつ事故で、天羽は顔に傷を負った。それで、彼女を祭りに誘った自分を恨んでいるのだと、鶴木は言っていた。

（本当に？）

　本当に、それが原因なのだろうか。

　鶴木の言葉を疑うわけじゃない。

　ただ、解せないと感じる部分は、ある。

　事故の以前にも鶴木は毎年天羽を祭りに誘っていたんだ。

　神樹祭に行くのは、鶴木にとってだけじゃなく天羽にとっても恒例行事だったはずだ。

　五年前だって、ふたりは例年のように祭りに行っただけだ。

　それで、果たして天羽が鶴木を恨んだりするものだろうか。

　……恨むのかもしれない。

　女の子にとって顔に傷を負うってのがどれだけショックなことなのか、男の俺には完全には理解できない。

　人間は、不都合に見み舞まわれると、それを誰かや何かのせいにしたがる生き物だ。

　天羽が、やり場のない悲しみと怒りをぶつける先に、鶴木を選んでしまったということなのかもしれない。

　それでも、俺は、やっぱり解せないと思ってしまう。

　鶴木と天羽の間にあった友情は、それほどに脆もろいものだったのだろうか。

　そんな脆い友情のために、鶴木は泣きじゃくっていたのだろうか。

　俺には、そうは思えない。

　天羽が鶴木を忌避するのには、もっと何か別の理由があるはずだ。

　話を聞いてみたいと思った。

　天羽詩しい歌か本人に。

　彼女の気持ちを語れるのは、彼女だけだ。

　モブ子こを連れて教室を飛び出した俺は、二─Ａの教室に乗り込み、クラスメイトに囲まれて勝利を称たたえられていた天羽に向けて、こう叫んだのだった。

「話がある！　放課後、神しん樹じゆの森もり公園に来てくれ！」

　そして、今、俺とモブ子は神樹の前で、天羽を待っていた。

「天羽さん、来てくれるかな……」

「どうだろうな……」

　神しん樹じゆの森もり公園に来てくれ、という俺の要求に対する天あも羽うの返答は、

「あなたたちと話すことは何もないわ」

　だった。

　食い下がろうとしたが、駄目だった。

　天羽を取り巻いていたクラスメイトたちに、俺とモブ子こは追い出されてしまった。

　まあたしかに、あのタイミングで鶴つる木ぎの応援をしていた俺たちが乗り込んでいったら、難なん癖くせをつけに来たのかと警けい戒かいされるよな。

　果たして、天羽は来てくれるのか。

　返答からして、来ない可能性のほうが圧倒的に高いわけだが……。

「まあ、日が暮れるまでは待ってみるさ」

　来るかどうかを待つってのは、精神的に楽な作業じゃない。

　待ち始めて小一時間が経たったあたりで、

「疲れたんなら、先に帰っちまってもいいぞ」

　と、俺はモブ子に言った。

　立ちっぱなしで、顔に疲れの色が見えてきたからな。

　案の定というかなんというか、モブ子は首を横に振った。

「帰らないよ。水くさいこと言わないでよ」

「水くさいか」

「水くさいよ」

「そうか」

「うん」

　でも、とモブ子は言った。

「でも、少し疲れたから、こうさせて」

　言いながら、モブ子は俺に身を寄せ、俺の背中に自分の背中を預けた。

　モブ子の重みの一部が、背中を通して足にまで伝わってきた。

「これで、何時間でも待てるよ」

「何時間もは待たねーよ」

「えー？　待とうよ」

「なんでちょっと楽しそうなんだよ」

「そんなことないよー？」

　やっぱり、ちょっと楽しそうだった。

「おまえは、どう思う？」

「うん？」

「天羽は、来ると思うか？」

　鶴つる木ぎから以前に電話で聞いた、鶴木と天あも羽う、ふたりの間に何があったのかという話は、モブ子こには既すでにしてある。

「私は、来てくれると思うよ」

「なんでそう思う？」

「だって、天羽さんは委員長の友達だったんだよね？」

「ああ」

「委員長の、一番大切な友達だったんだよね？」

「ああ……」

「なら、天羽さんは、きっと優しい人だよ。だから、私は、来てくれるって思う」

「そうか。そういう解釈か」

「うん。そういう解釈」

「なるほどな」

　モブ子の解釈は、間違ってはいなかった。

　俺とモブ子が背中合わせになって、それからさらに小一時間が過ぎた頃──。

　天羽詩しい歌かは、やってきた。

「なにイチャついてんのよ、あんたたち」

　この場での天羽の第一声が、それだった。

　ジト目だった。

　声をかけられるまで天羽に気づけなかったのは、俺もモブ子も待ち疲れてボーッとしていたからだろう。

　モブ子は慌てて俺から離れて、「こ、こんにちは、天羽さん！」とズレた台詞せりふを吐いた。

「もう、ほとんど夜なんだけど」

　たしかに、空の色はもう、橙だいだいよりも群ぐん青じようの占める割合が大きくなっていた。

「こ、こんばんは！」

　モブ子が言い直すと、天羽はつまらなそうに「ふん」と鼻を鳴らして、俺を見た。

「あんたもあんたよ。神しん樹じゆの森もり公園に来いって、もっとちゃんと場所を指定しなさいよ。この公園、広いんだから」

「そりゃ、すまなかったな。でも、神樹の森公園で待ち合わせっていったら、ここだろ？」

　俺は、俺とモブ子の後ろに聳そびえる神樹を親指で示した。

「実際に、あんたはここに来た」

　天羽は、また「ふん」と鼻を鳴らした。

「で、話ってなによ？　まさか、今更、例の件を持ち出すつもりじゃないでしょうね」

　例の件ってのは、有う働どうのことか。

「そのつもりはない。あれは公表しないって、委員長……鶴木が、決めたんだ」

　天あも羽うが野球部のキャプテン、有う働どうを色仕掛けで『買収』しようとしていた件。

　あれを公表していれば、鶴つる木ぎは間違いなく勝っていただろう。

「そう……ならいいんだけど」

　苛いら立だたしげに、天羽はサイドポニーを搔かき上げている。

　……いや、あの表情は、怯おびえているのか？

「鶴木、泣いてたぜ」

　俺の言葉に、天羽は髪を触る手を止めた。

「選挙に負けて泣くなんて、あの女も案外脆もろいわね」

「違う。鶴木が泣いたのは選挙に負けたからじゃない。あんたとの友情が、もう二度と取り戻せないと思って泣いたんだ」

「……っ！」

　天羽は目を剝むき、音が聞こえてきそうなほどにきつく歯を食いしばって、

「バッカじゃないの！」

　叫んだ。

「なによそれ!?　神しん樹じゆ祭さいが復活したら、何もかも元通りになるなんて、本気で信じてるの？　あの女！」

「本気で信じていたわけじゃないさ。本人も、幻想だって言ってたしな」

「そうよ！　神樹祭が再開したって、何も変わらない！　何も変わらないのよ！　逆なの！」

「逆？」

「逆よ！　その木が！」

　天羽は神樹を指差した。

「その木がある限り、何も変わらない！　私は一歩も前に進めないのよ！」

「どういう意味だ？」

　天羽は、「うっ」と呻うめいて言葉を詰まらせた。

「天羽？」

「うるさい！　あんたには関係ない！」

「でも、鶴木には関係あるんだろ？」

　天羽は答えず、神樹を指差していたその手を拳こぶしの形にして震わせた。

「質問を変える。あんたが、神樹祭をそこまで憎むのは、やっぱり、その……顔の傷が理由なのか？」

　その……と言っても、薄うす暗ぐらい今この場じゃ、天羽の顔にあるという火傷やけどの痕あとを見て取ることはできなかった。

　この前、旧校舎で会った時も、気にはならなかった。

　つまり、顔の傷といっても、それは、明るい場所でよくよく見て、それでようやく視認できる程度にまでは薄うすくなっているということだ。

「違う」

　天あも羽うは、震わせていた拳こぶしを解ほどいて、その手で自分の顔の左半分を覆おおった。

「私の顔の傷なんて、もう、どうでもいい」

「なら、鶴つる木ぎは？」

　天羽は、隠されていない右目だけで俺を見た。

「鶴木の背中の傷は、どうなんだ？」

　俺を映していた天羽の右目が、また大きく見開かれた。

「見たの？　あんた」

「ああ」

　そう、俺は見たんだ。

　インコ部の部室で、ちえりが鶴木を採寸していた、あの時。

　鶴木の引き締しまった背中全体に広がっていた、痛々しい火傷やけどの痕あとを。

　五年前の事故で、鶴木は自分も傷を負ったと言っていた。天羽の傷と比べるとたいしたことはないとも言っていた。

　でも、目立たない背中とはいえ、それは決して、たいしたことはないという程度のものじゃなかった。

「そういえば」

　俺は隣となりのモブ子こに訊たずねた。

「おまえは、鶴木の背中、見たことないんだっけか」

　モブ子は小さく首を横に振って、答えた。

「あるよ。一緒に浴衣ゆかたに着替えた時に」

「なるほど」

「あの時、委員長──」

「ホンっト、バカよね！」

　天羽の叫びが、途中だったモブ子の言葉をかき消した。

「私を庇かばってああなったのよ、あの女！」

　天羽は叫ぶ。

「自分一人なら逃げられたはずなのに！　なんで逃げなかったのよ!?　なんで私なんか庇ったのよ!?」

　叫びながら、天羽は泣いていた。

「ねえ、なんで!?　なんでよ!?」

　天羽のその問いは、目の前の俺に向けられたものじゃなかった。

　ポロポロと大粒の涙を零こぼしている天羽の右目は、俺を見ていない。

　その問いは、今ここにはいない鶴つる木ぎに向けられたものであり、俺が答えるべきじゃないということは、わかっていた。

　それでも、俺は答えずにはいられなかった。

　天あも羽うが発した問いの答えが、あまりにも明白だったから。

「友達だから、だろ」

「だったら、私は！」

　天羽は激はげしく頭を振り、涙を撒まき散らして、悲ひ鳴めいじみた声をあげた。

「友達じゃなくていい！　みぃたんが傷ついたのが私が友達だったせいなら！　私が友達でいるとみぃたんを傷つけてしまうなら！　私は、みぃたんの友達じゃなくていい！」




　天羽は走り去り、神しん樹じゆの前には、また俺とモブ子このふたりだけになった。

「悲しいね」

　モブ子が言った。

「委員長、自慢してたのに」

「自慢？」

「うん。一緒に浴衣ゆかたに着替えた時、背中の火傷やけどを見せてくれて、言ったの。嬉うれしそうに。剣士にとって背中の傷は恥だけれど、これは違うって。大切な友達を守って負った、名誉の負傷だって」

「あいつらしいな」

　俺が笑うと、モブ子も笑い──神樹を振り返った。そして、呟つぶやいた。

「私にできること……」

「ん？」

　モブ子は俺を見て、

「春はる馬まくん、言ってたよね。俺は俺にできることをやるって」

「ああ。言ったが……」

　元は、秋あき兎との言葉だけどな。

「私も、がんばるよ」

「がんばるって、何を？」

「私にできることを」




　私にできること。

　それが一体何なのか。何をするつもりなのか。

　モブ子は教えてくれなかった。

　教えられない理由は、「全然上手うまくいかないかもしれないから」だそうだ。

　そして、こう言われた。

「春はる馬まくんは、春馬くんにできることをがんばって」と。

　俺にできること……。

　何がある？

　そもそも、俺は、鶴つる木ぎを、天あも羽うを、どうしたいんだ？

　ふたりにどうなってほしいんだ？

　その答えは、もう出ていた。

　ふたりに、親友同士に戻ってほしい。

　鶴木も天羽も、それを望んでいる。

　友達関係に元もと鞘さやって言葉を使うのは違うのかもしれないが、使う。

　鶴木が天羽との元鞘を望んでいることは、本人の口から語られていた。

　今日、天羽と話して、元鞘を望んでいるのは天羽も同じなんだと確信した。

「私は、みぃたんの友達じゃなくていい！」

　天羽のその言葉を、まんま受け取るわけにはいかない。……いや、まんま受け取ったとしても、天羽は元鞘を望んでいるとしか思えない。

　鶴木は、自分が天羽を祭りに誘ったせいで彼女が顔に傷を負い、それで恨まれているのだと思っている。

　でも、違ったんだ。

　天羽は、鶴木が自分を庇かばったせいで背中に大おお火傷やけどを負ったことを気に病やんでいる。

　自分が大好きなみぃたんを傷つけてしまったという思いが強すぎて、みぃたん──鶴木と向かい合うことができずにいるんだ。

　恨みなんて、ふたりの間にはなかったんだ。

　鶴木と天羽は、お互いに元鞘を望みながら、アプローチの方法も違っている。

　鶴木は神しん樹じゆ祭さいを復活させることで天羽との関係を修復できるのではと期待しているが、天羽は逆だ。

　天羽は、神樹がなくなり、神樹祭が永久消滅しない限り、自分は一歩も前に進めないと思っている。

　神樹と神樹祭がある限り、自分も鶴木も救われることはないと思ってしまっている。

　生徒会長選は、終わった。

　鶴木が負けて、天羽が勝って──このままじゃ、神樹は切り倒され、神樹祭は永久消滅する。

　これで、天羽は救われるのだろうか。

　俺には、そうは思えない。

　鶴木にとって神樹と神樹祭は、大好きなしぃたんとの思い出そのものなんだ。

　それは、天羽にとっても同じはずだ。

　そんな、ふたりにとって大切な思い出を、天あも羽うの手で刈り取らせたくはない。

　それで天羽が救われるわけがない。

　天羽だって、本当はわかっているはずなんだ。

　あの時──野球部のキャプテンを色仕掛けで『買収』しようとしていた天羽は、その場所に、なぜ旧校舎を選んだのか。

　天羽は、俺やモブ子こが鶴つる木ぎと同じ部であることを知っていた。

　インコ部のことを知っていた。

　なら、インコ部の部室が旧校舎にあることだって知っていたはずだ。

　旧校舎での不正行為が、俺たちインコ部員に見つかる可能性を考えなかったのだろうか。……そんなはずがない。

　見つかりたかったんだ。天羽は。

　選挙に勝って、神しん樹じゆと神樹祭を葬ほうむりたいという気持ちに、噓うそはないんだろう。

　それでも、天羽はそれが正しくないことも理解していたんだ。

　危なかった。

　俺は天羽の望みを取り違えていたんだ。

　天羽が選挙で勝てば、彼女の望みは叶かなうと思っていた。

　でも、天羽の本当の望みは、鶴木との友情を取り戻すことだ。

　そのために、天羽は選挙で勝っちゃいけなかったんだ。

　天羽を勝たせちゃ駄目だったんだ。

　モブ子のためと自分に言い訳しつつ、土ど壇たん場ばで鶴木に投票した俺は、俺の選択肢は、正しかったんだ。

　俺がどちらに入れようが結局は天羽が勝っていたわけで、だから意味がないっちゃーないんだが、もし俺が天羽に投票していたら、俺は最悪の選択をしてしまった自分を許せなかっただろう。

　最悪の選択をギリギリで回かい避ひできた俺には、まだ、鶴木のために何かをする権利がある。はずだ。

　考えるんだ。

　鶴木のために。

　天羽のために。

　俺にできることは、なんだ？




　翌日、俺は学校をサボった。

　正確には、早退した。

　思いついたのだ。二限目の途中で。

　俺にできることを。

　妙案とは、とても言えない。

　むしろ愚策──禁じ手と言ってもいい。

　それでも、昨日から考え続けて、ようやく一つ思いついたのがこれなんだ。

　一いちか八ばちかやってみるしかない。分の悪い勝負に当たって砕けろの精神で挑いどむのは、最近の俺の趣味だ。片かたっ端ぱしから砕けてるけどな！

　俺は二限目終了のチャイムと同時に教室を飛び出し、学園を飛び出した。

　そして、向かった先は市役所だ。

　平日の午前中に、しかも制服姿の俺は、明らかに浮いていた。

　職員からも市民からも「なんなのこの子」的な目で見られまくって居心地悪いことこの上なかったけれど、逃げ出すわけにはいかなかった。

　俺が市役所に来たのは、天あも羽う市長に会うためだ。

　市長に会って、再開発計画の見直しと神しん樹じゆ祭さいの再開を直じき訴そするために、俺はここに来たのだった。

　な？　愚策だろ？

　何の肩書も持たないただの高校生が市役所に乗り込んできて、市政に口出しするなんてさ。

　だから、鶴つる木ぎは明みよう神じん学園生徒会長という肩書を得ようとしたんだ。

　肩書を得て、明みよう学がく生せいの総意として、神樹祭の再開を訴えようとしたんだ。

　俺がやろうとしていることは、鶴木が通そうとした筋を無視した──それどころか踏ふみにじるような、暴走行為だ。

　こんなことをしても、鶴木は喜ばないだろうな。怒るかもしれないな。

　でもさ、鶴木。

　おまえの、神樹を守りたいって思いは、神樹祭の再開を願う気持ちは、俺はやっぱり、市長に伝えるべきだって思うんだよ。

　市長だって、五年前の事故で傷ついた人の一人だ。

　事故の現場に居合わせたわけじゃなくて身体からだに傷を負ったわけじゃなくても、市民が傷ついて娘が傷ついて──市長だって、傷ついたはずなんだ。

　市長も同じなんじゃないのか？　娘の詩しい歌かと。

　心の傷から立ち直るために、その手段として、神樹と神樹祭を永久消滅させようとしているんじゃないか？

　俺が市長に会いに来たのは、それを確かめるためでもある。

（よし……！）

　俺は、俺に不ふ審しんの目を向けていた職員の一人に声をかけて、市長に会わせてほしい旨むねを伝えた。

　断られた。

　取り次いでさえもらえなかった。

　そりゃ、まあそうだよな。

「あなた、明みよう神じん学園の学生さんよね？　学校はどうしたの？　今日はお休みじゃないでしょう？　学校に連絡させてもらうわよ？」

　軽くピンチだった。

　このピンチを乗り切るために俺が思いついた方法は、二つ。




　Ａ．逃げる

　Ｂ．土下座する




　俺の選択は──。

「お願いします！　市長に会わせてください！」

　Ｂだった。

「皿洗いでもなんでもしますから！」

　我ながら、かなりテンパっていた。

「なんだ、彼は」

　背後で、渋い声がした。

「アルバイト希望者か？　なら、ここじゃなく食堂に行ってもらいなさい」

　俺は土下座の格好のまま顔だけを動かして、声の主ぬしを見た。

　その人が誰かは、すぐにわかった。

　ポスターで見たことがあったし、なにより、似ていた。娘と。いや、順番でいえば、娘が彼に似ているということになるか。

　ナイスミドルという形容詞が具現化したようなそのスーツ姿の紳士は、現明神市長、天あも羽う天てん馬まその人だった。




　幸運は、二つあった。

　たまたまあの場に天羽市長が通りかかったのが、第一の幸運だ。

　第二の幸運は、天羽市長が俺の話を聞いてくれたことだ。

　俺が、鶴つる木ぎの友人であることを告げ、お願いしたいことがある旨むねを伝えると、天羽市長は市長室へと俺を連れていってくれた。

　この二つの幸運がなかったら、俺は学園に連絡されて、何らかの処罰を与えられるハメになっていただろう。

　市長室で、俺は話した。

　神しん樹じゆ祭さいの復活を願う、鶴つる木ぎの思いを。

　そして、訊たずねた。

　再開発計画の予定地に、神しん樹じゆの森もり公園を組み込んだ理由を。




　結果から言うと、ただの高校生にすぎない俺に、市の決定を覆くつがえすことはやはりできなかった。

　案の定、当たって砕けたわけだ。

　俺は市役所を振り返り、拳こぶしを握りしめる。

　天あも羽う市長は、娘思いの父親だった。

　神樹の森公園を再開発計画の予定地に組み込んだことを、「娘のため」と彼はあっさりと認めた。

「娘があの事故で心に負った傷から立ち直るために神樹を排除する必要があるのなら、私は躊躇ためらいません」

　市長は、こうも言った。

「それに、私は、あの事故以来、一度も葉をつけていない……枯かれたままの神樹が、死の象徴に見えて仕方がないのです。今の、生命力をまるで感じさせない神樹は、街のシンボルとしては相応ふさわしくありません。私もこの街で生まれ育った人間ですから、子供の頃から親しんできた神樹が失われることは、残念でなりません。しかし、もう神樹はその役目を終えたのです。街の発展のために、私の娘……詩しい歌かの心の再生のために、神樹には消えてもらいます」

　市長の言葉に噓うそは感じられなかった。

　たかが高校生の俺に、よく本音で答えてくれたなと思うが、相手がガキだからこそ本音を晒さらせたのかもしれない。

（すまん、鶴木……）

　市長の意志は、固かった。

　俺がいくら言葉を重ねても、土下座をしても、駄目だった。

（俺には、何も変えられなかった……）

　打ち拉ひしがれる俺のポケットでケータイが震えた。

　取り出して、確認する。

　秋あき兎とからのメールだった。




『今日の夕方、神樹の前に来て』




　秋兎が。

　主人公が、動いた。

　俺は確信する。

　これで、鶴つる木ぎと天あも羽うは救われると。

　俺は、結局脇わき役やくだ。

　でも、秋あき兎とは違う。

　あいつは主人公だ。

　どんなミラクルだって起こして、必ず、ヒロインを救う。

　だから、もう、大丈夫だ。俺の出る幕は、もうない。

　俺の出る幕なんて、きっと最初からなかったんだ。

（モブ子こ……）

　無性に、モブ子に会いたかった。




　俺は、学園には戻らず、適当に街をぶらぶらして時間を潰つぶした。

　モブ子に会いたい気持ちは、こらえた。今、あいつの顔を見たら泣けてしまいそうな気がして、だからこらえた。

　約束の時間……といっても、具体的な時間が指定されていたわけじゃないが、とりあえず空の色も変わって夕方感が漂ただよい始めた頃合に、俺は神樹の前にやってきた。

　俺が一番乗りだった。秋兎も他の誰もいなかった。

　秋兎が俺以外に誰を呼び出しているのかもわからないが、多分、鶴木と天羽は呼ばれているだろう……という予想のとおり、俺の少し後に鶴木が来て、さらにその少し後に天羽がやってきた。

「なんで、あんたたちがここにいるのよ」

　天羽は第一声からして棘とげがあった。

「渡わた会らいに呼び出されたのだ。私も南みな代しろもな」

　答えた鶴木は、表面上は、いつもの鶴木だった。

「なんなのよ、あの渡会ってヤツ。本っ当に、しつこい……」

　天羽のその言葉で、秋兎が今日以前に何度も天羽に接触していたことがわかった。

　秋兎は、もうとっくに動き出していたんだな。

「しかも、呼び出しておいて待たせるって、最悪……」

　天羽は、また苛いら立だっているようにも怯おびえているようにも見える表情で、サイドポニーをいじっていた。

「たしかに遅いな、渡会」

　鶴木が空を見たのにつられて、俺も空を見た。

　空の色は、ずいぶん赤くなっていた。というか、今日の夕ゆう陽ひはやけに赤いな。

（モブ子……）

　モブ子は、この場に呼ばれていないのだろうか。

　今、どこにいるんだろうな。

　メールでもしてみるか、とケータイを手にしようとしたその時、

「お待たせ」

　聞き馴な染じんだ声がした。

　振り返る。

　秋あき兎とがいた。その隣となりには、桜さくら子こ先せん輩ぱいの姿もある。

　が……。

「遅いわよ。呼び出しておいて自分が後に来るって、どういう……」

　天あも羽うの言葉が尻しり切きれになったのは、気づいたからだろう。

　桜子先輩の、異様な様子に。

「三みつ三み先輩、どうしたんだ？」

「…………」

　鶴つる木ぎに声をかけられた桜子先輩は、返事をしなかった。

　言葉もなければ表情もない。

　いつもたおやかに微笑ほほえんでいる桜子先輩が無表情というだけでも十分普通じゃないのだが、殊こと更さらに異様なのは、先輩のトレードマークとでもいうべき長い銀髪が、白っぽく発光していたことだった。

　光の加減なんかじゃない。光の加減なら、もっと赤く見えるはずだ。

「遅くなってごめん。準備に、どうしても時間がかかっちゃって」

　秋兎はそう言うと、神しん樹じゆに向かって歩き出した。その後ろを、桜子先輩が幽ゆう鬼きのようについていく。

「……もう少し待ちたいけど、先輩を長くこの状態にはしておけないからね。始めようか」

「始めるって……何をする気なんだ？」

　秋兎は振り向いて、問いかけた俺にこう答えた。

「魔ま法ほうを使うんだよ」

　と。

「魔法……？」

　秋兎は神樹に向き直り、幹に向けて両手をかざすと、日本語じゃない言葉を──。

　英語でもドイツ語でもフランス語でも中国語でもない──おそらくは、この世界には存在しない言語を紡つむぎ始めた。

　俺は理解する。

　歌うような響ひびきさえ含んだその言葉は、呪じゆ文もんだ。

　魔法を使う、と秋兎は言った。

　それは、比ひ喩ゆでもなんでもない。

　秋あき兎とは本当に魔ま法ほうを使うつもりなんだ。

　かつて異世界のお姫様に導みちびかれた『あちら』の世界で身につけた力。

　秋兎の手と神しん樹じゆの間に、魔法陣みたいな、文字と紋様で構成された図形が浮かび上がった。……みたいな、じゃないな。魔法陣そのものだ。

　その魔法陣と秋兎自身から何らかの力が発せられているのが、俺にも感じられた。

　秋兎が魔法を使うことによって生じている力なのだから、それは魔力と呼ぶべき力なんだろう。

「ちょっと、あいつは一体何をやってるの!?」

　疑問を叫んだ天あも羽うに、俺は「魔法を使ってるんだよ」と答えた。

「魔法!?　何よそれ！」

　何よそれ、と言われても、「魔法は魔法だよ！」としか答えようがない。

「渡わた会らい……。おまえ、まさか……」

「そうだよ」

　秋兎は顔だけを振り向かせ、鶴つる木ぎを見て、言った。

「神樹の目を覚ますんだ」

　秋兎の顔には、既すでにびっしりと珠たまのような汗が浮かんでいた。

「先せん輩ぱい！」

　秋兎が背後の桜さくら子こ先輩に向けて叫ぶと、先輩は無言無表情のまま歩み寄り、秋兎の背中に両手を押し当てた。

　白く輝いていた先輩の銀髪が、風もないのにふわりと持ち上がり、光量を増した。

　直視できないほどの強い光だった。

　俺は腕で目を隠し顔を背そむけながら、秋兎の魔力が膨ふくれ上がっていくのを感じていた。

「秋兎……！」

　膨れ上がった秋兎の魔力が、前方の一点──神樹に流れ込んでいくのがわかった。

　そして、聞こえた。

　ドクン、という心臓の鼓動のような音が。

　その音は、耳じゃなく、俺の全身に──俺の命そのものに響ひびいたように感じられた。

　俺は目を覆おおっていた腕を少しずらし、光が弱まっているのを確認してから腕を下ろした。

　神樹に目を向ける。

　神樹が──この五年間、一度も葉をつけることのなかった神樹が。

　赤く、茂っていた。

　赤──？

　いや、実際には青葉が茂っているのだが、夕ゆう陽ひのせいで赤く色づいて見えているのだ。

　そんな、五年ぶりに葉をつけた神樹の傍かたわらで、秋兎は片かた膝ひざをつき、桜子先輩はぺたんと座り込んでいた。

「秋あき兎と！　桜さくら子こ先せん輩ぱい！」

　俺はふたりに駆け寄った。

「春はる……」

「大丈夫かよ、おまえ」

　秋兎は真っ青な顔から汗を滴したたらせ、肩で大きく息をしていた。

「だ、大丈夫……。ちょっと、疲れた、だけ、だから……」

「わ、私、も……」

　桜子先輩も、秋兎と同じような状態だった。

　疲れ切っていて……だけど、その顔には、いつものたおやかな笑みが浮かんでいた。

「これは……一体、何をしたんだ？　おまえは」

　俺の隣となりにやってきた鶴つる木ぎが、呆ぼう然ぜんと神しん樹じゆを見上げて、秋兎に問いかけた。

　秋兎は数度深呼吸をして、息を整えてから答えた。

「眠っていた神樹の目を覚ましたんだよ。僕の魔ま法ほうと桜子先輩の『力』で」

　秋兎によれば、神樹は市長が言うように死んでいたわけではなく、生きる力そのものを止めていた状態にあったらしい。

　その状態を、秋兎は『眠っている』と表現した。

　死んでもいないが生きてもいない、といったところか。

　秋兎は、魔法の力で、その止まってしまっていた神樹の生きる力を再び動き出させた──眠っていた神樹を目覚めさせた──というわけだ。

「僕一人の力じゃ、無理だった。魔法は元々『あっち』の世界の力で……だから、こっちの世界で使っても、効果が弱くなっちゃうんだ」

　そこで秋兎は、足りない分の力を桜子先輩に補おぎなってもらうことを考えた。

「僕の魔法と先輩の『力』は、まったく種類の違う力だから、同調させるのは簡単じゃなかったんだ」

　それが、この数日、秋兎と桜子先輩が揃そろって放課後に顔を見せなかった──そして、疲れ切っていた理由だった。

　ふたりは、放課後に、力を同調させるための練習をしていたのだ。

「そういうことかよ……」

　神樹を見上げる。

　五百年生きた樹きに相応ふさわしい生命力を漲みなぎらせたその姿は、さっきまでとはまるで別の樹のようだった。

　でも、俺は知っている。

　今のこの姿こそが、神樹の本来の姿であることを。

（これが……）

　これが、秋あき兎とだ。

　脇わき役やくにすぎない俺と、主人公との差だ。

「まったく、どこまでも私を驚おどろかせてくれる男だな、おまえは」

　鶴つる木ぎが差し出した手を、秋兎がつかもうとしたその時、

「いやああああああああああっ！」

　奇跡の現場を、悲ひ鳴めいが切り裂いた。

　天あも羽うだった。

　天羽詩しい歌かが、まるで腰が抜けたように地面に尻しり餅もちをついていた。

「みぃたん！　みぃたんが！」

　天羽の口から、鶴木の名前が──ふたりが親友同士だった頃の呼び名が、ほとばしった。

　そんな彼女に真っ先に駆け寄ったのは、鶴木だった。

「火が……！　みぃたんの背中が！　みぃたんが、燃えちゃう！」

　天羽は目を剝むいて、両手で目の前の虚こ空くうを搔かいていた。

　懸けん命めいに。あるいは必死に。

　見えない何かに、手を届かせようとしていた。

　いや。何か、じゃない。

　天羽が何に手を届かせようとしているのかは、明白だった。

　みぃたんだ。

　今まさに、彼女を抱きしめようとしている鶴木のことじゃない。

　天羽の手は、五年前の──この場所で、彼女を庇かばって炎を背負った幼おさな馴な染じみのみぃたんに向けられているのだ。

　神しん樹じゆが。

　秋兎の魔ま法ほうでかつての姿を取り戻した神樹が。

　天羽の心の傷を刺し激げきしたんだ。

　天羽の意識は、今ここにはない。

「助けて！　誰か助けて！　みぃたんが！　みぃたんが死んじゃうよぉ！」

　甘く見ていた。

　天羽の心の傷を。

　その深さを。

「天羽！」

　駆け寄ろうとした俺の手を、秋兎がつかんだ。

「秋兎？」

　秋兎は片かた膝ひざをついた格好のまま俺を見上げて、首を横に振った。そして、言った。

「任せよう」

　それが、秋あき兎との判断だった。

　秋兎の顔に焦あせりの色は見えない。

　確信しているのだ。秋兎は。

　これが、鶴つる木ぎと天あも羽うのために必要なイベントだと。

「しぃたん！」

　鶴木が叫ぶ。

　力いっぱい天羽を抱きしめて。

「放して！　みぃたんが！　みぃたんが！」

　天羽は鶴木を振り解ほどこうと暴あばれたが、鶴木は放さない。離れない。

「しぃたん！　私はここにいる！　私は大丈夫だ！」

　天羽の頭に顔面を打ち据えられても、鶴木は怯ひるまず呼びかけ続ける。

「私は死なない！　私はここにいる！　だから戻ってくれ、しぃたん！　しぃたん……！」

「え……？」

　天羽の見開かれた目が、鶴木を見た。

「みぃ……たん……？」

「そうだ。私だ」

　天羽が動きを止めると、鶴木はずれたメガネを外して放り投げ、微笑ほほえんだ。

　口の端はしから血が滴したたっているのは、天羽の頭が当たって唇か口の中を切ってしまったのだろう。

「みぃたん……私……わ、私……」

　見開かれた天羽の目から、涙が溢あふれた。

「ごめんなさい……。私を庇かばったせいで……私のせいで、みぃたんは……」

　天羽の嗚お咽えつ交じりの言葉に、鶴木は切れ長の目を丸くした。

「そうか……そうだったのか……」

　天羽の肩に額ひたいを預けて、鶴木は搾しぼり出すように言った。

「私は、とんだ思い違いをしていたんだな……」

　そう──。

　天羽は、顔に火傷やけどを負ったことで鶴木を恨んでいたわけじゃない。

　天羽がこの五年間鶴木を避さけていたのは、顔の火傷が理由じゃない。

「ごめんなさい……みぃたん……ごめんなさい……」

「謝あやまらないでくれ。私にとって、あの日負った背中の傷は誇りなんだ。しぃたんを……大切な友達を守って負った、名誉の負傷なんだ。辛つらく思ったことなんて、ただの一度だってありはしないんだ……」

　鶴木の目からも、涙が溢れていた。

「私は愚おろかだ。私はしぃたんの苦しみを、ちゃんと理解できていなかった。私の思いを、ちゃんと伝えられていなかった……」

　鶴つる木ぎは天あも羽うの肩から顔を上げると、改めて彼女を抱きしめた。

「わ、私……」

　今度は、天羽が鶴木の肩に頭を預けて、言った。

「いつも、みぃたんに守ってもらってばかりで……心苦しかった。私も、みぃたんを守れるようになりたいって……強くなりたいって、ずっと思ってた。なのに、あの日、私はまたみぃたんに守られて……そのせいで、みぃたんは……」

　そうか。

　それが、天羽の鶴木に対する罪悪感の原因だったのか。

　鶴木が守り、天羽が守られる関係。

　それは、鶴木にとっては誇りでも、天羽にとってはコンプレックスだったのだ。

　自分も、鶴木を守れるようになりたい。

　守り守られる関係ではなく、守り合う関係に──対等な関係になりたい。

　大切な友達だから──親友だからこそ、対等な関係でいたい。

　そんな天羽の思いを、あの事故が打ち砕いてしまった。

　決定的、あるいは致命的なまでに、天羽は守られてしまった。

「それは、違う」

　鶴木は天羽の頭に頰ほおを重ねて、言う。

「あの時、私もしぃたんに守られたんだ。忘れてしまったのか？」

「え……？」

「しぃたんは、私の背中の火を必死に消そうとしてくれたじゃないか。お気に入りだったブラウスを脱いで、火を叩たたいて……」

「あ……」

「前髪に火が燃え移って、顔を焼かれながら、それでもしぃたんは火を叩き続けて……おかげで、私は死なずにすんだんだ。あの時、私もしぃたんに守られていたんだよ」

「ああ……」

「ありがとう、しぃたん。礼が遅くなって、本当にすまない」

　天羽は声をあげて泣いた。

　まさに、『火がついたように』泣きじゃくる天羽を、鶴木はその火が消えるまで抱きしめ続けた。

　五年前、鶴木と天羽の身体からだと心を焼き、ふたりの間に断絶をもたらしていた忌いまわしい火は、ようやく消えたのだ。




　鶴つる木ぎも天あも羽うも、ひどい顔だった。

　涙と鼻水でぐしゃぐしゃ。鶴木にいたっては血のおまけつきだ。

　それでも、ふたりの表情は穏おだやかだった。

　いや、天羽はまだ時折しゃくり上げていて泣き顔ではあるのだけれど、ハリネズミが必死に針を立てているかのような、ハリハリした……じゃなく、トゲトゲした感じがすっかりなくなっている。

　母親をようやく見つけた迷子のように鶴木の手をしっかり握って、もう片方の手で不器用そうに涙を拭ぬぐっている天羽は、可愛かわいかった。

　俺が天羽を素直に可愛いと思ったのは、これが初めてだ。

「先せん輩ぱい、立てますか」

「うん、ありがとう」

　秋あき兎とと桜さくら子こ先輩が手を取り合って立ち上がった。

　気安く桜子先輩の手に触るんじゃねーよと言いたいが、相手が秋兎じゃしょうがない。桜子先輩も嬉うれしそうな顔してるしな。

　鶴木も天羽も秋兎も桜子先輩も、みんなボロボロだったりクタクタだったり……そんな中、俺だけがピンピンしていて、微妙に居心地が悪い。

　せめて、隣となりにモブ子こがいてくれたら……と、俺がため息をついたのと同時に、その声はした。

「遅くなって、ごめんなさいっ！」

　モブ子だった。

　パタパタ走って俺の隣にやってきたモブ子は、息を弾はずませながら鶴木と天羽を見て、目をしばたたかせた。

「あ、あれ……？　もしかして、もう一件落着しちゃった感じ……？」

　そして、俺にそう訊きいてきた。

「まあ、そう……だな」

　答えつつ、俺はハンカチを取り出して、モブ子の顔の汗を拭った。

「あ、ありがとう」

「遅くなって……ってことは、おまえも秋兎に呼ばれたのか？」

「うん。でも、人に会ってたら遅くなっちゃった」

「人？」

「えっとね……」

「森もり崎さきさん」

　秋兎に声をかけられたモブ子は、俺への返答をうっちゃって、秋兎のほうを向いた。

「会えたんだね」

「うん」

　んん？

　秋あき兎とはモブ子こが誰に会いに行ってたのか、知ってるのか？

　なんだよ、それ。

　なんか……面白くないぞ。

「お手紙をもらってきたんだけど……どうしよう」

　言って、モブ子は鞄かばんから白い封筒を取り出した。

「読んでよ。せっかく森もり崎さきさんが委員長と天あも羽うさんのためにもらってきた手紙なんだから」

　秋兎に笑いかけられたモブ子は、瞬しゆん時じに顔を真っ赤にして、

「う、うん。それじゃあ……はい」

　その封筒を、俺に差し出した。

「あ？　俺？」

「は、春はる馬まくんが、よ、読んで」

「なんで俺が。てか、何なんだよ、これ」

「お、お願い、しまひゅ」

　モブ子は、たしかに手紙を朗読できる状態じゃなさそうだった。

　ちょっと笑いかけられただけで、舞まい上がりすぎなんだよ。

　仕方なく、俺は封筒を受け取った。

　表には何も書かれていないが、裏には差出人と思おぼしき人物の名前が記されていた。

　日下くさか部べ基もと弘ひろ……誰だ？

　俺は首を捻ひねりつつ、中身を取り出し、広げた。

　朗読する前に、ざっと内容に目を通す。

（これは……）

　横目でモブ子を見る。

　これが、おまえの『私にできること』なのか？

「南みな代しろ、どうした？　その手紙は、私としぃたんに宛あてられたものなのか？」

「あ、ああ。差出人は、日下部基弘さん」

「……！」

　鶴つる木ぎが反応した。

「聞き覚え、あるか？」

「下の名前は初めて聞く。だが、日下部という姓には、お一人、心当たりがある」

「たぶん、正解だ」

　鶴木なら覚えていてもおかしくはない。

「日下部基弘さんは、五年前の事故で亡くなった……日下部順じゆん子こさんの、息子さんだ」





『前略

　鶴つる木ぎ美み汐しおさん。天あも羽う詩しい歌かさん。

　はじめまして。日下くさか部べ基もと弘ひろです。

　日下部という姓に覚えはあるでしょうか。

　五年前、神しん樹じゆ祭さいで起きたあの不幸な爆ばく発はつ事故で落命した、日下部順じゆん子この息子です。

　鶴木さん天羽さんも、私の母と同じく、あの日あの場所にいて、傷を負われたそうですね。

　さぞかし、苦しい思いをされたことでしょう。

　心中、お察しいたします。

　私自身は、あの日あの場にはいませんでしたが、母を失いました。

　お祭り好きの母は、毎年、神樹祭を楽しみにしていました。

　あの日も、母は嬉き々きとして出掛けていきました。

「お土産みやげにタコ焼き買ってくるね」

　それが、私が聞いた母の最後の言葉でした。

　まさか、あれが母との今こん生じようの別れになるとは夢にも思いませんでした。

　母も、まさか自分が命を落とすことになるなんて、思ってはいなかったでしょう。

　楽しむためのお祭りで命を落とすなんて、こんな理り不ふ尽じんなことがあっていいのかと、私は憤いきどおり、絶望しました。

　当時、大学生だった私は、理不尽な世界を憎み、怖おそれ、部屋から一歩も出られなくなりました。所謂いわゆるひきこもりの状態です。

　そんな私を、あの暗い部屋から出してくれたのは、加か賀がくんでした。

　加賀良りよう平へいくんの話をしましょう。

　加賀くんは、あの爆発事故を起こした……起こしてしまった、明みよう学がく生せいです。

　彼は、自分が引き起こしてしまった事の重大さを、理解していました。

　事故から半年が経たった頃から、彼は月に一度、母の月命日に私の家を訪れるようになりました。

　母の仏ぶつ壇だんに線香をあげ、手を合わせるためにです。

　私は、彼に会おうとはしませんでした。

　純粋に母を死なせた彼が許せなかったという気持ちも、当然ありました。ですが、それ以上に、外を出歩ける彼が妬ねたましくてたまらなかったのです。

　私は母を失った上に部屋から出られなくなってしまったのに、母を死なせた彼が、なぜ外を歩けるのか。

　父や姉は彼の反省を認め、彼を許しましたが、私は彼を許すことができませんでした。それどころか、憎しみは募つのっていく一方でした。

　彼が毎月家を訪れるようになってから一年が過ぎても、私は彼とは一度も会っておらず、彼の顔さえ知りませんでした。

　顔も知らない相手を、私は憎み続けていたのです。

　ある時、彼が私に会いたいと言い出しました。実際には、彼はずっと以前から私に会いたがっていたのですが、父と姉が断っていたのです。今の状態の私に彼を会わせても、私をより頑かたくなにするだけだと思ったのでしょう。

　しかし、彼は諦あきらめず頭を下げ続け、ついに父と姉を根負けさせました。彼は私の部屋の前に立ち、私に面と向かって謝しや罪ざいしたいと言いました。

　私は無視しました。謝罪などさせてやるものかと思いました。

　翌日から、彼は毎日家を訪れるようになりました。毎日毎日、扉越しに私に呼びかけ続けました。

　そんな日々が一ひと月つき以上も続いたある日、私はいよいよ耐たえかねて扉を開けました。そして、彼に殴りかかりました。

　彼は泣いていました。殴られた痛みで泣いたのではありません。私が部屋から出てきたことを、喜び、安あん堵どして、泣いていたのです。

　彼は言いました。

「お願いします。どうか、幸せになってください。俺のせいで、あなたの人生を、不幸なまま終わらせないで」

　私は彼の腕を見て驚おどろきました。彼の両腕には、痛ましい火傷やけどの痕あとがあったのです。

　彼もまた、あの事故で傷ついた一人だったのです。

　腕の傷を晒さらして歩くには、勇気が要ったことでしょう。彼も平気で外を歩けていたわけではなかったのです。

　私は、私だけがあの事故で傷ついたのではないという当たり前の事実を、ようやく思い知りました。

　そして、このまま不幸になってはいけないと強く思いました。

　悲しみを乗り越えて幸せに生きること。それが亡くなった母への一番の親孝行になるはずだと。

　私は大学に復学し、卒業し、今は明みよう神じん市内の小学校で教師をしています。

　加か賀がくんは電気工として働きながら、消防団に所属し、人々の暮らしを支えるために尽じん力りよくしています。

　私たちは。

　私も父も姉も加賀くんも、事故の悲しみと痛みを乗り越え、幸せになるために生きています。

　押しつけがましい物言いになってしまいますが、あなたたちもどうか、幸せになってください。

　あの事故で傷ついたまま、不幸にならないでください。

　それが、私の、そして加か賀がくんからの、お願いです。


草々不一』








　それは、鶴つる木ぎと天あも羽うに宛あてた手紙であると同時に、あの事故で傷ついたすべての人に向けた手紙でもあるように、俺には思えた。

「森もり崎さき、なぜおまえがこんな手紙を……？」

　鶴木に問われたモブ子こは、「あの、えっと……」、おどおどと鶴木から目を逸そらして、答えた。

「わ、私は私にできることをしようと思って……なにができるんだろうって考えて……それで、思ったの。あの事故で一番傷ついた人たちは、今どうしてるんだろうって。その人たちが、もし今、前向きにがんばっているんだとしたら、それは、鶴木さんや天羽さんの励はげみになるんじゃないかって思って……」

　モブ子は昨日、この場所で俺と別れた後、マリちゃんに会いに行ったらしい。

　五年前の事故で一番傷ついた人の一人である、事故を起こした元明みよう学がく生せいの近況と現在の連絡先を訊きくために。

　明学卒業生のマリちゃんなら、事故を起こした生徒のことを知っているかもしれないと考えたそうだ。

　果たしてマリちゃんは、モブ子が求める情報を持っていた。

　マリちゃんから加か賀が良りよう平へいの近況と連絡先を聞いたモブ子は、加賀良平と連絡を取り、彼から日下くさか部べ基もと弘ひろを紹介してもらった。

　そして、モブ子は日下部基弘に鶴木と天羽へのメッセージをお願いし、今し方、それを手紙という形で受け取ってきたのだった。

　秋あき兎とが、なぜ俺も知らなかったモブ子の動きを知っていたのかといえば、なんのことはない。マリちゃんが秋兎に話したのだ。マリちゃんなりにモブ子を心配してくれてのことだろう。

　ともあれ、モブ子が秋兎にだけ話して俺には話さなかったってわけじゃなかったのだ。

　それなら、まあ、うん、仕方がない。

「的外れなことをしてるんじゃないかって、心配だったけど……」

「的外れなものか。私は大いに励まされた。しぃたんは、どうだ？」

「うん……」

　天羽は穏おだやかな表情で答えた。

「私も励まされたよ。幸せになりたいって思った。今までみぃたんと離れ離れになっていた分も、これから……」

　天羽が鶴木を見上げて微笑ほほえむと、鶴木も微笑みを返した。

「埋めていこう。時間は、たくさんある」

　そして、鶴木は秋兎に向き直り、言った。

「おまえのおかげだ、渡わた会らい。さすがは私の婿むこになる男だ」

　秋あき兎とは首を横に振る。

「僕は、ほんのちょっと背中を押しただけだよ」

「謙けん遜そんするな」

　鶴つる木ぎは天あも羽うの手を引いて秋兎に歩み寄り、

「感かん謝しやの気持ちだ。受け取れ」

　いたずらっぽく笑った。

「えっと、気持ちだけ……気持ちだけ、ありがたく受け取らせてもらうから！」

　鶴木が何をしようとしているのか察して後ずさる秋兎だったが、天羽に腕をつかまれて、逃げることはできなかった。

「ナイスだ、しぃたん」

「逃がさないよー」

　秋兎の右半身側に鶴木が、左半身側に天羽が回り込み。

「だ、だめ……っ！」

　桜さくら子こ先せん輩ぱいが小さな悲ひ鳴めいをあげたが、その声に鶴木と天羽を止める力はなかった。

　そして、秋兎は左右の頰ほおに、ふたりの美少女から感謝のキスを賜たまわったのだった。
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　その光景を、モブ子こは顔を真っ赤にして見つめていた。

「すげーヤツだよ」

　モブ子は頷うなずいた。

「すごいよね、渡わた会らいくん」

「いや……俺の今のすげーはおまえに向けた言葉だよ」

「えっ？」

　モブ子が俺を見た。

「すげーよ、おまえ。こんな手紙もらってくるなんて、俺には思いつかなかった」

「春はる馬まくんのおかげだよ」

「え？」

「春馬くん、言ったよね。俺は俺にできることをやるって」

「ああ……」

「あの言葉がなかったら、私、きっと何もしなかった。委員長のために何かしたいって思っても、具体的に自分に何ができるかなんて真剣に考えなかったと思う」

「そうか……」

　複雑だった。

　俺は俺にできることをやるって、思いっきり秋あき兎との受け売りだからな……。

「カッコよかったよ、春馬くん」

「あ？」

　モブ子は、笑って言った。

「あの時、私の手を取って教室を出ていった春馬くん、すごくカッコよかったよ」

　可愛かわいい笑顔だった。

「そう、か……」

　俺は俺にできることをやる、なんて秋兎の真似まねをして言ってはみたものの、結局、俺のやったことには意味がなくて……。

　でも、まあ。

　モブ子がカッコいいって思ってくれたのなら。

　まったくの無意味ってわけじゃ、なかったのかもな。










　　　　　Epilogue




　前述のとおり、今回の話をモブ子こと鶴つる木ぎの対決の物語として見るなら、話はもう終わっている。

　蛇足の部分も一段落して、だからここから先は蛇足の蛇足……ということになるわけだが、モブ子と秋あき兎との関係に於おいて変化の兆きざしが見えた部分もあるので、語らないわけにはいかない。




　副会長をはじめとする生徒会の役員は選挙ではなく会長の指名によって決定される、という校則を憶おぼえているだろうか。

　役員の指名は生徒会長の最初の仕事であり、天あも羽う新生徒会長は、副会長に鶴木を指名した。

　指名された生徒は特別な理由がない限り拒否は認められず──そして、鶴木に親友の指名を断る理由はなかった。

　副会長に就任した鶴木は、天羽会長と共に明みよう神じん市役所へと赴おもむき、天羽市長に再開発計画の見直しと神しん樹じゆ祭さいの再開を請せい願がんした。

　天羽市長はさぞかし驚おどろいたことだろう。そして、喜んだことだろう。

　鶴木と天羽が仲良く並んで立つ姿を誰よりも見たいと願っていたのは、彼だろうから。

　神樹も、秋兎と桜さくら子こ先せん輩ぱいの力で五年ぶりに葉をつけた。かつての生命力に溢あふれた姿を取り戻した。今の神樹はもう、死の象徴なんかじゃない。

　天羽市長は再開発計画の見直しと神樹祭再開の検討を約束した。

　めでたしめでたしといったところだろうか。

　……ちえりがヘソを曲げた以外は。

　なぜ、ちえりがヘソを曲げたのかといえば、秋兎が神樹を目覚めさせたあの日、あの場所に、ちえりだけ呼ばれなかったからだ。

　秋兎がちえりだけ呼ばなかったからだ。

「バカバカバカ！　秋くんのバカ！　なんで私だけ呼んでくれなかったのっ!?」

　ちえりが怒り心頭で発した問いに対する秋兎の答えが、またひどかった。

「だって、ちぃがいると気が散るから……」

　秋兎は噓うそが嫌きらいな奴やつだ。明らかに冗談とわかる噓を言うことはあっても、他人からの問いに──たとえ相手がちえりであっても──噓で答えることはない。

　だから、秋兎は本当にちえりがいると気が散るからという理由であの日あの場所にちえりを呼ばなかったのだ。

　その事実は、ちえりを傷つけた。

　ちえりは目に涙をいっぱい溜ためて走り去り、どうなることかと思ったが──翌日には、けろっとしていた。

「立ち直りが早いのが、私の取とり柄えだから！」

　笑顔でガッツポーズを取ってみせたちえりの姿は、痛々しかった。

　無理をして笑っているのは明白だったからだ。

　ちえりにとって秋あき兎とは、他の誰にも代えられない特別な相手だ。その秋兎に邪じや魔ま者もの扱いされたのだから、そんなすぐに立ち直れるわけがない。

「いや、ちえりの取り柄は、他にいくらでもある」

「ありがとう。春はるくんは優しいね」

　俺の言葉に、ちえりは少し照れくさそうに笑った。

　その目の端はしに涙が浮かんで見えたのは、俺の気のせいだったのだろうか。

　本当は、もっと言葉を尽くして慰なぐさめてやりたかったが、本人が明るく振る舞まっている以上は、それを尊重して、普段どおりに接するしかなかった。

　俺にとっては、ある意味チャンスなのかもしれない。

　弱っているところに付け込む……って言うと聞こえが悪いが、弱っている相手の心の隙すき間まに滑すべり込んでいくのも、恋愛のテクニックではあるんだろう。……俺にはできないが。

　天あも羽うの話をもう少ししておこう。

　あれ以来、天羽は昼休みになると二─Ｃの教室に来るようになった。

　目的は二つ。一つは当然、鶴つる木ぎに会うためで、もう一つは秋兎に会うためだ。

「だーりん、こんにちは」

「こ、こんにちは、天羽さん」

　天羽は、まるで自分と秋兎が全校公認カップルであるかのように、大胆かつ自然に秋兎の腕に自分の腕を絡め、幸せそうに微笑ほほえむ。

「やん。天羽さんなんて他人行儀な呼び方しないで。しぃちゃんって呼んで？　あ、しぃたんはナシね。私をしぃたんって呼んでいいのはみぃたんだけなの。だから、だーりんはしぃちゃんって呼んでね」

「い、いや、その、一応、僕たちは他人……というか、できれば、だーりんって呼び方もやめてもらえると……」

「ダーメ。約束、忘れたの？」

　天羽の言う約束とは、秋兎を生徒会の役員に指名しない代わりに、だーりん呼びすることを承認するというものだ。

　鶴木を副会長に指名した天羽は、秋兎のことも書記として指名しようとした。が、秋兎は「僕に生徒会の役員なんて務つとまらないよ！」と言って嫌いやがった。しかし、特別な理由がない限り指名を拒こばむことはできない。そこで、天羽は指名を取りやめる代わりに、自分が秋兎をだーりんと呼ぶことを秋兎に認めさせた──というわけだ。

　だーりん呼ばわりしていることからもわかるとおり、天あも羽うは秋あき兎とに好意を寄せている。

　秋兎が関わり救った女の子は、秋兎を好きになるというギャルゲ時空の法則が、今回も発動したわけだ。

「私は、だーりんを一生だーりんって呼ぶの」

　天羽は、秋兎への好意を隠そうともしない。

　子供の頃の天羽は、気弱でおとなしい性格だったらしいが……ホントかよ？　って感じだ。

　結局、俺は天羽がモブ子この新たな恋のライバルになることを防げなかった。

　そして、それは鶴つる木ぎにとっても恋のライバルが増えたことになるわけだが……鶴木はまるで意に介していなかった。

「ライバルが何人増えようと、私は一いつ向こうにかまわないぞ。私は誰にも負けないからな。相手がしぃたんでも、例外ではない。渡わた会らいを婿むこにするのは、私だ」

　鶴木は、相変わらず自信の塊かたまりだった。

「しかし、私はしぃたんを嫁にもするから、やはり、急いで法律を変えなければな。子供は、私としぃたんがそれぞれ三人ずつ生めば、家族で野球チームが作れるな。カッカッカッ！」

　黄こう門もん様のように笑う鶴木を見ながら、俺は、鶴木と俺とはまったく違う種類の人間なんだということを、改めて思い知らされたのだった。

　モブ子は鶴木に敗れ、俺は天羽のヒロイン化を阻止できず……こう言うとまるでいいところがなかったように聞こえるかもしれない。実際、（俺には）いいところはまったくなかったわけだが、いい事が何もなかったわけじゃない。

「森もり崎さき！　心の友よ！　今日もおまえは椎しい名なと弁当か？」

　幸せそうに秋兎に甘える天羽と困惑顔の秋兎を尻しり目めに、鶴木がモブ子に問いかけた。

「う、うん」

　モブ子は鞄かばんから取り出した弁当箱を手に、戸と惑まどい気味に頷うなずいた。

「そうか！　私としぃたんも今日は弁当なのだ。どうだ？　おまえたちも一緒に」

　秋兎が天羽に気に入られたように、モブ子は鶴木に気に入られていた。

　元々、鶴木の中でモブ子の株は上昇中だったわけだが、この間の一件で、モブ子は鶴木の『心の友』にまで昇格したのだった。

　ジャイアニズムは関係ない。

　モブ子は傍かたわらのちえりと顔を見合わせ笑顔で頷き合い、それから鶴木に向き直って、

「一緒に」

　弁当箱を軽く持ち上げてみせた。

　自然な笑顔だった。

　鶴木から親友扱いされることに、まだまだ腰が引けているらしいモブ子だが、それでも今みたいに自然に笑えるようにもなってきた。

　モブ子こが鶴つる木ぎを「美み汐しおちゃん」と名前で呼ぶようになる日も、遠くはないのかもしれない。

　いい事は、もう一つあった。

「森もり崎さきさんは、本当にすごいね」

　あの日、一件落着した後で、秋あき兎とが俺に言ってきた。

「あの手紙は、僕には思いつけないよ」

　秋兎の中でも、モブ子の評価が大きく上昇したのだ。

　選挙期間中にも秋兎はモブ子を何度も褒ほめていたわけだが……今回は、心の底から感心しているようだった。

「僕は、すごい女の子に想おもってもらえたんだなぁ」

　しみじみと言う秋兎に俺は問いかけた。

「後悔してるか？　モブ子をフったこと」

　秋兎は曖あい昧まいな笑みを浮かべただけで、答えなかった。

　そんな秋兎とのやりとりを、俺はモブ子に話していなかった。

「秋兎、おまえのこと褒めてたぜ」

　とは伝えたが、それだけだ。

　モブ子は喜んでいた。

　秋兎に褒められたという事実だけで、もう本当に嬉うれしいのだ。

　なんで俺は、秋兎が後悔しているかもしれないことを、モブ子に伝えなかったのか。

　伝えてやれば、モブ子はもっと喜んだろうに。

「渡わた会らいくんが私をフったことを後悔しているなんて、そんなの、絶対にないよ」

　と、モブ子は言うだろう。

　実際、秋兎が後悔しているのかどうかは、わからない。

　それでも、絶望的だった──というより、一度明確に当たって砕けた恋にほんの少しでも光こう明みようが差した事実は、モブ子にとってこの上もなく喜ばしいことだろう。

　万が一、じゃないのかもしれない。

　モブ子の恋が叶かなう可能性は。

　秋兎のモブ子に対する人間的な評価は、確実に上がっている。

　人間的な評価と恋愛的な評価は、まったく違うものかもしれない。

　だけど、その境界はきっと曖昧で。

　尊敬の念が恋愛感情に変わることは、珍しいことでもなんでもなくて。

　もし──。

　秋兎が、ちえりでも鶴木でも桜さくら子こ先せん輩ぱいでもマリちゃんでも天あも羽うでもなく、モブ子を選んだとしたら。

　そんな日が訪れたとしたら。

　その時、俺はどう思うのだろう。

　喜ぶのだろうか。

　それとも、もっと別の感情に、心を抉えぐられることになるのだろうか。

　……わからない。

（なあ、モブ子こ）

　俺は心の声で、モブ子に問いかける。

　モブ子は、ちえり、鶴つる木ぎ、天あも羽う、それに天羽に捕まったままの秋あき兎とと一緒に、教室を出ていこうとしていた。

　中庭にでも行くのだろう。

（おまえは……もし、秋兎がおまえを選んだら、おまえはどうするんだ？）

　口には出せない、バカげた問いだった。

　どうするもこうするもない。

　想おもう相手から想われたのなら、答えは一つしかない。

　モブ子は秋兎の恋人になり。

　俺は。

　俺は──。

　天羽に、半なかば引きずられている秋兎の後ろを歩いていたモブ子が、足を止めて振り返り、俺を見た。

　モブ子は、そして、花のように笑った。

　花は花でも、モブ子はかすみ草だ。

　バラのように華やかではなくても、可か憐れんで、見る者にやすらぎを与えるかすみ草だ。

　その、かすみ草のような笑顔に、俺は癒いやされる。

　迷いが、消えていく。

（そうだ……）

　俺は決めたんだ。

　あいつの恋を全力で応援すると。

　その先にどんな結末が待ち受けていたとしても。

　後悔は、しない。

「春はる馬まくんも、行こう？」

　バーカ、と俺は小声で言った。

（俺なんかのために立ち止まるんじゃねーよ。振り返るんじゃねーよ。俺のことなんか置いて、おまえは先に行っちまえ）

　そんな俺の心の声は、モブ子には届かない。

　モブ子はじっと、俺を待っている。

　ちえりも鶴つる木ぎも天あも羽うも秋あき兎とも、もう教室の外だ。

　モブ子こだけが、俺を待っている。

「しょーがねーな……」

　俺は首の後ろをさすりつつ、モブ子に歩み寄った。

「みんな、先行っちゃったよ」

「おまえがボーッとしてるからだ」

「ボーッとしてたのは、春はる馬まくんだよ」

「そうか？」

「そうだよ」

　俺たちは笑い合い、

「んじゃ、行くか」

「うん」

　並んで、歩いていく。










　　　　　あとがき




　こんにちは。志し村むら一かず矢やです。

『モブ恋こい -2nd-』お届けいたします。

　今回は委員長こと鶴つる木ぎ美み汐しおにスポットを当てつつ、ヒロインになれないモブ子こさんと主人公になれない春はる馬まくんがまたあれこれとがんばっています。

　たぶん、前巻以上にがんばっています。




　タイトルのお話。

　この作品のタイトルは『モブ恋』ですが、プロットの段階では『サブヒロインにすらなれないモブ子と主人公になれない俺』になっていました。

　二〇一四年現在のライトノベルにありがちな、タイトルで内容の大筋を説明しちゃう系の、長いタイトルですね。

　長いタイトルをつけるのは嫌きらいじゃないです。むしろ好きです。ただ、長さを競きそい合うような風ふう潮ちようは、さすがにどうかと思うのです。

　そんなわけで、次に考えたのが『モブ子の恋は叶かなわない』でした。このタイトル、実はかなり気に入っているのですが、『恋は叶わない』というフレーズがネガティブな印象を与えてしまうのでは……ということで、見合わせることに。最終的に『モブ子の恋は叶わない』を略して、『モブ恋』になりました。

　モブキャラが恋をするお話ですよーということが伝わればいいわけで、『モブ恋』はその条件を三文字という短さでしっかりクリアしています。

　タイトルなんて、きっと短いほうがいいんです。ライトノベルにも、そろそろ短いタイトルブームがくるんじゃないかな（適当）。

　さて。『モブ恋』が『モブ子の恋は叶わない』の略であるという話をしたわけですが、「じゃあなに？　モブ子の恋はこの先も実らないの？」って思いますよね。

　果たして、モブ子の恋は本当に叶わないのか。叶わないまま終わってしまうのか。

　そのへんは、まあ、まだ秘密ということで。この先を楽しみにしていただければと。

　タイトルが結末を示しているとは限りません。




　最後になりましたが、イラストのぎん太た先生に御礼申し上げます。





志村一矢
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志し村むら一かず矢や

『月と貴女に花束を』でデビュー後、あれを書いたりこれを書いたりしつつ現在に至る。歯は折れましたが心は折れていないので大丈夫です。
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イラスト／ぎん太た

元チュアブルソフト所属で美少女ゲームの原画を担当。現在フリーのイラストレーター。モブ子さんを描くときは意外と凄く気を遣います。キュピンと可愛くならないように、かといって本作的にはヒロインなので華はあるように。でも個人的には地味な方が可愛いと思うし……気を遣うというか好きすぎるポジションなので頑張ってます、と言う話でしょうか。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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